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　ＰＲＯＬＯＧＵＥ──『神』の世界







「なんであなたは、そんなにもライナのことが好きなの？」


　そう、問いかけられる。


　場所は暗くら闇やみ。


　真っ暗な、心の奥。


　そこにミルク・カラードは立っている。


　闇の中心に立っている。


　ミルクの目の前には、玉ぎよく座ざのようなものがある。


　そこに一人の美しい女が座っていて、彼女がこの闇を支配している。


　この世界を支配している。


　ミルクの心を。


　ミルクの体を、支配している。


　だからミルクはその、女に向かって言う。


「私の体を返して！」


　すると女はこちらを見て、悲しげに笑う。


「そう焦あせらないで。すぐに返してあげるから」


「早く返して」


「というより、もう、少しずつ心はあなたのものになってきてるのに、気づいてるでしょう？」


「いったい、なんのこと？」


「わかってるくせに。あなたの心があまりに強いから──あなたの、ライナ・リュートへの想おもいがあまりに強いから、少しずつ、少しずつ、あなたは私の力を喰くらい始めてる」


　そんなことを言われるが、それがいったい、なにを意味しているのかがわからない。


　だが、女は続ける。


　嬉うれしそうに続ける。


　楽しそうに、悲しそうに、その妖よう艶えんな顔をころころと変化させて、


「もしくは、私が自分から、あなたに喰われてるって言ってもいいけれど。だってあなたの心は居い心地ごこちがいいんだもの。純じゆん粋すいで、真まっ直すぐで、単純で。生きる理由が、たった一つしかないっていうシンプルさ。これって、すごいと思う」


　と、女が笑う。


　そのまま女は手を上げる。


　指をくるっと回す。


　するとなぜか、胸が痛いような気がする。胸の奥の、大切な場所に触ふれられてしまったような気がする。


　そして次の瞬しゆん間かん、頭の中に映像が浮うかぶ。


　それはもっとも大切な記き憶おく。


　一番大切にしている記憶。


　ライナの、記憶だ。


　生きるのをあきらめようとしたミルクに。


　なにもかもをやめようとした彼女に、ライナが怒ど鳴なる。





「いいか？　俺の手を握にぎって、絶対離はなすな!?」





　そう言ったときの、ライナの泣きそうな顔。自分も生きることを絶望しているのに、ミルクを守ろうと必死に手を差し出してくれている顔。


　その顔が、記憶が、頭の中に鮮せん明めいに浮かび上がる。


　恋こいに落ちたのはきっと、あのときだと思う。


　ライナのことを好きになってしまったのは、あのときが最初だと思う。


　そしてあれからもう、何年たったろう？


　と、一いつ瞬しゆん、ミルクは考える。


　そして考えて、胸が痛くなる。


　ずっと想い続けているのに、まるで彼にそれが伝わらなくて。うまく、そばにいることができなくて。


　でも、それでもライナがいま、幸せに笑っているのならそばにいなくてもいいかな、とか、でもそれは寂さびしいな、とか、そんな感情がないまぜになって。


　そして──


「その、感情のためだけに、あなたは生きてる。それが、凄すごい」


　と、女が言った。


　彼女はこちらを見つめて笑い、


「それは、私には存在しない感情だから。そんなにも強い想いは、私の中には存在しないから。だからきっと、この魔ま法ほうは失敗なのよねぇ。『ニンゲン』の中には、作った私たちにすら理解できない、強い術式の感情がある。触れるだけで、『女め神がみ』である私たちが侵しん蝕しよくされてしまうほどの……」


　そう言って、女は立ち上がる。


　そしてこちらを見つめて、言う。


「それって、『愛』って言うんでしょう？　『ニンゲン』を狂くるわせて、暴走させる術式。『女神』や、世界すら壊こわしかねない、大きな破は綻たん。あなたは強く、強く、それを持ってる。いえ、ローランド帝てい国こくの人間はなぜか、それを強く持ってる人間が、多い気がする。環かん境きようのせいかな？　なにか、そうなるような介かい入にゆうが、あったのかな？　でも、とにかく、なんでそんなに、あなたたちは他人のことが好きなんだろう。あなたの術式をずっと解かい析せきしてるけど、まるでそこがわからない」


　と、さらに女が手を動かす。


　ミルクと、彼女を包んでいる闇を混ぜるように、手を動かす。


　するとそのたびに、胸がざわめく。


　頭の中がぐるぐるかき混ぜられるような感覚がある。


　そして、いろいろな感情がわきあがってくる。


　それは愛情や。


　憎ぞう悪おや。


　憐れん憫びんや。


　甘えや。


　ありとあらゆる感情が浮かび上がってきて。


「やめて……」


　と、ミルクは言った。


「苦しい……」


　と、彼女は言った。


　しかし女はそれに、あははと笑うだけで、やめてくれない。


　そのまま闇を混ぜ続けていく。


　ミルクの心を、混ぜ続けていく。


　そして女は言う。


　ミルクの心の中を探り、つつき、弄もてあそんで、言う。


「ライナのそばにいる金きん髪ぱつの女に対する醜みにくい嫉しつ妬と……」


「やめて」


「仲間を大切にしたいという気持ちはあるのに、ついついライナへの愛情に負けてしまう自分の弱さへの罪悪感」


「やめて」


「でもそのすべてを、『愛』という言葉で片付けてしまおうとする傲ごう慢まんさ」


「お願い、やめて」


「本当はライナに抱だかれたいのに。愛してると言われたいのに。彼の隣となりにずっといたいのに、ライナが幸せなら自分は報むくわれなくてもいい──と、自分に言い聞かせて、言い聞かせて、言い聞かせて──その結果、さらに術式が複雑化して、もう、手がつけられないほどに愛が大きくなってる。狂ってる、と言ってもいいほどに」


　その言葉に、ミルクは女を見つめた。


　すると女が闇をかき混ぜるのをやめて、こちらを見る。


　微笑ほほえむ。


　そして、言う。


「あら、泣きそうな顔。真実を言われて、辛つらい？」


　その問いに、ミルクは答える。


「……恥はずかしい」


「恥ずかしがることないわよ。この感情を、私は好ましく思ってるから」


「でも、でも、こんなに醜い私を見られたら……」


「うん」


「私がこんなに醜いってバレちゃったら、ライナに……」


「嫌きらわれちゃう？」


「……うん」


　と、ミルクはうなずく。泣きそうな顔でうなずく。


　しかしそれに、やはり女は笑って、


「ここでもでてくる評価の基準は、ライナ、ライナ、ライナなのね」


「…………」


「大だい丈じよう夫ぶ。あなたは純粋なだけだから」


「私は純粋なんかじゃ……」


「好きな人を好きっていうのは、悪いことだと思う？」


「……わからない」


「私は、悪いことだとは思わない。欲しいものを欲しいと言って、なにが悪い？　それが生きるってことじゃないの？」


「…………」


「あなたたちは動物を殺して、食べる。でもそれに罪悪感を持たない。なのに、人を好きになって、その人を手に入れたいと思うことに、なぜ罪悪感を持つんだろう？」


「……それは、わからない」


「それともこれは、私が『女神』だから理解できないのかなぁ……『女神』は……私たちはなにもかもを食べて、食べて、食べ尽つくすためだけに作られた術式だから……欲しいものは全部、手に入れればいいのに、と思っちゃう」


　と、そこで女は跳とぶ。


　ミルクのほうへ。


　ミルクの、心の中心へと向かって、跳んでくる。そのままミルクに寄より添そい、顔をのぞきこむようにして、言う。ミルクの頰ほおに触れ、そのまま首を抱きしめるように腕うでを伸のばして、


「でもあなたのそういうところが、好きよ。欲しいものを欲しいと言えない。好きなものを好きと言えない。でも、誰だれよりもそれを欲ほつしている。手に入れようとしている。食べてしまいたいと思うほどに、ライナを手に入れたいと思っている。だから、私が手を貸してあげる」


「…………」


「ライナを手に入れるための力を、あなたにあげる」


「…………」


「あの、フェリスとかいう名の金髪の女にも負けないだけの力を。シオンとかいう名の勇者にも負けないだけの力を。この世界の暗くら闇やみにも負けない力を──ライナ・リュートを、あなた一人のものにするための力を、あなたにあげる」


　そう言って、女はミルクに抱きついたまま、顎あごを上げる。


　すると真っ白い、首が目の前に差し出される。女の首が差し出され、


「だから、私を食べなさい」


「…………」


「あなたと一つになってあげる」


「…………」


「私を食べて、欲しいものを手に入れなさい」


「…………」


　そう、言う。


　そしてそれに、ミルクは、
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「私は……」


「ライナ、欲しいんでしょう？」


「私は……」


　ミルクは、口を、開けた。


　すると女が愛いとおしげにこちらを見て、笑う。


「そう。それでいい」


　ミルクは女の首に、唇くちびるを這はわせる。すると口の中に、女の力が吸い込まれるように入ってくる。


「もうだいぶ、あなたにも私が混じってるから、欲しいものを素直に欲しいと言えるようになってるものね」


「…………」


「ああ、ああ、あなたが私に入る。私があなたに入る。残る感情はなにかしら？　残る心情はなにかしら？　やっぱりライナ？　ライナが欲しい？」


「…………」


「欲しい。欲しい。欲しい。欲しい。ライナが。ライナ・リュートが。彼のすべてが」


　と、そこでふと、女は顔を上げる。


　しかしミルクは首に口をつけ続ける。


　女の力を奪うばい続ける。


　奪えば奪うほど、自分の中の力が増大していくのを感じる。女の力を手に入れて、もう、できないことなどないんじゃないかと思えるほどの全能感に包まれる。


　それに女は微笑み、ミルクの頭を柔やわらかく撫なでながら、しかし、遠くへと目を向けて、言う。


「ああ、もうすぐ、私の感情はあなたに喰くいつくされて、消えるわねぇ。もうすぐ。もうすぐ」


「…………」


「でも、そのまえに『這い神レムルス』がやろうとしていることを、見届けないと」


　と、言う。


　そのまま女は、足をとんっと、床ゆかに打ち付ける。


　いや、それが床なのかどうかは、わからないけれど。


　ここは心の中の世界だから。


　真っ暗な、心の一番奥の世界だから。


　しかし女が床に足を打ち付けた瞬しゆん間かん、世界に色が生まれる。


　周囲が、世界の景色と繫つながる。


　いま、ミルク・カラードの目が見ている世界が──女に乗っ取られている体が見ている世界が、目の前の暗闇を破って、現れる。


　だが、ミルクは気にしない。


　まるで気にしない。


　女の首に口を這わせることに忙いそがしくて、彼女は気にしない。


　だが、それでも情報は頭の中に入ってくる。それは女の首を伝って。


　女の血を伝って。


　女の力を伝って。


　女が見ている、すべての情報が頭の中に流れ込んでくる。


　だからその、外の景色を、女は見る。


　外の景色を、ミルクは見る。





　彼女は、私は、彼女は、私は──





　そしてミルク・カラードは、顔を上げた。












　第一章　『女神』の恋心







　ミルクが見上げたのは、レムルス帝てい国こくという名の、人間がいなくなってしまった世界だった。


　すべての人間が生いけ贄にえに捧ささげられ、呪じゆ詛そ化されてしまっている気味の悪い世界だった。


　そしてそれは、自分の部下も例外ではなかった。


　ラッハ、リーレ、ムー。


　三人とも、胸から紫むらさき色いろの細い腕うでを生やしてしまっている。レムルスに、乗っ取られてしまったのだ。


　そしてそれを見て、ミルクは呟つぶやく。


　心の中で呟く。


『ねぇミルク・カラード。この、仲間のニンゲンどもは、切り捨てていいかな？　いま、こいつらを見捨てれば、『這い神レムルス』に対して優位に立つことが……あ？　やっぱりだめ？　あは、そう言うと思ったけど……じゃあ、どうしようかな』


　と、困ったようにミルクはラッハ、リーレ、ムーを見る。


　それから、レムルスに乗っ取られてしまったラッハが、見ているほうへと目を向ける。


　そこにはいま、バケモノが現れたところだった。


　やはり『愛』に狂くるったバケモノがいるはずだった。


　そしてそいつの名前を、ミルクは呟く。


「……『堕ちた黒い勇者シオン・アスタール』」


　するとそれに、ラッハがこちらを向いて、言う。


　いや、ラッハを──この国の『ニンゲン』すべての意識を乗っ取っているレムルスが、


「さて、じゃあ僕はそろそろいくよ。シオンとライナの、相手をしないと」


　などと言ってくる。


　ミルクはそれに、聞く。


「で、私にここで、なにもせずにおまえがすることを見守っていろとでも？」


「そう」


「嫌いやだと言ったら？」


「君の部下三人を、殺す」


「殺せばいい」


「うそだね。君はそうは思っていない」


「…………」


「というより、もし、本当に君がそう思っているのなら、とっくに僕に攻こう撃げきをしかけてるだろう？　いまの僕は、君に力を割さくほどの余よ裕ゆうはないから、僕を殺すのは簡単なはずだしね。なのに、それを君はしない。なぜかな？」


「…………」


「仲間が、大事なんだ。君はもう、ニンゲンにだいぶ侵しん蝕しよくされてしまってるから……彼らのことが大事なん……」


　が、そこでミルクは遮さえぎって、言う。


「ライナと天てん秤びんにかけてやれば、ミルク・カラードはあっさり、仲間を裏切る」


　するとそれに、ラッハは笑みを浮うかべて、


「それはそうかもしれない。けど、その決断をすぐにはできない。ニンゲンは弱いから。ニンゲンは強いから」


　と、レムルスが言う。


　そしてそれは、本当だった。


　確かに自分の体は、動かない。


　部下を切り捨てて、ライナのところへいく──ということが、できない。


　こんなにもライナのことが好きなのに。


　ライナのことだけが好きなのに、なぜか、部下を簡単に切り捨てることができない。


　この、欺ぎ瞞まんに。


　この、矛む盾じゆんに。


　ミルクは自分の胸を押さえて、


「ああっ」


　と、甘い吐と息いきのようなものを漏もらす。


「これだからニンゲンは……」


　と、嬉うれしそうに呟く。


　するとそれにラッハがあきれたような顔でこちらを見て、言う。


「そこまでニンゲンが好きな、あなたも頭がおかしいと思いますけどねぇ、『円命の女神』」


「私はミルクよ」


「あはは。もう、そこまで喰われてますか」


「うん。もうすぐ、私の意識がなくなるくらいに」


「それは、寂さびしくなりますね」


「あなたもここで、死ぬつもりなんでしょう？」


「そうですが」


「なら、同じじゃない」


「そうですかね」


「ただ」


　と、ミルクは言う。そのまま手を上げる。そして手に、力を集める。


　すると胸の奥がざわめく。もう一人の自分が、やめろ、と、抵てい抗こうしてくる。


　だが、まだ、


「私のほうが力が大きい」


　と、呟く。


　するとラッハが聞いてくる。


「いまのはどっちの『私』ですかね？」


「ミルクよ」


「それはだから、どっちの？」


　そこで、ミルクは顔を上げる。


　そしてにやりと笑って、言う。


「愛がないほうの」


　それから手に集めた力を、放つ。


　胸の奥で、やめて！　という声がするが、無視して力を放つ。


　その力は、ラッハ、リーレ、ムーの胸に生えた、腕へ絡からみつく。


　刹せつ那な、三人の部下の拘こう束そくが、解とける。


　その場に倒たおれて、動かなくなる。


　ミルクはそれを見て、


「……死んだ？」


　と、聞いた。


　もちろん、返事はないが。


　とそこで、今度は空から声が降ってくる。直接頭の中に響ひびくような声が、





《いいえ、死んでません。殺すとあなた、怒おこるでしょう？》





「もちろん。すぐにあなたを殺しにいくわ。仇かたき討うちだーって言ってね」





《ひどいなぁ。あなたが先に手を出したのに》





「あはは。でも、本気よ。少なくとも、私の中のミルクは、怒ってる。主おもに私にだけど。だからもしも私の部下が死んだら、きっとあなたを許さない」





《でしょうね。だから殺してません。いま、あなたに怒られるのは、困りますから》





「そう。それはよかった」


　と、ミルクは倒れている部下たちの姿を見る。彼らは生きているのだという。その事実に、自分が大きく安あん堵どするのを感じる。


　彼女は小さく息を吐はいてから、再び見上げる。


「でも、人ひと質じちを失ったらあなたはもう、私を止められないでしょう。それはどうするつもり？」


　するとそれに、レムルスは少し黙だまる。


　考えるように黙ってから、





《だから、さっきからあなたにお願いを……》





　が、それを遮ってミルクは、言う。


「あは、姿も見せずにお願い？」


　するとまた、レムルスは少し黙り込んでから、目の前に姿を現す。


　ミルクの目の前。


　民家の屋根の一か所に、ぐるぐると紫色の渦うずのようなものが生まれ、そこに一いつ匹ぴきの、醜みにくい神が現れる。


　形は人型。


　だが、ニンゲンとは違ちがう。


　球状の頭に無数の瞳ひとみが蠢うごめき、体からは腕が何本も生えている。


　ミルクはその、異い形ぎようのバケモノを見て、言った。


「相変わらず、気色の悪い見た目をしてるわねぇ」


　するとレムルスが笑って言う。


「このカタチが好きなんですよ。『女め神がみ』たちの序列では、異形なら異形なほど、力の位が下がるでしょう？」


「ええ」


「だから僕は、このカタチを選んだ。あなたがたが僕を見て、僕を侮あなどってくれるように」


「実際にあなたは弱いしね」


「あはは、それはあなたが強いから言える言葉だと思いますが──でも、そうですね。僕は弱い。だからあなたにお願いをするために、姿を現しました。さあ、人間で言うところの、最敬礼をさせていただきましょう」


　と、数本の手を胸に当て、頭を下げてくる。


　そして、言う。


「少し、僕に時間をください」


「ここでなにもせずに待て、と？」


「そうです」


「ふぅん。まあ、別に待ってもいいけどね。あなたが二度と転生できなくなるほど命を使ったこの計画が……この、魔ま術じゆつが、いったいなにをするためのものなのか、見届けてあげてもいいけれど」


　と、ミルクは目の前にそびえる塔とうを見る。


　レムルスがこの国のニンゲンすべての命を使って生み出した塔まじゆつを見上げる。


　そしてさっき、レムルスが言った言葉を思い出す。


　こいつはこう言った。


　ラッハの口を借りて、こう言った。


『僕がライナとシオンを救うまで、ここで待っててくれ』


　ミルクはそれを思い出し、それから聞く。


「あなたのやってることは、ライナのためになるの？」


　するとレムルスは微笑ほほえみ、


「ライナは、僕以外には救えませんよ」


　などと言う。


　するとまた、胸の奥が熱くなる。


　ライナ、という単語に、自分の胸が弾はずみ、温かくなるのを感じる。


　ミルクは、聞く。


「いったい、あなたはなにをするつもり？」


「それは、見てのお楽し……」


「冗じよう談だん言わないで」


　と、ミルクは一歩、前に出る。


　手を前に出す。


　レムルスの胸に突つき刺さす。


　ミルクの手しゆ刀とうはあっさりレムルスの命の核かくに触ふれる。そしてその、核をつかんで、


「殺すぞ？」


　と、言う。


　しかしそれにレムルスは笑って、


「どうぞ。所しよ詮せんこの体は、幻げん術じゆつですから」


「なら、本体を殺しにいってやる」


　と、ミルクは塔の上を見上げる。


　おそらくはあそこに、ライナと、レムルスがいるはずだった。


　その塔の上を見上げると、レムルスは言う。


「それは、困る」


「なら、やっていることを……」


　言いなさい──と、言いかけて、しかしやめる。なぜならこの問答自体に、意味がないことに気づいたのだから。


　というよりも、レムルスが人質を取ったり、なにをしているかなかなか言わない、ということの中に、すでにその答えはあったのだ。


　つまり、こいつがやっていることを聞いたら、すぐにでも塔の上にいこうと自分は考えるのだろう。だからこそこいつは、必死にここで足止めしていた。


　だが、


「そうなにもかもがあなたの思い通りにはいかない」


　と、彼女はレムルスの命の核を握にぎり潰つぶす。


　それでレムルスの幻術は、消えてしまう──はずなのだが、しかし、レムルスは笑ったままこちらを見る。


　そして言う。


「いえ、いまあなたが僕の核を潰したのも計画通り」


「へぇ」


「さあ、その潰れた核から、僕の呪のろいがあなたへと侵しん蝕しよく──」


　が、ミルクは無理矢理、腕を引ひき抜ぬく。


　すると確かに、弱い呪いがミルクの腕を侵蝕しようとしているが、彼女はそれににやりと笑って、


「この程度の呪いが、私に効きくとでも……」


「思ってません。もう、何度何度も言ってますが、僕はあなたを侮ってませんから。でも、あなたは僕を侮った。それがあなたの敗因です」


　なんて言う。


　そして目の前の、レムルスの幻術を見る。


　やはりレムルスは笑っている。


　にやにや笑っている。


　そして八本ある手で背後を指さし、


「ほらね」


　なんてことを言う。


　すると塔の中央のほうに、さっきまで存在しなかった力を感じる。


　勇者だ。


　狂くるった黒い勇者が──シオン・アスタールの力が、いつの間にか塔の、すぐ近くまで移動してしまっているのが、わかる。


　あんな強大な力が動けば、それに気づかないはずがないのに、しかし、どういうわけか気づかなかった。


　そしてそれがたぶん、


「……呪いか」


　と、ミルクはうめくように、言う。レムルスの命の核から放たれた弱い呪いは、ただ、そのためだけのもののようだった。


　ミルクの目を、勇者の動きから一いつ瞬しゆん、そらすためだけの、呪い。


　そしてさらにレムルスが言う。


「で、あの塔の周囲を、結界で封ふう鎖さします。そうしたらもう、あなたでもしばらくは、塔には入れない」


　などと、言う。


　八本の指を、パチンっと鳴らす。その動きはとても滑こつ稽けいで、馬ば鹿かげた仕草に見えるが、しかし、発動された力は、信じられないほどに大きかった。


　この国、すべてのニンゲンの命から生まれた魔術が発動し、地面を切きり裂さいて筒つつ状じようの結界が生まれる。


　高い塔を包み込み、守るように張はり巡めぐらされた、紫むらさき色いろの結界。


　それをレムルスは見上げ、満足気にうなずいてから、こちらを見る。


「はい、僕のここでの仕事は、終わり。あなたを数分、ここに足止めできればそれでよかったんです。あの塔にはもう、誰だれも入れない。いま、この瞬間に塔の中にいる者以外は誰も──僕が用意した役者以外は誰も、あの塔には入れな……」


　が、話を聞かずに、ミルクは跳とんだ。


　レムルスを無視して、真まっ直すぐ塔へと跳んだ。いくつかの民家の屋根を蹴けり、蹴り、塔が立つ、この国の中心へと進んで、


「結界を……」


　右手に、力を集める。


　大きく力を集める。


　もしかしたらこの、ニンゲンの体では耐たえられないかもしれないほどに大きな力を集め、そして、叫さけぶ。


「消えろっ！」


　力を、紫色の結界に、ぶつける。


　刹せつ那な、右みぎ腕うでが吹ふっ飛とぶ。


　肩かたに強い痛みが走り、


「ぐあっ」


　と、ミルクはうめく。


　結界はびくともしない。


　全開の力をたたきこんだのに、塔を囲んだ結界はまるで反応しない。


　ミルクは肩をおさえ、塔を見上げる。


　すると背後で声がする。


「そんなに体を粗そ末まつに扱あつかって、宿主は怒おこりませんかねぇ？」


　それにミルクは振ふり返かえって、言う。


「……貴様」


　が、レムルスはそれを遮さえぎって、言う。


「怒いかりを向ける相手が、違ちがいますよ。あなたが塔に入る時間は、十二分にあった。なのにあなたはそうしなかった。僕を侮あなどったから。それとも、僕の計画に少しは期待したから……？　後者だったら嬉うれしいですが、まあ、どちらにせよ、あなたはもう選せん択たくした。ここで、すべてが終わるまで待つと、選択した」


「…………」


「でもま、そんな長くはかかりませんから、ほんの少しだけお待ちください。三十分もしたら、あなたの出番も用意し……」


「おまえのシナリオに、興味はない」


　と、ミルクは言い捨てる。


　するとレムルスはまた笑う。それからこちらの、腕が失われた肩を見て、


「ま、僕のシナリオでもあなたが腕を失う、なんてことまでは書いてなかったんですけどねぇ。あなたがそこまで、ライナ・リュートに対して狂っているとは思ってませんでしたし」


　などと言う。


　それにミルクも、自分の肩を見る。


　それから、


「んっ」


　と、小さくうめく。


　腕の再生を促うながすように、小さくうめく。いや、腕が再生するために、自分の命を宿主に喰くわせる、と言ったほうがいいかもしれない。


　するとたちまち、腕が再生する。


　自分の命をミルクが喰って、腕を再生させるのが、わかる。


　それで、自分が消える時間がまた、ぐっと近づいたのがわかる。ミルクに喰われ、自分の意識がぐっと減るのがわかる。


　それにレムルスが言う。


「……本当にあなたは、狂ってるんですね……できれば僕の計画を見届けるまでは、意識を保っていてほしいんですけど」


「なにそれ。褒ほめてほしいとでも？」


「さてさて、どうでしょう」


「でも、あなたが私に『女神』でいてほしいのなら、その言うことは聞いてやれない」


「そうですか」


「それともそれは、引っかけかしら。計画が終わるまでに、『女神』の力をすべてミルクに喰わしておきたくて、そんなことを言ってるのかしら」


「さてさてさて」


　と、レムルスは、笑う。


　しかしそこで、徐じよ々じよにレムルスの姿は薄うすくなってきている。そのまま、消えていきながら、


「じゃあ僕は、本番の準備へと全神経を集中することにします。なのであなたはここで、出番をお待ちください」


　と、レムルスは消えてしまった。


　結局、なにもできなかった。


『這い神レムルス』ごときに、完全に出し抜かれてしまった。


　そしてそれにミルクは、


「ふむ」


　と、小さくうなずく。


　それから紫色の薄い結界に守られた、塔とうを見上げる。もう一度手で、触ふれる。その結界の強度を確認するように表面を撫なで、押し、その構成を確認する。


　すると、だいたいその結界がどの程度の強さを持っているのかが、わかった。


　それは、破れないような強さのものではないことが、わかった。


　おそらくはここで、彼女が大きな魔ま術じゆつを作れば、破ることができる。


　時間をかけて、この結界を破るためだけの魔ま法ほうを作れば、破ることができる。


　だが、その魔法を作るのには、


「……三十分くらい、かかるなぁ。ってことはそれもレムルスのシナリオ通りか……」


　もう、うんざりした気分になってくる。


　つまり、ここではもうやれることはないのだ。


　すべてはレムルスの掌てのひらの上。


　おそらくいまから、この塔の中で起きる三十分間の出来事をコントロールするためだけに、レムルスは何百年も時間をかけ、さらに自分の命まで生いけ贄にえに捧ささげている。


　なら。


　そんなにも大がかりな計画を展開してるというのなら、


「……私も、出番を待ちましょうか」


　と、彼女は言う。


　それからまた、跳ぶ。


　後方へ。


　倒たおれている、部下たちのほうへ。


　やはりラッハ、リーレ、ムーたちは意識を失っている。その三人が息をしているのを確認して、それから三人の傍かたわらに、ミルクは膝ひざを抱かかえるようにして、座る。


「……みんなは、三十分以内に目を覚ますかなぁ」


　部下を、愛いとおしげな顔で、見る。


　ここにはニンゲンが誰もいないので、世界はひどく静かで、風の音と、部下たちの寝ね息いきしか聞こえない。


　その、奇き妙みような世界で一人。


「…………」


　ミルク・カラードは、化物ばかりが揃そろってしまった塔を見上げた。












　第二章　『這い神』の夢







「あ～」


　と、ライナは苛いらついた声で言った。


「あ～～～～～～、まじで」


　と、ひどくイライラした声で言った。


　彼がいるのは、玉ぎよく座ざの上だ。


　よくわからない塔とうの、最上階の、なにもない部屋の中央にある、玉座の上。


　その玉座にだらしなく膝ひざを立てて座り、肘ひじ掛かけについた腕うでに顎あごをのせながら、うんざりしたような顔で、


「おいレム！　おまえ、そろそろ真実についての話をしましょうか～～～なんつってから、いったい何分待たせる気だよ！」


　と、目の前にいる八本腕の化物に怒ど鳴なった。


　レムルス・レムルド・アークエドという名の、妙みようにへらへらした口調で喋しやべる、化物に。


　ちなみにいま、レムルスはライナのほうを見ていなかった。球状の頭には目玉がいくつもあるのに、その一つも、こちらを見てなくて。


「おい！　聞いてんのかこの目玉野や郎ろう！」


　するとそれに、目玉が一つだけ、こちらを見る。さらに腕も一本だけこちらに差し出され、掌てのひらを掲かかげて、


「いやー、ちょっと待ってちょっと待って。いま、大事なところだから」


「だからなにが!?」


「すっごいヤバい奴やつを足止めしてるから」


「ヤバい奴？」


「そそ。ここの部分は、僕の力が足りなくてシナリオが粗あらくてねぇ……ちょっとでも気を抜ぬくと狙ねらったタイミングで全員を集めることができなく……できな……あ、あ、大だい丈じよう夫ぶだ。いけた。彼女、僕を侮あなどってくれた。よしよしよしよし、こい。勇者こい。彼女が動かないうちに、勇者はこっちに……きた！　よし！　結界よ、動け！」


　と、レムルスが言った瞬しゆん間かん、塔の中が少し暗くなった。


　なぜ暗くなったのかはわからないが、ライナはそれに塔の天てん井じようを見上げ、それから目の前の化物を見つめて、


「おまえ、ほんとに神様なの？　ちょっと必死すぎんだけど」


　するとレムルスがやっと、こちらを向く。


　笑う。


「実は僕、神様の中じゃかなり弱いほうなんだよねぇ」


「って、俺はその弱い奴にボコボコにされたけど」


「あはは、今日だけだよ。今日だけは強いんだ」


「計画したから？」


「そう。命をかけて、今日のためだけにね。で、なんの話だっけ？」


　と、レムルスは言ってくる。


　そしてそれに、ライナはやっとか、と思う。そのままレムルスをにらみつけて、言う。


「いやだから、あれだよ」


「なになに」


「おまえがなんか、真実の話をするとかなんとか」


　するとレムルスが、ぽんっと手を打つ。四本の腕が同時に、手を打つ。


　そして、言う。


「あ、そうだった～。真実真実。いやぁ、真実って言葉の響ひびき、かっこいいと思わない？」


「知らねぇよ」


「えー、もっと興味持ってよ。僕にとっては今日は、一世一代の晴れ舞ぶ台たいなんだからさぁ」


「へぇ」


「わーすごいですねレムさ～ん！　って、言って」


「うざい」


「きゃーきゃーかっこいー」


「おまえ、まじうざい」


「あはは」


　と、レムルスは笑う。


　本当に、気味の悪い化物とは思えないほど無む邪じや気きに笑う。それからごほんっと咳せき払ばらいをしてから、言ってくる。


「じゃ、そろそろ時間がないから、おふざけはこのへんにしようか」


「ってか、おまえが一人でふざけてたんだけどな」


「あは」


「あはじゃねぇよ」


「うふ」


「こいつ殺してぇ」


　と、ライナは顔をしかめる。


　するとレムルスは笑う。楽しそうに笑う。はしゃぐように笑う。本当に、こいつにとってはいまが晴れ舞台のようで、いま、ここでやっていることを心の底から楽しんでいるように見える。


　もちろんだからといって、こいつの好きにさせるわけにはいかないのだが。自分はこいつに、このよくわからない、神とか名乗り出している化物に、この塔の中に拉ら致ちされてしまっているのだ。


　おまけに、『瞳ひとみ』の力を封ふうじられ。


　さらに、シオンをおびき寄せるための人ひと質じちにまでされてしまっていて。


「ったく、全部こいつのやりたい放題だな……」


　と、彼はうめくように呟つぶやく。


　そしてそれを、どうにもできなかった。


　いまの彼では、この状じよう況きようを打開する方法を思いつかなかった。


　というよりも、打開しようとしてさっき、ぼっこぼこに半殺しにされたり、すぐに死のうとするとは何事かーと、説教までされてしまって。


「……あーもう、すげぇうぜぇんだけど」


　と、彼はいま、ふて腐くされるように再び玉座に座っていた。


　もちろん、こいつの隙すきを突つけるようななにかがないか、と意識は張はり巡めぐらせてはいるのだが、しかしそもそも、こいつがなにを目的としているのかもわからないので、なにをどれからどうしていいのかが、もうまるでわからなかった。


　おまけにこいつは最後には、シオンを救う方法を教える、なんてことを言ってきていて。


「…………」


　そしてそれは、ライナにとってはひどく甘く響く言葉だった。


　だって、フェリスと二人でローランドを出た理由も、よくわからない闇やみに取り込まれてしまったシオンを救うためだったのだ。


　知らぬ間に独りでなにもかもを抱え込んで、遠くへといってしまったシオンのそばに、少しでも近づくために今日まで、手がかりがまるでない中、頑がん張ばっていたのだ。


　だから当然、突とつ然ぜんシオンを救う方法を教える、なんて言われてしまえば、それに興味がないというのは、噓うそになる。


　というか興味がありまくる、というのが本心で。


　まあ、へらへら冗じよう談だんばかり言うふざけた化物が、本当のことを言うのなら、というのが前提だが、しかしそれでも、


「…………」


　と、ライナはレムルスをにらむ。


　するとレムルスはにっこり笑って、


「じゃ、そろそろ真実を話そうかなぁ……真実……真実を、ね！」


「っておまえ、真実って言いたいだけだろ」


「あはははは。ま、でも、あんまりもったいぶって話しすぎて、ほんとにちょっと時間がなくなってきちゃったから、真実の部分はさくさく話そうかな」


「はぁ？　おまえそれ、本ほん末まつ転てん倒とうすぎ……」


「じゃ、もったいぶって話す？」


「いや、ええと、さくさくでいいよ」


「えー」


「どっちなんだよ！」


　とライナが怒鳴ると、レムルスはまた笑う。それからいくつかの目がこちらから外れ、どこか遠くを見る。


「…………」


　そしてまた、黙だまってしまう。


　それをライナは疲つかれたようににらみつけて、言う。


「ってさぁ。話す気ないなら、俺一度昼ひる寝ね……」


　が、レムルスが指を一本立てて、言う。


「ほんとに時間がなくなってきた。本番が始まる。始めよう」


　と、言った。


　本番が始まる、と。


　じゃあいままでのはなんだったのか？　と突っ込みたくなるが、とりあえずもう、それは言わない。こいつになにか一言いうと、そこから長くなるのだ。


　だから黙って、半眼でレムルスを見つめる。


　するとレムルスの目がすべて、こちらを見る。


　そして、


「じゃ、話すよ」


「だから話せって言ってんだろ」


「うん。話す。どこから話そうかな。とりあえずは、なんでシオン・アスタールが、君を殺そうとしたのか？　それを聞くかい？」


　なんてことを、あっさり言ってきた。


　そしてそれにライナは思わず、眠ねむそうにしていた目を大きく見開いてしまう。


　なぜならそれは、本当に真実、という言葉を使っていい内容だったから。


　ライナにとって、最も興味のある内容だったから。


　シオンが、なぜ俺を殺そうとしたのか？


　それがわからなくて、いつの間にかこんなところまできてしまったのだ。


　あの、ローランドで最後にシオンに会ったあのときに、あいつがいったいなにを考えていたのか？


　なんで泣いていたのか？


　どうして、こんなふうになってしまったのか。


　それが知りたくて、彼はローランドを出たのだから。


　だから、ライナは思わず玉座から身を乗り出して、


「……おまえ、あいつが俺を殺そうとした理由を、知ってんのか？」


　と、物欲しげに聞いてしまう。そんな態度になるのはまずいとわかっていて、それでも、それを隠かくすことができない。


　そしてそれに、レムルスは楽しそうに笑って、


「あは、その、食いつきよう。ライナはよほどシオン君のことが大切なん……」


「いいから、答えろよ！　ほんとにおまえは……」


　が、それを遮さえぎって、


「だから、知ってるって言ってるだろう？」


　と、レムルスが言う。


　そしてそれにライナは、鼓こ動どうが速くなるのを、感じる。


　突然目の前に現れてしまった真実に対して、心の準備ができてなくて、思わず、後ずさりしそうになる。


　なぜ、シオンが自分を殺そうとしたのか。


　なぜ、あいつがあんなことをしたのか。


　その理由が、こんな場所でいきなり目の前に現れてしまって。


「あー、やべ、なんだこれ」


　と、ライナは言う。


「なんか、答えがいきなり出てきすぎて、緊きん張ちようしてきた」


　と、胸を押さえる。


　だって、理由なんてなかったらどうする？　と、思ってしまったから。


　あいつが俺を殺そうとした理由が、邪じや魔まだからとか、嫌きらいだからとかだったらどうする？　なんて、ちょっと思ってしまって。


　もちろん、シオンがそんな奴やつじゃないってことは、わかっているのだが。


　でも、それでも、仲間だって思ってるのは自分だけで、ほんとは、


「すーげー嫌われてたら、どうしよ」


　なんて呟いて、彼は苦笑する。


　いまさらそんなことを考えても、仕方がないのに。もしあいつにそう思われていたとしても、自分がやることは変わらないのに。


　でも、それでも、


「あー、なんだ。よし、心の準備、できた。いいぞ。言えよ」


　と、ライナは少しだけうわずったような声で、言う。


　レムルスを見つめ、


「シオンの話を、しろよ」


　と、言う。


　するとレムルスはうなずいて、


「もちろんするよ。時間がないからね。えーと、じゃあ、この話をする前にまず」


「って、また前置きかよ！」


　が、それにレムルスは首を振ふって、


「いやいや、前置きじゃなくてね、真実の部分だけをさくっと話そうと思ってるんだけど、でもそれには、いくつか説明しないといけないことがあって……えー、あー、まずこの世界のタイムリミットがいつか、知ってるかな？」


「は？　タイムリミット」


「そう。タイムリミット。いま、この世界が誕生して９９０年経たってるんだけど、この世界って、１０００年で消しよう滅めつして、やり直しになるんだよねぇ」


　なんてことを、レムルスは言った。


　そしてその言葉の意味が、いまいちわからなかった。いや、ものすごくわかりやすい言葉で話されたので、内容はわかったのだが、その、あまりの荒こう唐とう無む稽けいっぷりに、いまいちちゃんと頭の中に入ってこなくて、


「えと、ちょっと待てよ。えー、それって……」


　が、レムルスはそれを無視して、続ける。


「でもま、それは別にたいしたことじゃないんだ」


「ってちょっと待てって！　すげぇたいしたことある話だろそれ！」


　と、怒ど鳴なる。


　だが、レムルスはそれに首をかしげて、言う。


「そお？」


「そうだよ！　だってそれ、ええと、この世界はあと十年しかねぇってことか？」


「うん」


「いや、うんじゃなくてさ……ええとそれ、すげぇやべぇだろ？」


　と聞くが、やはりレムルスはいまいちぴんときてないようで、言う。


「まあ、ニンゲンにとっては大変かもしれないけどねぇ。次の代になると、記き憶おくも残らないし。でも僕らにとってはもう、何千億回も繰くり返かえされてることだからなぁ」


　などと、言う。


　しかしもう、そのへんからよくわからない。


　次の代って、なんだ？


　記憶？


　タイムリミット？


　と、そのへんの言葉を、ライナは頭で整理する。だが、いまいちまとまらない。


　いや、もちろんレムルスはそう難しいことを言っているわけではないのだ。


　レムルスの言葉をものすごくシンプルに解かい釈しやくすると──





　世界はあと十年で終わる。


　世界はリセットされて、やり直しになる。


　ニンゲンは記憶が残らない。


　レムルスたちは次の代へ記憶が残る。





　と、そのへんのキーワードを頭の中でまとめて、ライナは聞く。


「あー、ちょっと待て。じゃあ、おまえはもう、世界が何度も崩ほう壊かいして、再生してるのを見てるってことか？」


　するとレムルスはうなずく。


「そうなるね」


「ってじゃあ、今日、ここで俺とおまえが会うのも、おまえはすでに前の世界で……」


　が、そこでレムルスは首を振る。


「あーあー、そういうことじゃないんだ。世界は新しく作り直されるけど、でもそこで起こることは毎度違ちがう。ただ、１０００年で破は滅めつがある、ってことは除いてだけど」


　と、レムルスが言う。


　それにライナは、レムルスを見つめ、


「…………」


　いまの言葉を、考える。


　ちょっとだけ話がややこしくなってきた。おまけにその話は、にわかには信じられないような、妙みように大げさな、そして真実味が感じられない話で、


「えー、あー、なんだ。結局はそれはぁ」


　と、ライナは、寝ね癖ぐせのついた髪かみを押さえ、話を整理しようするが、しかし、レムルスがその思考を遮る。


「ま、でもそこはあんまり深く考える必要ないよ」


「いやいやいや、だからいまの話のどこをどう、深く考える必要がないって言うんだよ？」


　と、ライナは突つっ込むが、それにレムルスは少しだけなにかを考えるように瞳ひとみをぐるりっと回し、それから、


「あー、じゃあこういう説明でどうかな。君がなにか、質たちの悪い病気に明日あしたかかったとするよね」


　なんて、急に妙なたとえ話が始まった。


　それにライナは顔をしかめて、


「あ？　いきなり縁えん起ぎ悪わりぃ話になったな」


　と、言う。


　するとレムルスは笑い、


「まあまあ、聞いてよ。ええと、なんだっけ。ああ、病気の話。君は明日病気になりました。もう治りません」


「ふむ」


「一週間で死にます」


「そりゃ、困った」


「困りましたね。でも、治らないんです」


「ふむ」


「それについて、どう思います？」


「え？　いやそりゃ、やだなーって思うよ」


「でもそういう運命なんですって言われたら、どうです？」


「うーん」


「この話はそれと同じだよ。十年後。全員質の悪い病気にかかって死ぬ。運命です。ね？　たいしたことないでしょ？」


「あるよっ！」


　と、やはりライナは怒鳴る。


　するとそれにレムルスは首をかしげて、


「あれ、いまの説明の仕方、間ま違ちがってたかなぁ。じゃあ、あー、ライナがよく知ってそうな理由は他にないかな。ええと、あ、これでどうかな？　戦争に巻き込まれてとある街が消滅しましたっていう話は……」


　というレムルスの言葉に、だんだん、こいつが言いたいことが、見えてきた。


　だから、ライナは言った。


「あーもう、わかったよ。あれだろ？　人間はいつでも、いろんな理由で死ぬ。で、十年後、その規模が一番でかいやつがくる。全員死ぬレベルのすごいのがくる。でもそれは、毎日起きてることと変わらないって、おまえは言いたいんだろ？」


　するとこくこくレムルスはうなずき、


「それそれ」


「って明るくうなずく話題じゃねぇよ」


「あはは」


「笑いごとでもねぇから」


　と、なんか凄すごい話をされている気がするのに、いまいち真しん剣けん味みがなくて、実感がわかない。





　世界が滅ほろびる。


　でもそれは、毎日、いろいろなところで起きていることと変わらないから、たいしたことじゃない。





　こいつが言ってる理り屈くつは、わかる。


　だがそれをただの人間に理解しろって言うのはちょっと無理がある話で。


　それになにより、


「……それ、シオンは知ってんのか？」


　と、ライナは聞いた。


　この話を聞いて、一番、理解できないと叫さけびそうな奴やつの名前を、ライナはあげた。


　独りでなんとかしなきゃいけないと思いそうな奴の名前。


　思い詰つめてしまいそうな奴の名前を、ライナは言った。


　するとそれに、レムルスが待てとばかりに手を二本、こちらに差し出して、


「その話は、もう少しさきかな」


「どれくらい？」


「五分くらい」


「長なげぇな」


「一生のうちの、たった五分だよ」


「だ～からおまえ、口調のわりに話の概がい念ねんが妙に神様っぽいんだよ」


「まあ、神様だしねぇ」


　と、レムルスは笑う。


　それから続ける。


「まあまあ、急せかさないでよ。これでも最短で話してるつもりだから」


　そう言って、レムルスはまた視線をこちらからずらす。


　しかし今度は床ゆかを見るように。


　塔とうの、下を見るかのように。


　それにライナは、


「おまえ、さっきからなに見てるわけ？　なんか下からくんのか？」


　と、聞く。


　しかしレムルスはこちらを見ないまま、


「うーん？　いや、気にしないで。じゃ、話を続けようか」


　と、言う。


　目が一つだけこちらを見る。


　そして、再び話し始める。


「とりあえずもう少し、この世界の仕組みを話すね」


「ってか、おまえが話すその仕組みってのが、ほんとだって証しよう拠こはどこにもねぇけどな」


「ま、信じなくても別にいいけどね、でも話……あれ、まずい……思ってたより各階の結界を破られるのが早っ……」


　とそこで、レムルスがすごい速さで顔を上げ、こちらを見る。


　そして、


「やばい、予定より敵の力が強い。時間がなくなったから、一気に話す」


　なんて言う。


　しかしその、敵ってのが誰だれなのかも、こいつがなにをしたいのかもわからないので、もう、完全においてけぼりな気分でライナは言った。


「俺は早くしろって最初っから言ってっけどな」


「そうね。なので一気にいくね。えーと、まず『司祭』っていうのがいてね」


「誰よ」


「僕や、『女神』を作った奴」


「あ？　おまえらが神じゃなかったのかよ？」


「そうだけど……でもじゃあその神を作ったのは誰～って話になるじゃん？」


「なるじゃんって言われてもなぁ」


　が、無視してレムルスは続ける。


「で、それが『司祭』なんだ。っていっても、僕らも『司祭』のことはよくわからないんだけどね。君らが僕らのことをよくわからないように、僕も、作り主のことはよくわからない」


　なんて言われて、ライナはもう、思いっきり顔をしかめる。


「自分のことを神とか言い出す奴が出てきただけでもわけわかんねぇのに、神を作った神まで登場しちゃったよ……」


　と、ほんとになにがなんだかわからなくなってしまった。


　凄い話のような、とんでもない戯たわ言ごとのような。


　とにかくもう、いきなりあまりにも話が大きくなりすぎて、逆にちょっと噓うそくさい感じすらする。


　だが、レムルスはそのへんの説明ももう、する気がなさそうだった。


　彼は続ける。


「『司祭』が僕らを作った。『女神』も作った。理由はわからない。僕らは１０００年ごとに消しよう滅めつする世界に生まれ、もう数え切れないほどの１０００年を繰くり返かえしてきた」


「ふむ」


　と、うなずくしかない。


　お伽とぎ話ばなしがこうだったんです、と言われて、そこになにか突っ込こみを入れることができないのと一いつ緒しよで、もう、遠い話すぎて、なにから聞いていいのか、わからない。


　そのまま、レムルスは続ける。


「でもある日、『女神』が暴走した。『司祭』がプログラムしたのとは違ちがう行動をし始めた」


「ほう」


「『女神』は周囲にあるものを喰くって、喰って、喰って、そして対ついになる相手を見つけて増ぞう殖しよくを繰り返していくようプログラムされてたんだけど」


「なんか、人間みてぇだな」


　というライナの言葉は、無視される。


「でもある一定量まで増えると、増殖が止まるようにできてたんだ。だけどそれがある日、急に止まらなくなった」


「ふむ」


「で、『司祭』は困った」


　とそこでライナは、聞いた。


「困ったってことはやっぱ、その『司祭』とかいうのは、『女神』を使ってなにかをやってたってことだよな？」


　するとレムルスは一度言葉を止めて、こちらを見る。


　そして、うなずく。


「たぶんね。でも、僕らは神がなにをしたいのかは、わからない」


「だぁもう、神が神って言うのやめろよ。わかりにくいから」


「あはは」


　と、レムルスは笑う。しかしもう、レムルスにはあまり、余よ裕ゆうがなさそうだった。


　すぐに話が再開される。


　遠い昔を思い出すかのように、レムルスはお伽話のような話を、続ける。


「『女神』はとにかく、どんどん、どんどん、貪どん欲よくになっていった。空を食べたい。大地を食べたい。他の神を食べたい。あれも、これも、それも、全部が食べたいと騒さわぐようになった」


「…………」


「そして、増え続ける。周囲にある空間、すべてを埋うめ尽つくすまで、なにもかもが『女神』で埋め尽くされるまで、食べて、食べて、食べて、増えて、増えて、増えて」


「…………」


「僕なんかもう、真っ先に喰われてたんだ。なにせ、弱いからね。『女神』に喰われると、凄く痛いんだよ。もちろん、死ぬと次の１０００年に意識が飛ぶんだけど、それでも、嫌いやでねぇ。だって、必ず『女神』に喰われるんだから。何回意識を取とり戻もどしても、毎度変わらない。食べたい食べたいと叫び回る醜みにくい『女神』に喰われるんだから。でも──『女神』が際限なく増えることを『司祭』も好ましくないって、思ってたらしい。だから対処することにした」


　と、レムルスは言う。


　そしてそれを、ライナは腕うで組ぐみをしながら、聞く。理解できない神の世界の話を、ぼんやりと聞く。


　そして聞きながら、自分なりになんとか理解しようとする。


　そしてその、聞いている途と中ちゆうでふと、思いついたことがあって、


「……なんか」


　と、ライナは小さく呟つぶやいた。


「なんか、神様がどうのこうのって言われるとわかりにくいけど、でもこれ……」


　俺らが魔ま法ほうを構築するときの話に、似てねぇ？


　なんてことを、ライナは思った。


　プログラム。


　増殖。


　暴走。


　対処。


　そんな言葉を聞いて、これ、魔法作るときの話と、ほとんど同じなんじゃないの？　なんて、ライナは思った。


　お伽話だの、神の話だのと思ってこの話を聞くと、いまいちちょっと捉とらえどころがなくて実感がなかったのだが、でも、


「…………」


　いま、レムルスが話している物語が全部、一つの魔法の中身についての話だと言われたら、どうだろう？


　それなら少し、理解しやすくなるんじゃないだろうか？


　というか、魔法の話については彼は、ちょっとだけ得意なのだ。だからむしろ、この話が魔法に似てる、と思った瞬しゆん間かんに、急にいろいろなことが理解できてしまったような気がして。


　彼は、息を吸う。


　思考をめぐらせ始める。


「…………」


　もちろん、それでもこの話は複雑なので、頭の中の整理はいる。だからまずは普ふ通つうの魔法を生み出す方法について、頭の中に並べてみる。


　ごく普通の、魔法を開発するときの、手順について。


　たとえばローランド帝てい国こくにおいて、個人が使える殺傷魔法の中でも最も大きな力をもっている、『光燐くうり』。


　これを作るには、どうすればいいか？


　その魔法を作り出すための通常の手順は、ローランドでは、こうだ。


　まず空気中を埋め尽くすように存在している精せい霊れいとか、気とか、オーラとか呼ばれるものを、上手に配置するための『場フイールド』を用意する。


　ローランドではそれは魔ま方ほう陣じんだし、ガスタークでは格こう子し模様、エスタブールではそれが文字──と、国によって並べ方は異なるのだが、しかし、やることは一緒だ。


　精霊を並べるための、場所を用意するのだ。


　そしてそこに、上手に目的の現象が起きるよう、精霊を並べていく。


　そしてうまい具合に配置されると、殺傷能力を持った光が生まれる──


　と、簡単にいえばそういうことになる。





　で、これをいまのレムルスの話に置おき換かえると、どうなるか。


「…………」


　と、ライナは思考をめぐらせる。


　おそらく、こうだ。


　まず、術者は『司祭』とかいう奴やつってことになる。


　魔方陣にあたる『場フイールド』が、『女神』やレムルスたちが棲すむ『世界フイールド』ということになる。


　そしてそこに『司祭』は、『女神』やらレムルスやらといった名前の、『精霊』のようなものをうまい具合にプログラムして配置する。


　すると『司祭』の世界では、魔方陣が輝かがやいて、『光燐くうり』やら、『崩雨みすみ』やらが発動する──な～んて仕組みになってるんじゃないか？


「……っていう話ならちょっと、理解できんだけどな」


　と、彼は呟く。


　もしそういう話なら、『女神』が暴走して、際限なく増殖し始めてしまって『司祭』が困った──というのも、簡単に理解できるのだ。


　なぜなら自分たちが魔法を作ったり、開発するときにも、似たようなことがしょっちゅう起きるからだ。


　たとえば新しい魔法を開発しようとして、『精霊』を魔方陣の中に配置していくが、その配置の仕方がうまくいかなくて、呪じゆ詛そが止まらなくなってしまったり。


　さらにそのまま、際限なく呪詛が広がり、解呪できなくて国ごと滅ほろびてしまった──なんて事件も少なくない。


　だからこそ、解呪法が確立されていない魔法は、ローランドの中でも『禁呪詛』として、専用の保管所にその魔法の術式書は封ふう印いんされていた。


「…………」


　とそこで、ちょっとだけ思い出してしまう。


　まだ、ローランドにいて、シオンと一緒に毎日徹てつ夜やで仕事をしていたときのことを、思い出してしまう。


『禁呪詛』が盗ぬすまれ、発動してしまって、それをシオンと、フェリスと、三人で必死に止めたことを急に思い出してまって、


「…………」


　ライナはそれに、笑いそうになるのを、こらえる。


　いまはそんな、悠ゆう長ちように笑っていられるような状じよう況きようじゃないのだ。だからその、シオンと、フェリスと過ごしたときの記き憶おくを頭からどけて、思考を続ける。


　とにかくこの話は、魔法を開発するときの話に、酷こく似じしているように、思えた。


　そして、『司祭』とかいう奴は魔法の開発に、失敗したのだ。


『司祭』が設定した予想を超こえて、『女神』が増殖を始めてしまった。


　当然、止める必要がある。


　放置しておけば目的の魔法は発動しないし、それどころかこれが、『禁呪詛』と同じならば、自分たちの世界を破は滅めつさせかねない、際限なく広がっていく呪のろいに変へん貌ぼうしていってしまう可能性もある。


　だから、きっと、


「……『司祭』とかいうやつらは、おまえらの世界に、『女神』を壊こわす『対抗呪カウンタースペル』になるような術式プログラムをおいたのか？」


　と、ライナは聞いた。


　いや、少なくとも、自分ならそうするのだろうから。


　呪いの異常増ぞう殖しよくの原因を突つき止とめられればそこに介かい入にゆうして止めることもできるのだが、しかし、原因がわからない場合は、力ずくで止める必要がある。


　となると、増え続けてしまう術式を止めるために、それを喰くう術式──というのをおいてみる──というのが、魔法が暴走したときのまず最初に行われる、セオリーだった。


　するとレムルスはそれに、こちらを見て、少しだけ目を開く。


　そして、言う。


「あ、あ、さっすがライナ。理解が早いね」


「やっぱりか……ってかじゃあこれ、規模はでけぇけど、魔法の話なのな」


「ん？　あ～……そうか、そうだね。そういう話し方をしたら、ニンゲンも理解しやすいのか。ま、簡単にいえば、そうかな。で、僕らの世界に、君がいま言ったところの、『対抗呪カウンタースペル』がおかれた。異常増殖を始めた『女神』を潰つぶすための、新しい術式が。で、そいつの名前が『勇者』っていうんだけど」


　と、レムルスは言う。


『勇者』


　それが、増えすぎた『女神』を減らすために生まれた『対抗呪カウンタースペル』の名前なのだという。


　そしてその、『勇者』とかいうのが、


「……シオンに取り憑ついてる奴だよな？」


　そうライナが聞くと、レムルスはこちらを見て、笑う。


「取り憑いてるってのとはまた、違ちがうけどね。でもその話はもう少し、さきで」


　それに、ライナはうなずく。


　もう、これだけ新しい情報が多いと、ちょっとでも話の順序を間違えると一気にわからなくなりそうだったので、レムルスの話したいままにさせることにする。


　するとレムルスは、続ける。


「まあ、話を少し戻すと、ええと～、とりあえず、『女神』は『司祭』の予想を超えて増殖し始めた」


「うん」


「すると僕らの世界に新しい仕組みが導入された」


「『司祭』が、『対抗呪カウンタースペル』をおいたんだよな」


「そう。その『対抗呪カウンタースペル』の内容は、こう。ある一定まで『女神』が増えると、一いつ匹ぴきの『女神』が突とつ然ぜん、狂くるうんだ」


「狂う？」


「うん。これが本当に上手な構成になっててね……ある一定まで『女神』が増えると、一匹の『女神』が突然、同種を殺し始めるんだ」


「同位種喰いの、術式プログラムか」


「おまけにそいつは自分のことを、『勇者』と名乗るようになる。『女神』だったころの記憶も全部消えて、『女神』を殺すことだけに快楽を感じる、化物になる」


「……化物」


　と、ライナは呟く。眉まゆをひそめる。


　しかしレムルスは気にせず、


「『勇者』は、すごいんだよ。もう、一日中、一年中、朝から晩まで、周囲にいる『女神』を殺し続けるんだ。殺しても殺しても、足りないんだ。でも、やがて疲つかれる」


「…………」


「もしくは『勇者』よりも強い構成を持った『女神』が現れる。そしてちょうどいい量まで『女神』が減ったところで、『勇者』は殺されたり、異次元に封印されたりした──」


「っていうのが、『勇者』に与あたえられた術式？」


「そう」


「それじゃまるで、『勇者』は使い捨てだな」


　が、レムルスはそれに笑って、


「『司祭』にとっては、全部が使い捨てだよ」


「ま、そりゃそうだけど」


「でもある日……今度はその、『勇者』におかしいのが現れた」


　と言うのに、ライナは苦笑する。


「その『司祭』って奴は、術者としては二流だな。失敗しすぎだろ」


　しかしレムルスはこちらを見て、


「いやいや、今度のはさすがに、『司祭』にもどうにもできなかったと思うけどねぇ」


「ほう。そりゃなんでよ？」


　と、聞く。


　するとレムルスが、こちらを指さして、


「君が現れて、『勇者』を誘ゆう惑わくしたから」


　そう、言った。


　そしてその、意味がわからない。


「俺が？」


「というか、君の中にいる奴のことだけど」


「えーと、俺の中にいるってのは……」


「『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』って、僕らは呼んでるんだけどね」


「……また、その名前か……ライナエリスリード……ずいぶん長なげぇ名前だよなぁ」


「もしくは、悪魔、かな」


　その言葉にライナは目を細めて、


「悪魔、ねぇ」


　と、呟つぶやいた。


　そして前に逢あった、道どう化け師しのような格好をした、自分の中の化物の姿を、思い出す。


　そいつは自分を悪魔と呼んだ。


　そいつは自分を、すべての式を解とく者と言った。


『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』の片割れ──と。


　その、いくつもある名前にどんな意味があるのかはわからないが、しかし、レムルスはいま、自分の中にいる悪魔の話を始めた。


　だからライナはレムルスを見上げて、


「ま、なんでもいいけど、でも、ようやっと話が核かく心しんの部分にきたな」


　そう、言った。


　ずっとわからなかった、自分のことについての話。


　呪われた瞳ひとみを呪い、自分の中にいる化物を呪い、なにやらここまで、ずいぶん回り道しながらたどり着いたが、


「まさか、俺を作った神様に真相を聞けるだなんて、思ってもみなかったよ」


　と、いまのもう、ちょっと異常な状況に半笑いになりながら、ライナは自じ嘲ちよう気味に言った。


　するとレムルスは笑って八本の手を広げる。


　そして言ってくる。


「おお、息子むすこよ」


「うるせぇよ」


「あはは」


　と、レムルスは笑う。


　だがライナはふと、妙みようなことに気づいてしまって、言う。


「あれ、でもいまのちょっとおかしくねぇ？　俺は悪魔なんだよな？」


「君の中にいるのが、悪魔だねぇ」


「で、俺を作ったのはおまえだって、さっき言ったよな？」


「いやいや、言ってないよ。僕は『ニンゲン』を一人だけ作ったけど、でも、君を作ったのは僕じゃない」


「あー、じゃあ、誰だれよ？　俺を作ったのは、『女神』？」


「そうだね」


「えーと、あー、なんか頭がこんがらがってきたけど、じゃあ、俺が悪魔で、ほいで俺を作ったのが『女神』なら、悪魔ってのは『女神』が作ったのか？」


　と、聞くと、レムルスは手をぱんっと鳴らして、言ってくる。


「はい残念～。完全に間違ったほうに話が進みました」


「え、違うの？」


「違う。でもって推理をやめなさい。ちゃんと全部教えるから」


　と、レムルスが言う。


　それにライナは首をかしげて、


「あ～もう、なんか難しいなぁ」


「ライナがいらない質問しなきゃ、一気に終わるんだけどねぇ」


「そうなの？」


「そうだよ？　なんせ僕はとっても賢かしこいからね～、説明もすごく上手なんだよ？」


「うーん」


「あは、な～によその疑わしげな顔は」


　しかしそれにまたライナは、


「うーん」


　と、ちょっと不満そうな表情を浮うかべながら、でも、とりあえず黙だまる。


　結局どの話も初耳のものばかりなので、こいつから聞く必要があるし、なにより、こいつの話はちょっと、おもしろいものばかりだった。


　だからライナは玉座にあぐらをかき、腕うで組ぐみをして、


「じゃ、口挟はさまないで聞いてやるからもう、一気に話せよ」


　と、言う。


　するとレムルスのほうは満足気にうなずいて、


「いやー、ライナが話のわかる奴やつで、よかったよ。ほんとにもう、時間がないからさ」


「ってか、さっきから言ってるその、時間がないってのは……」


　が、そこでまた、レムルスが手を、ぱんっとたたく。


　それにライナは顔を上げ、


「あー、はいはい」


　と黙って、自分の口に手をあてる。


　それにレムルスはうなずき、


「それでよろしい。じゃ、続けるよ」


「んー」


　と、口に手をおいたまま、ライナはうなずく。


　するとレムルスは、続けた。


「ええと、どこからだっけね。とりあえずは、あれだ。普ふ段だんは一定の仕事を果たすと、『勇者』は『女神』に殺されたり、異次元へ追い出されて封ふう印いんされたりしていたって話か」


「うん」


「『女神』たちは『勇者』を見つけると、自分たちの世界から、別の、まったくなにも存在しない、『無』の世界へと『勇者』を追い出して封印するようになった」


「ふむ」


「でもそれも『司祭』の想定どおりのことだったんだけどね。『勇者』がある程度『女神』を減らしたあたりで、『女神』が『勇者』の存在に気づく──という、絶ぜつ妙みようなバランスになるよう、『勇者』の強さを設定していた」


「なるほどねぇ」


　と、ライナはうなずく。


　そしてその話もやはり、彼にとっては非常にわかりやすいものだった。


　新しい魔ま法ほうの中で、『呪じゆ詛そ』が異常増ぞう殖しよくを始めてしまった場合──『呪詛』を抑おさえつつ、しかしその『呪詛』の効果を残したい場合は、ライナも同じようなことをするからだ。


　だがこのことでわかることが一つある。


『司祭』はこの段階では、『女神』の暴走を食い止めて、正常化することができると考えていた、ということだ。


　魔法制作者が、制せい御ぎよできない方向に魔法が暴走しはじめた場合、まず考えることは、二つ。





・なんとかうまい仕組みを作って、暴走した魔法をもとの状じよう況きように戻もどせないか？


・暴走を止めるのをあきらめて、その魔法自体を壊こわすことはできないか？





　そして『司祭』はこの段階では、前者を選せん択たくした、ということになる。


　そしてそれは成功した。


『勇者カウンタースペル』はきちんと機能し、『司祭』が望んだ量まで『女神』を減らしたところで、消えるようにできた。


　これにて、魔法の完成だ。


　だが。


「…………」


　レムルスは、さらに続けた。


「でも、またある日……」


「またか」


「そう、またある日、想定外のことが起きた」


　それにライナは、うなずく。


　魔法の開発はその、想定外な事件との、戦いなのだ。


「今度はその、『勇者』が暴走したか？」


　と、ライナは聞く。


　が、レムルスは首を振ふって、


「いやいや、ずっと『勇者』は優ゆう秀しゆうだったよ。『女神』を殺すことしか考えないバケモノ。ただ、ただ、『女神』を殺すためだけにプログラムされた戦いくさ神がみの仕事を、全まつとうし続けてた」


「そか」


「そう」


「じゃ、なにが起きたんだよ」


　するとレムルスはこちらを見つめ、それから笑って、


「とある日、また『女神』たちは、一いつ匹ぴきの『勇者』を『無』しかないはずの異次元に追い出し、閉じ込めた」


「うん」


「なのにその、『無』しかないはずの中に、『女神』も、『勇者』も、それどころか『司祭』すら知らない、異形の生き物が棲すんでいた」


「じゃ、それが……」


　その問いに、レムルスはうなずく。


「そう。それが、『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』──悪魔だね。でもって『司祭』はびっくりしたろうねぇ。自分が作った魔法の中に、自分が知らない、見たこともない生き物がいたんだ」


「…………」


「おまけにそいつは、とんでもない奴だった。『女神』たちが存在してる世界の構成が、術式が、全部見えてしまうんだ。おまけにそれを破は壊かいしたり、再生したりする力まで持ってたんだ。それだけじゃない。その、魔法の外にいる『司祭』の構成にまで、干かん渉しようしてこようとした。まるで、神だよ。本物の神。『司祭』たちは震ふるえ上がったろうね。自分たちが作った世界の中に、見たこともない神がいて、おまけに自分たちよりも力を持っているかもしれないんだ」


「…………」


「おまけにそいつは頭もおかしかった。ずっと独りで『無』の中にたたずんでいたせいか、ひどい寂さみしがりでね。目の前に急に現れた『勇者』の言うなりになって、『勇者』がやりたがることには、なんにでも手を貸し始めた」


「…………」


「おまけに『勇者』には感情がないんだ。だって、完かん璧ぺきなプログラムだったから。破は綻たんのないプログラムだったから。すべてを壊したい、なにもかもを壊したい、皆みな殺ごろしにしたい！　それしか、言わないような奴だったんだ。なのに『悪魔』は、その願いを全部聞くんだ。そしてにこにこ笑って、友達だから、君は初めての友達だから、僕は君のためならなんでもするよ、なんて、とても気味の悪いことを言うんだ」


「…………」


　そこでレムルスがすべての手を広げて、まるで歌うように、お伽とぎ話を奏かなでるかのように、言い始める。


「『勇者』はずっと叫さけぶ。


　全部を壊したい。


　なにもかもを皆殺しにしたい。


　そのための力が足りない。





　すると『悪魔』が囁ささやく。


　君の好きにするといいよ。


　僕は君が好きだから。


　君は初めての友達だから。


　君がしたいことにはなんでも手を貸したいんだ。


　そしてもしも、それでも力が足りないのなら。


　君が壊したいものを、壊すだけの力が足りないのなら。


　そのときは僕を食べたっていい。


　さあ僕の半身を食べていいよ。


　足りない？


　なら、僕の全部を食べていいよ」


　と、そこでレムルスが一度言葉を止める。


　それからこちらをちらりと見て、言う。


「……で、『勇者』はあっさり、『悪魔』を食べましたとさ──」


「…………」


「ってね、本当に、気味の悪い話だろう？　でもあれ、これどこかで聞いたことがある話だなぁ。これはまるで。まるで、君と、シオン君との関係に……」


　なんて白々しい口調で言ってくるレムルスを遮さえぎって、ライナは言った。


「そりゃ、俺がシオンを助けたがるのは、『悪魔』に操あやつられてんじゃないのか？　って言いたいのか？」


「さてねぇ」


「だけどそれは……」


　と、ライナが言うと、レムルスはあっさり、うなずく。


「うん。さっき違ちがうって、確認したね。君は君の意思でシオン君を助けたいと思ってると、言った」


「ああ」


「でももう一回聞こうかな、って思って。事情を全部聞いて、それでも君は、操られてないって言える？」


　しかしそれに、ライナは即そく答とうした。


「ああ、言えるよ」


「ふぅん」


「ってか、おまえももう、わかってんだろ。俺は『悪魔』じゃない。それにシオンも『勇者』じゃない。だって、『勇者』は『悪魔』を利用したんだろ？」


「うん」


「だけどシオンは……」


　するとレムルスは、うなずく。


　そして、言う。


「不利になるのを知ってて、君を助けにここにくるよ」


　それにライナは、


「あいつ、馬ば鹿かすぎる」


「あはは」


「でも、じゃあ」


　と、ライナが言うと、


「ああ。君も、シオン君ももう、たぶん、『悪魔』や『勇者』の呪じゆ縛ばくから、外れちゃってる──と、いうのを確認したところで、ついに話は佳か境きようへやってまいりましたー」


　と、レムルスは嬉うれしそうに言う。


　そのままこちらへと歩み寄ってくるので、ライナはそれに身構える。


　といっても、『瞳ひとみ』の力を封ふうじられてしまったうえに、こいつは尋じん常じようじゃなく強いので、身構えたところでどうにもできないのだが。


　レムルスはこちらに近づきながら、言った。


「少し話が前後しちゃったけど、今度は『ニンゲン』っていう名前の魔法について話そうと思う」


　それにライナはレムルスを見上げる。


　ちなみにさっきこいつは、『ニンゲン』は、こいつらが生み出した魔法なんだ、と、言っていた。


　最初それを聞いたとき、なにを言ってるのかわからないと思った。


　しかし、こいつら自身が『司祭』とかいうよくわからない奴やつに生み出された魔法だった──という話を聞いたいま、もしかしたら自分たちも、こいつらが生み出した、ただの魔法の一部だって可能性もあるかもなぁ──なんて思えるようになってしまっていた。


　もちろん、こいつが言ってる言葉のすべてが真実かどうかはわからないが、でも、納得できない話じゃないな、とそう、ライナは思い始めていた。


　でもじゃあ、仮に『ニンゲン』がこいつらが生み出した魔法だったとして。


「いったい、俺らは、どんな効果を生み出す魔法だったんだ？」


　と、ライナはそれを、聞いた。


　するとレムルスが言う。


「だった……っていうよりも、いま、この瞬しゆん間かんも、『ニンゲン』は僕らの世界では絶賛稼か働どう中だけどね」


「そうなの？」


「うん」


「で、だからどんな能力の魔法なんだよ？　俺らはどんな魔法を作るために利用されてんの？」


　と、ライナは聞いた。


　というか、よく考えてみるとそれは、とんでもない質問だった。


　だってそれは、言ってみれば自分たち『ニンゲン』が、なんのために生まれて、なんのために生きて、なんのために死んでいるのかの、答えなのだ。


　毎日泣いたり、笑ったり、必死に生きようとしたりする意味の。


　自分たちがここに、存在している意味の、答え。


　それが、なにやらいま、このちゃらちゃらした神の口からあっさり語られてしまおうとしていて。


　そして思ったとおりレムルスは、軽い口調であっさり答えてしまった。


「えーとね、『ニンゲン』はまあ、簡単に言うと、強力な封ふう印いんの魔ま術じゆつだね」


「封印？」


「うん。『悪魔』と結けつ託たくした『勇者』が、南大陸から出てこないようにするための、封印。大地に『ニンゲン』が溢あふれてる限り、『勇者』たちは次元の向こう側から、出てこれない──っていうだけの魔法」


　という言葉に、ライナはレムルスを見上げて、


「だけとか言うなよ」


　するとレムルスは笑って、言う。


「あれ、プライドが傷ついた？　俺たち人間を馬鹿にすんなーって」


「あ？　いや、そんなことはないけど……」


「でも、気持ちはわかるよ。そりゃ毎日、一いつ生しよう懸けん命めい生きてるんだもんね。自分は、自分たちは、なにか特別な存在なんだーって、思いたいよね」


「いやそれは……」


「だけど残念、『ニンゲン』は所しよ詮せん、『勇者』を封印するためだけの、歯車でしたー」


　なんて言葉にライナは半眼で目の前の神をにらみつけて、


「おまえ、嫌いやな言い方するなぁ」


　と、言う。


　するとレムルスはやはり笑って、言う。


「でーもー、傷つく必要ないよ。僕もきっと、『司祭』が生み出した、なんかの魔法のための歯車だろうし」


「…………」


「それにこの世にあるすべてのものはどうせ、なにかの歯車なんだ。だから、傷つくことないと思うよ」


　なんて、いまさら気を遣つかうような発言をしてくる。それをライナはもう、うんざりしたような顔で見つめながら、言う。


「ってか、おまえが軽く話しすぎて、どのポイントで傷つけばいいのかわかんなくなっちゃってんだけどね」


　するとレムルスが嬉しそうに目を開き、


「あれ、じゃあ僕の口調が軽かったのが、逆によかったかな？」


「どーかなぁ」


　とそこで、レムルスは突とつ然ぜん指を一本掲かかげ、ライナを指さす。


　そして、言う。


「でも、君は『ニンゲン』じゃないんだけどね」


「あ？」


「君は『ニンゲンαアルフア』だ」


「って、また新しい話が……」


　が、レムルスは無視して続ける。


「『勇者』と『悪あく魔ま』は、『女神』たちが作った『ニンゲン』っていう魔法で一度は封じられた。でも、『悪魔』たちはその『ニンゲン』を駆く逐ちくする魔法を作ることに成功した。それが、『ニンゲンα』。この魔法も、凄すごいよ。まず、『勇者』が取とり憑ついた『ニンゲン』の名前を、シオンという名に変える」


「あ？」


　突然、シオンの名前が出てきてしまって、ライナは思わず、そんな間ま抜ぬけな声をあげてしまった。


　だが、やはりレムルスの話は続く。


「そしてその瞬間から、シオンはローランド帝てい国こくという名の国の王の座につく」


「って、ちょっと待てよ。そりゃ……」


「そしてその、シオンが王の座についているローランド帝国に心が屈くつ服ぷくした『ニンゲン』は、『ニンゲンα』へとその構成を書かき換かえられてしまう。シオンを愛した人間も、同じ。シオンは周囲の者に愛されるように構成されていて、その呪のろいは感染していく。シオンに対して熱ねつ狂きよう的な信しん頼らいと、愛を持ち、そして知らぬ間に、自分の中の魂たましいを、構成を、魔術を、『ニンゲンα』に書き換えられてしまう。で、その『ニンゲンα』が増えれば増えるほど──」


「…………」


「大地を埋うめ尽つくすほどに増えるほど、『ニンゲン』に封じられていた『勇者』は、力を取り戻もどしていく。ちなみに南大陸にいる『ニンゲン』が全部『ニンゲンα』になると、もう、『勇者』に太た刀ち打うちできる『女神』はいなくなってしまう。だから、ぎりぎりのところだったねぇ。この中央大陸最さい南なん端たんにある、レムルス帝国あたりで『ニンゲンα』に感染した奴らが作る軍勢を食い止めないと、僕は『勇者』の前に立った瞬間に、一いつ瞬しゆんで殺され……」


「っていやいや、ちょっと待てよ。そんな話はどうでもよくてさ」


　と、ライナは止める。


　だがレムルスはこちらを見て、言う。


「あれ、いまの話より大事なことが、他にあるかな？」


「え、あ、いや」


「君が聞きたいのはまた、こういう言葉だろ？　シオンはそれを、知ってるのか？　その答えは、知ってる。彼は知ってて北上してきてる。もしくは君が聞きたいのは、あいつは知ってて俺を利用したのか？　ってことかな？　で、その答えは、どうかなぁ。ちょっとわからないって感じかな。途と中ちゆうからは知ってたろうけど、最初に君と出会ったころはまだ、『勇者』の本体は、シオンの父親──ローランドの前王に取り憑いてたからねぇ」


　なんて、次々と新事実が提示されてしまってもう、頭の中で整理しきれなくなってしまいそうになるが。


　しかし、レムルスはライナが質問する前に、次の話へといってしまう。


　こちらを真まっ直すぐ見つめ、


「で、この話の最後の部分にやっとたどりついた。君が一番知りたい部分。君が心の底から知りたがってる部分。


　君の親友が、なぜ君を殺そうとしたのか？


　シオン・アスタールが君に対してずっと隠かくしていることはなにか？


　っていう、話の部分。結局君は、なんだかんだ言いながら、そのことだけが知りたくて仕方ないんだろう？」


　そんなことを言ってきて。


　ライナは、整理しようとしていた思考を一度、止める。そして、にやにや笑いながらこちらを見つめてくるレムルスを見上げ、


「なんだよそれ、俺は恋こいする乙女おとめかっての」


　と顔をしかめて言う。


　レムルスは肩かたをすくめて、


「あれ、でも実際、そこが一番興味あるところでしょ？」


「いや、そりゃあるけどさ、でもま、全体的に興味ある話ばっかりだったぞ」


「あ、僕の話、おもしろかった？」


「そんなふうに言われると、おもしろかったって言いたくなくなるけどさぁ」


「あはは」


　と、レムルスは笑う。


　ライナはそれをうんざりしたような顔で見て、言う。


「で、もういいから結論にいこうぜ。時間がないんだろ？」


「うん」


「じゃ、早く話せよ」


「とかいって、シオン君が君をどう思ってるか聞くの、怖こわいんじゃないのー？」


　と、レムルスはからかうように、言う。


　しかしそれにライナは、答える。


「怖いねぇ」


「あ、そこは素直なのね」


「そりゃやっぱさ～」


　と、ライナは苦笑しながら、


「怖いよ」


　と、言った。


　というかそもそも、他人がなにを考えているのかを聞くのは、いつも怖いに決まっているのだ。


　そういうことで傷つかないために、他人と接せつ触しよくするのを避さけてきたんだから。


　バケモノと呼ばれるのが怖くて逃にげ回って。


　相手を傷つけるのも、相手に傷つけられるのも嫌だって叫さけんで、ずっと怯おびえて逃げ回ってたんだから。


　なのにいきなり、


「真っ直ぐ相手と向き合えって言われてもねぇ」


　と、彼は笑う。


　もう、怖い理由は、いくらでもあった。


　たとえば、ほんとはすべてが自分の空回りで、シオンは自分たちのことなど好きでもなんでもなかったら、どうしよう？


　とか。


　ただ利用したかっただけで、利用価値がなくなったからもう邪じや魔まだ、と思っていたらどうしよう？


　とか。


「…………」


　そんな、自分が大切だと思った相手が、でも自分のことは全然好きじゃなかった、なんてのを突然聞かされたらそりゃ、絶対に傷つくに決まってる。


　別に傷つかないって言う奴やつはきっと、相手のことが好きじゃないのだ。本気で向き合おうと思ってないのだ。


　でもそれでも、もしそういう内容の話がレムルスの口から語られたのならきっと、


「…………」


　自分は、安心するだろう、と、思う。


　そんなレベルの話なら。


　シオンは本当は、俺のことなんか友達や仲間だなんて、思ってなかった、なんて話ならきっと、安心すると思う。


　それなら別に、それでいいから。


　そうじゃなくても他人に嫌きらわれるのには、慣れてるから。


　シオンが俺をいらないと言ったとする。


　好きでもなんでもないと言ったとする。


　友達なんかじゃないと。


　ただ、途中で利用しようと思った、駒こまに過ぎないと言ったとする。


　でも、俺はそれに、知らねぇよ！　と怒ど鳴なって、助けにいけばいいのだ。


　俺はおまえのことを、親友だって勝手に思ってんだから、どうでもいいんだよ！


　と、怒鳴って助けにいけばいいのだ。


　そしてフェリスはそれを、俺にしてくれた。


　いや、シオンもそれを、俺にしてくれた。


　俺はずっと独りぼっちを気取って誰だれとも付き合わないようにしてたのに、あいつらうざいくらいにつきまとって、おまえが必要だ、おまえが必要だって言ってきてくれて。


「…………」


　なら、今度は自分が、それを返せばいいんだって、そう思うから。


　だからいまから聞く話で本当に怖いのは、一つだけだった。


　シオンが隠している真実を聞く上で怖いのは、たった一つだけだった。


　そしてそれは。


「…………」


　もう、どんなにあがいても、助けたいと思っても、助けられないほどにシオンは深い闇やみを抱かかえてしまっている──という真実。


　それを聞くのは、怖かった。


　あいつが独りで絶望して、身動きが取れなくなって、なのに自分では結局、なにもできないと思い知らされるのが、一番怖かった。


　だから、緊きん張ちようする。


　話を聞くのに緊張する。


　ライナは、レムルスを見上げる。


　レムルスはまるで、こちらの心の中身を見み透すかしてるかのように、黙だまって見つめてきている。


　そしてそれに、ライナは、


「あー」


　と、言った。


「よし、話せよ。シオンはなにを俺に隠してる？」


「…………」


「それを、聞いてやる」


「…………」


「って、おい？　ちょっと、まさかここにきてまたダンマリ……」


　が、そこでレムルスが動く。


　一歩前に出て、突とつ然ぜんライナの顔をつかんでこようとする。


「え、お、ちょっ……」


　ライナはそれをかわそうとするが、レムルスのほうが動きが速い。


　首をつかまれる。


「くそっ」


　とライナはその、腕うでをつかんで、引きはがそうとする。


　だが、離はなれない。


　おまけにレムルスは相変わらずの軽い口調で、


「ちょっと、抵てい抗こうしないで～。ライナには危害は加えないから」


「ああ!?　じゃあ、離せよ！」


「いやいや、ちょっと、もうすぐ敵がくるから……その準備をさせて」


「だから敵ってなんだよ？　誰がくんだ？」


　と、聞くが、しかしレムルスはライナの顔をつかんだまま、


「じゃ、シオン君の真実を話そうか」


「って、首絞しめたままかよ」


「あれ、苦しい？　苦しくない程度につかんでるはずだけど」


　と聞かれ、それにライナは自分の首をつかんでいるレムルスの腕を見下ろして、


「あー、苦しくない」


「じゃ、続けられるだろ？」


「いや、そういう問題じゃないと思うんだけど」


「いいからいいから。もう、ほんとあと数分で今日の劇の幕が開いちゃうからさ～、とりあえず台本の読み合わせを急ごうよ」


　なんてことを言ってくる。


　あと数分で、なにかがここで始まるらしい。


　それがなにかはもう、見当もつかないが。というか、こいつがやることなすこと、すべてが遠回りで、おまけにすべてがとんでもなく時間をかけて計画されたものばかりで、ずっとわけがわからないままやりたい放題になってしまっているのだが。


　でも、とにかく一つ言えるのは、


「だらだらしてんのは、おまえだろ？」


　と、ライナは突つっ込こむ。


　するとレムルスは、笑う。


「あはは、そうかもね～。でも、少しは大目に見てよ。あとちょっとで、ながーい時間をかけてきた僕の計画が、全部終わっちゃうからさ～。最後の部分くらいはゆっくり堪たん能のうしたいっていうか」


「でも急いでんだろ？」


「うん」


「ならゆっくりしてらんねぇだろ」


「あは、じゃあゆっくり急ぐ感じで」


「どっちだよ」


　それに、レムルスはこちらから目をそらす。床ゆかのほうへと目を向け、


「ああー、きてるきてる。もう時間がないや。これで終わりかぁ。結果がどうなるかわからないけど……全部終わる。願わくば、僕の頑がん張ばりがきちんと報むくわれるといいんだけれど……」


　なんて、言う。


　それにライナは首を絞しめられながら、言う。


「いいからもう、早く話せって。一番いいところで話止められてんの、すげぇ辛つらいんだけど」


「あはは。そうだね。じゃあ話そうか」


「早くしろ」


「うん。そうする。もう、舞ぶ台たいの幕が開くから……」


　と、レムルスはもう一度床の下を見る。


　それから顔を上げる。


　こちらを見つめて、


「ライナは、魔ま法ほうってどうやって使う？」


「あ？　またいきなり全然違ちがう話に……」


「なってない。いいから、答えろよ。時間がないから。魔法、どうやって使う？」


　その問いに、もう一度ライナは頭の中に魔法の発動手順を思い浮うかべる。





『魔方陣フイールド』を作る。


　そこに力がうまく発動するように、大気中を埋うめ尽つくすように充じゆう満まんしている精せい霊れいを並べる。


　そして魔法を発動する。





　それを頭の中に思い浮かべると、レムルスはライナの答えを聞かずに、続けた。


「君は魔法を使うとき、精霊を並べ直すだろ」


「ああ、うん」


「あの精霊って、なんだと思う？」


「え？」


「精霊だよ。大気中に充満してる精霊。この世界を埋め尽くすように存在してる、精霊。君らが当然のように利用して、かき混ぜているあれ、なんだと思う？」


「えっと、それは……」


　わからなかった。


　というよりも、いまの魔ま導どう学がくでは、解明されていないことのはずだった。


　だから、精霊だの、気だの、オーラだのと国によって呼び方が違うのだ。


　わかっているのは、よくわからないソレらをうまく並べると、魔法が発動する、ということだけ。


　だが、精霊と呼んでいるものがなんなのかを解明する必要は、なかった。


　だって、それを解明しなくても、魔法は発動するのだ。


　力は、発動するのだ。


　なら、その精霊がなんなのか、なんて考える必要すら、なかった。


　だが、レムルスは言った。


　ライナのほうを見つめて、


「あの、大気中に充満して、使っても使ってもなくならない『精霊』っていうのはね、あれ、『勇者』に喰くわれた、『ニンゲン』の成なれの果てなんだ」


「なっ」


「だから君たち『ニンゲン』が並べて発動してる魔法は、実は喰われた『ニンゲン』を並べて、悲鳴をあげさせて発動してるんだ。なにせ喰われた『ニンゲン』たちは、永遠に消えることのない苦痛と、絶望の中に棲すんでるからね」


　なんてことを、レムルスは言う。


　指を一本立てて、くるくるっとまわす。


　指先に灯ともされた光で、なにかを描えがく。


　するとそこには、ライナがよく見知っている魔方陣が描き出される。


『光燐くうり』だ。


　ローランドの魔法だ。


　そこでレムルスが言う。


「いま、喰われた『ニンゲン』たちをかき混ぜてる」


　などと、ひどく気味の悪いことを言う。


　さらにレムルスは続ける。


「じゃ、いまから『ニンゲン』たちの悲鳴を、こちらの世界と繫つなごう。見ててね。『ニンゲン』たちの、哀あわれな悲鳴を──求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光燐くうり」


　刹せつ那な、魔方陣の中央に、光の玉が生まれる。そのまま帯のように光の筋が塔とうの壁かべへと飛んでいく。


　壁に当たる。


　消える。


　それは本当に、よく知っている光景だった。


　ライナは、魔法が得意だったのだ。


　かつて『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』などと、ふざけた通り名で呼ばれたことがあるほどに、魔法が得意だったのだ。


　そして、魔法を何度も使った。


　もう、いままでどれくらいの魔法を使ったのか、覚えていないほどにたくさん、たくさん使った。


　だが、


「ひ、悲鳴って……」


　が、まるでレムルスはライナが考えていることを見み越こしているかのように、答える。


「ああ、別に魔法を使ったからって、生いけ贄にえになった『ニンゲン』たちが痛みを感じて叫さけぶわけじゃないよ」


「じゃあ……」


　という言葉も、遮さえぎる。


　レムルスはすべての質問にもう、答えを用意しているかのようだった。


「というか、『ニンゲン』たちはもう──『精霊』たちはもう、叫びっぱなしなんだ。苦痛と絶望にぐちゃぐちゃにされて、四六時中悲鳴をあげっぱなしなんだ」


「…………」


「おまけに、終わりがない。その苦痛と絶望は消えない。あまりの辛さに死にたいと思っても、死ぬことすらできない。リセットがない。永遠に、永遠に、泣なき叫ぶだけで」


「…………」


「初めにこの、魔法っていうのを『ニンゲン』たちが生み出したのを見たとき、僕は恐きよう怖ふしたよ。だって、僕らは『ニンゲン』たちに、そんな力は与あたえてなかったんだ。魔法なんて、使えるようには造らなかったんだ」


「…………」


「だけど、いまから一世代前の世界で、『勇者』に取とり憑つかれてシオンと呼ばれた『ニンゲン』たちの王が、叫んだんだ。俺たちはなんのために生きてるんだ～!?　って」


「…………」


「バケモノどもに利用されるだけ利用されて、最後には消えるだなんて、許せない～って」


「…………」


「そしてシオンは、神を呪のろう力を創つくることにした。世界に穴を開けて、外へと出ることができるだけの力を創ることにした」


「…………」


「それが、魔法だ。『ニンゲン』たちが使うことができる、魔法。その魔法を創るために、シオンはまず、『ニンゲン』のすべてを、喰った。喰ったあと、シオンは自分と、自分が喰った同どう胞ほうたちを、『精霊』という名の呪いに変えた。それ以来、『精霊』たちは苦痛しかない世界で永遠に生きることになった」


　と、レムルスは一気に言った。


　口を挟はさむ隙すきは、なかった。


　それはあまりに衝しよう撃げき的な話過ぎて。


　いままで自分が利用してきた魔法が。


　いいようにかき回してきた『精霊』が。


　人間の犠ぎ牲せいによって発動していただなんて言われてしまって、ライナは言葉を発せなくなってしまっていた。


　するとレムルスが、確認するように、言ってくる。


「ここまでは、いい？」


　それにライナは、レムルスを見上げて、答えた。


「……理解は、できてると思う」


「じゃ、話を進めようか」


「いや、ちょっと聞かせてくれ」


「質問は一つだけね」


　と、レムルスが言う。


　だが、一つで十分だった。


　聞きたいことは、一つだけだった。


「その、前の世界の王は……」


「シオン？」


「ああ、そのシオンは」


「うん」


「仲間と、自分を犠牲にして、魔法を生み出して……」


「うん」


「で、その望みは……」


　が、遮ってレムルスはあっさり言った。


「いや、彼らが望んだことは、かなわなかった。彼らの世界は、結局消しよう滅めつして、新しい１０００年が始まった。だからこそ君たちがいるんだけど。いや、すべては君らに託たくされたって言ったほうがいいかもしれないけど」


「……俺らに？」


「彼らは全員、苦痛と絶望が永遠に終わらなくなる、ということを知っていて、自分たちを魔法化した。次の世代の人間たちが、それを使ってこの世界に、穴を開けることを願って」


「…………」


「そしてそれは、成功しつつある。今回はいつもと、かなり違うから。『勇者』はその魂たましいを、シオンにほとんど喰われつつある。『悪あく魔ま』も君に、意識を乗っ取られつつある。『女神』たちなんかもう、大おお慌あわてだよ。自分たちが造ったはずの『ニンゲン』が、突とつ然ぜん全員一いつ斉せいに生け贄になって呪いに変へん貌ぼうし、自分たちの世界を壊こわしにこようとしてるんだからね。だから『女神』たちは、必死に『対抗呪カウンタースペル』を作った。『悪魔』と『勇者』が取り憑いた『ニンゲン』同士が出会うと問題が起きると考えて、『女神』たちは、二人が決して出会わないような──『対抗呪カウンタースペル』を造った」


　そこでライナは目を細めて、言った。


「『複写眼アルフア・ステイグマ』か？」


　するとレムルスは大きくうなずく。


「おお、やっぱりライナは賢かしこいねぇ。そうそうそれそれ。『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者が成人して、『悪魔』として覚かく醒せいする前に、全員暴走して死ぬような呪いをかけた」


　と、言った。


　そしてそれに、ライナは自分の瞳ひとみへと手を近づけて、言った。


「だが、俺は死ななかった」


　すると、レムルスは笑う。


「そりゃ、僕が守ったからね」


　なんて言葉に、ライナは、


「はぁ？」


　と、思わず言った。


「なんだよ、それ。おまえが守ったって……俺を守ったのは……俺を『複写眼アルフア・ステイグマ』の呪いから命がけで守ったのは……」


　とそこで、彼は思い出す。


　それは、父親の顔だ。


　そして、夢の世界でしか会ったことがない、いつも優しい、こちらを愛いとおしげに見ている母親の顔。


　二人は自分を助けるためだけに、犠牲になってしまった。


　父親は人間をやめ、そして母親は──


「…………」


　母親は、ライナを守るためだけに命をかけて、死んでしまった。


　おかげでいまも、自分は生きていられる。『複写眼アルフア・ステイグマ』が暴走することなく、生きていられる。


　父親にその話を初めて聞いたとき、なんでそんなことをしたんだと、ライナは叫んだ。


　そんこと、頼たのんでないだろうって。


　こんな価値のないバケモノを救うために、なんで勝手に犠牲になって、死んだりするんだよと、怒ど鳴なった。


　しかしそれに父親は──リューラはこう言った。


　好きだからに、決まってるだろう、って。


　親には、子供を守るために命をかける権利があるんだよって──そんなふうに言われて、殴なぐられてしまって。


　そしてそれに俺は、自分は馬ば鹿かだと思ったのだ。いつも独りぼっちで、生きる価値がないだなんて自分を責めていて。


　こんなに命をかけてまで自分を守ってくれていた人たちがいるのに、自分に価値がないだなんて、ふざけたことを毎日考えていて。


　自分は、馬鹿だとそう思ったのだ。


　なのに、いま、目の前のバケモノが言った。俺を守ったのは自分だと、そう言った。


　それにライナはレムルスをにらみあげ、


「おまえはなにを言って……」


　が、しかし、レムルスはまるでライナの思考を先回りするかのように笑って、こんなことを言った。


「あ、もしかしてその顔、自分を守ったのはパパなんだぞー！　とか、言いたい？」


「え……」


「でもそれ、順番が違ちがうよ。僕がリューラを選んだんだ。君が、リューラの子として生まれるように」


　と、言う。


　そしてその言葉の意味がわからなくて、


「……へ？」


　なんて、間ま抜ぬけな声をあげてしまう。


　だが、レムルスは続ける。


「まず『女神』が造った、『複写眼アルフア・ステイグマ』という呪いを破れてしまうくらいの天才が現れるのを、僕は待った。じっと待った。魔ま法ほうの天才が。この世界を埋うめ尽つくしている、『精せい霊れい』という名の呪いを、最もうまく扱あつかえる天才が現れるのを、僕はじっと待った」


「…………」


「で、この世界がもう、終わりかねない後半の後半のほうで、一人の天才が生まれた。見たこともないほどの魔ま術じゆつの才能を持った天才が生まれた。名前を、リューラと言った。そのリューラは、普ふ通つうの村むら娘むすめと恋こいをした。イルナとか言ったかな。二人は本当にゆっくり、でも楽しそうに恋れん愛あいしてね。で、結けつ婚こんした。子供を作ろうと言い出した。僕はそれを、ずっと眺ながめてた」


「って、ちょっと、待てよ。おまえ、まさか……」


　だが、レムルスは待たなかった。


「イルナは、やっぱりリューラは男の子が欲しい？　とか言ってたなぁ。リュートルー家の跡あと取とりが欲しいでしょ？　とか、笑って。でも、リューラはその子が元気で、幸せに育つのなら、なんでもいいよって、イルナを抱だきしめてた。君がいればなんでもいいって、そう言って。そのときは少しだけ、罪悪感があったかな。だって、生まれてくる子は、絶対に『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者なんだ。絶対に成人することができない、途と中ちゆうで暴走してしまう、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者になるよう、僕がいじって……」


　が、そこで、


「おまえっ！」


　ライナは怒鳴って、レムルスへ飛びかかろうとした。


　しかしレムルスはぐっと、強く首を絞しめつけてくる。つかんでいた首を、思いっきり絞めつけてきて、


「ぐぁっ」


　ライナは、うめく。


　首を絞めつけられて、うめく。


　レムルスの腕うでを思いっきり殴るが、まるでびくともしない。


　だが、何度も、何度も、何度も、レムルスの腕を殴る。


　するとそれに、レムルスは笑って、しかし、続けた。


「君の瞳に『複写眼アルフア・ステイグマ』が見つかってからは、あまりリューラも、イルナも、幸せそうじゃなかったかな……リューラは期待通り、君を暴走させずに成長させ、『悪魔』として覚醒させる方法を見つけてくれたけど……」
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「殺してやる！　おまえを殺し……」


「できないよ」


　と、さらに首が、強く握にぎられる。


「あうっ」


　呼吸ができなくなり、さらに、思考もうまくまとまらなくなる。


　ただ、怒いかりだけは消えなかった。


　だって、こいつがすべての元げん凶きようだったのだ。


　父親が人生を踏ふみ外はずし、母親が犠牲になったのは。


　そしてなにより、自分がこんな『瞳』で生まれてきた理由はすべて、こいつのせいだったのだ。


　だからライナは、レムルスをにらむ。


　強くにらむ。


　するとそれに、レムルスはこちらを見て、


「そんなに、にらまれてもなぁ……これをしなきゃ、どうせあと十年で、みんな死んじゃうんだよ？」


　などと、言う。


　でも、そんなことはどうでもよかった。


　父さんは、人生を失ったのだ。


　母さんも、人生を失ったのだ。


　もしこいつに選ばれなければ。


　こんなバケモノに目をつけられなければ。


　いや、なにより、俺なんかが生まれなければ二人は──


　あの、二人は……


「…………」


　そう思うとなぜか、涙なみだが溢あふれてきた。


　そしてそれをレムルスは見下ろして、言った。


「僕がいじめてるみたいになっちゃった」


　少し、手の力が緩ゆるむ。


　それに呼吸を取とり戻もどして、ライナは言った。


「……おまえを殺す」


　するとレムルスはあっさり、言う。


「殺さなくても、死ぬけどね」


「殺してやる」


「あはは、そう？　じゃあそれでもいいけど……その前にシオン君の話をしよう。たぶん、残り時間はあと一分くらい……」


　しかしその言葉の途中で、ドン！　っという音が、床ゆかの下から響ひびいた。


　レムルスはそれを見下ろし、


「うわ、三十秒、ないかも。だから一気に言うね。君の中には、『悪あく魔ま』がいる。おまけにその『悪魔』は君に、すでに魂たましいを喰くわれ始めて……」


　ドン！


　とまた、音が響く。


　ドン！


　ドン！


　床が、響く。


　レムルスの、球状に目玉があるだけ、という、いまいち表情が読み取りにくい顔に、わかりやすいほどの焦あせりが浮うかぶ。


　レムルスは、ライナの首を絞めたまま、早口に続けた。


「そして『悪魔』を喰ってしまった君は、いま、この世界でもっとも強大な『精霊』になる可能性を秘めてる。そんな君を喰えばもしかしたら、すべての『精霊』が閉じ込められている《扉とびら》の、《鍵かぎ》を手に入れることができるかもしれない。その扉を開けばこの、『ニンゲン』の世界に穴が開き、『女神』たちの棲すむ世界──いや、それどころか、『司祭』たちが棲む世界とも境がなくなって、向こう側の神々をすべて呪のろうことができる可能性が出てくる」


　ドカンっと、足下で音がする。


　レムルスはこちらから目をそらし、そちらを見る。そして、余よ裕ゆうなさげな笑みを浮かべながら、


「だからシオンはこの世界が終わる前に──君を喰う必要があるんだ。《扉》を開ける必要がある。『女神』や『司祭』を呪い殺す必要がある。じゃなきゃあと十年で、また、みんな消えちゃ……」


　とそこで、また、ドンっという音がする。


　と同時に、ライナの足下から突とつ然ぜん、一本の剣けんが生えだしてくる。


　真っ黒い、剣。


　これ以上の暗さはないというほどに、漆しつ黒こくに染めあげられた、黒い剣。


　そしてそれを、ライナは見たことがある。


　それはローランド帝てい国こくで。


　シオンと別れた、最後の日に。


　あいつの周囲に突然現れた、剣だ。


　シオンを囲むようにして現れた、黒い剣。


　その剣が、ライナの足下の床を斬きり裂さくように生えだしてきて。


「…………」


　しかし、ライナはなにも言えない。レムルスに首を絞められていて、なにも言えない。


　レムルスもその剣を見る。


　そして、笑う。


「きた」


　と、ライナの首をつかんだまま、跳とぶ。そのままくるりと体を反転させて、重力を無視するように、天てん井じように着地する。


　だが、ライナの周囲を支配している重力はそのままなので、首を絞められたまま、だらんっと体が天井からぶら下がってしまい、


「うあ、が」


　彼は、慌あわててレムルスの腕を両手でつかみ、自分の体を支える。首が絞まって死んでしまわないように、対応する。


　そしてその間にも、状じよう況きようは進む。


　床に生えだした剣が、ぐるぐると円を描えがくように床を斬り裂き始める。


　あきらかになにかが、下からこの塔とうへとあがってこようとしている。


　というかもう、そいつが誰だれなのか、薄うす々うすライナにもわかり始めている。


　いま、きているのは誰か？


　この塔を昇のぼってきているのは誰か？


　しかしレムルスが、こんな状況でもまだ、話を続けてくる。


　天井から宙ちゆう吊づりのライナの顔をのぞき込み、


「で、シオンは世界のために君を喰う必要がある。でも君は喰われると『精霊』になってしまい、永遠に死ぬことができなくなる。ただ、未み来らい永えい劫ごう苦痛と絶望に悲鳴をあげるだけの存在になる」


　そこで、床が剣で斬り裂かれ、下へと抜ぬける。


　そしてその、開いた穴からなにかがあがってくる。


　その、圧力のようなものを感じる。


「でもそれでも、喰うべきだった。彼は王なのだから。『ニンゲン』たちの王なのだから」


　穴から、手が伸のびる。


　その手が、床をつかむ。


「だけどシオンは、それができない。親友を喰うことができない。なら、殺すべきだった。殺せばまた別の、ライナが生まれるから。新しい、『悪魔』に取り憑つかれた『ニンゲン』が生まれるから、それを喰えばいい。でも、殺すことさえできなかった。世界より『友達』が大事なんだ。もしくは、自分の感情が大事なんだ。ああ、なんて無能な王なんだろう。なんて弱い王なんだろう。自分にはもう、王を名乗る資格なんてない。自分にはもう、生きる資格すらない。こんなにたくさん、仲間を犠ぎ牲せいにして前に進んできたのに、最後の最後で、『友達』を喰うことすらできな……」


　が、そこで、





《黙だまれ》





　声が、降ってきた。


　空から。


　いや、頭の中に、直接響き渡わたるように、声が降ってきた。


　そしてその声を、ライナは知っていた。


　よく知った声だった。


　いつも仕事漬づけで疲つかれた顔をしている、親友の声。


　国のためとか、民たみのためとかいって、馬ば鹿かみたいに自分を責めている奴やつの声。


「……シオン、か」


　ライナはそう、呟つぶやく。


　すると床の下から、あいつが顔を出す。


　まるで、変わってなかった。


　気高さを感じさせる銀色の長い髪かみに、意志が強そうな、金の瞳ひとみ。


　だがその瞳はライナをとらえ、それから、


「…………」


　なぜか、逸そらされる。


　そしてレムルスのほうへと向けられる。


　まるで、ここで会いたくなかったと言わんばかりのその表情に、ライナはなにか言おうとするが、その前にシオンが、


「ライナを放はなせよ。それは、俺のだ」


　なんてことを、言った。


　するとそれにレムルスが答える。


「放したら、ちゃんと喰うかい？」


「…………」


「どうせできないんだろう？　だいたい、ここにくるのだって、だめなはずだ。ルシルはまだ、僕がかけた呪のろいを解けてないんだろう？　なのに僕とどうやって戦うつもり……」


「……剣よ」


「ふ、ふふ、会話するつもりはないって？　力ずくで進めようって？　でもほんとは、会話できないんだろ？　へたに喋しやべると、ライナが大事で、世界を売ったことがバレるから。友達が大切で大切で、もう、追おい詰つめられてしまっている心の弱さがバレ……」


「貫つらぬけ」


　と、シオンが言う。


　刹せつ那な、レムルスの周囲に、五本の黒い剣が生まれる。


　そしてその剣が、一いつ斉せいにレムルスを貫こうと──


　が、そこで、





《消えろ》





　レムルスが言う。


　すると剣が、あっさり消えてしまう。


　それにシオンが驚おどろきの表情を浮かべるが、しかしレムルスは首をかしげて、


「あれあれ、なんで驚くの？　こうなることはわかってたでしょ。ここは僕が創った結界の中。ここは君が絶対にきちゃいけない場所だ。なのに、きちゃった。ライナを助けにきちゃった。あは、ははは、あはははは、だから、僕は君を助けようと思ったんだ。君はリューラと同じように、狂くるってるから。世界と友達を天てん秤びんにかけて、なのに、世界を売ったから。愛に狂う。愛に狂う。でもそのとき初めて、『ニンゲン』たちは僕らの想像を超こえる。だから……」


　とそこで突然、レムルスの腕うでの力が、緩ゆるむ。


「いいよ。返してやるよ。そんなに大切なら、君にライナを返してやる。でも、喰うのかな？　殺すのかな？　弱い弱い英えい雄ゆう王は果たして、どっちを選ぶのかなぁ？」


　そう言って、腕が離される。


　絞められていた首が、解放される。


　そのまま、


「お、ちょっと」


　ライナは、天井から落下してしまう。といっても天井はそれほど高くなかったし、体も宙吊りにされていたせいで足が下を向いているので、普ふ通つうに考えれば着地に失敗する、なんて心配はないはずだった。


　だからライナは下を見て、体勢を整えようとする。


　うまい具合に着地しようとする。


　だが、彼が自分が着地するであろう場所を見下ろすと、そこにはシオンが立っていて。


　ライナは、シオンの頭の上に自分の体が落ち始めていて、


「って、うそ、ちょっ、シオ……!?」


　ライナは慌てる。


　なんとか空中で暴れて、落下する位置をずらそうとする。しかし当然空中でそんな大きく移動できるはずもなくて。


　そしてそこで、シオンがこちらを見上げ、一歩下がる。


「え……」


　ライナはなんとかシオンにぶつからないようにともがいていたせいで、体勢を崩くずしてしまい、そのままシオンがどいた下の、床ゆかに背中から落ちてしまって。


「ぐへっ」


　背中を強く打ち付けて、思わずそんな声が口から漏もれた。


　それから、すまし顔で一歩後ろに下がったシオンを見上げて、言う。


　もう、とんでもなく久しぶりに再会した、ローランド帝国に君臨している英雄を見上げ、


「おーまえ、なんだよ。友達が落ちてきてんのに、無視してよけるってどういうことだよ」


　と、言ってみる。


　しかしシオンはやはり、こちらを見ない。


「…………」


　なにも言わない。


　それにライナは顔をしかめてシオンをにらみ、


「って無視かよ！」


　が、やはりシオンはなにも言わなくて、それにライナは、どうしようかとちょっとだけ、思案する。


　だがそこで、レムルスが天井から、


「さあ、じゃあせっかくの再会を邪じや魔ましちゃいけないから、僕は少し、消えようかなぁ」


　などと言ってきて。


　それにライナは、


「っておいおい、まさかおまえ、俺らを二人っきりにするつもりじゃ……」


　と、言ったところで、シオンが横で言う。


「いや、そんな必要はない。おまえの存在自体を……」


　と、またシオンは手を上げる。その手の周囲に三本、黒い剣けんが生まれる。


　だが、レムルスは笑って、


「それ、さっきやってだめだったじゃない」


　手を、ぱんっと打ち鳴らす。


　ライナに黙れと言ったときと同じような要領で、四本の手を、一斉に打ち鳴らす。


　そしてそれだけで、シオンが生み出した剣が消えてしまって。


「くっ」


　シオンは、悔くやしげに顔をしかめる。


　そのシオンの顔を、ライナは見る。


　横に立っているシオンの顔を、彼は見つめる。











[image: ]








　もう、こいつも完全にレムルスの計略にはまってしまっているようだった。


　いや、まあ、もうそれは仕方ないことのようにすら思えるけれど。だって、レムルスが張はり巡めぐらせていたこの計画とやらは、ちょっと、凄すごすぎるのだ。


　人間では想像ができないような長い時間をかけて、今日のためだけに罠わなを張りまくっていて。


　で、シオンもその罠に、はまってしまった。


　レムルスの計画通り、この塔とうの中にきてしまった。


　そしてその、きてしまった理由が、よくない。


　とんでもなくよくない。


　なんとこいつは、


「…………」


　この馬鹿は、俺を救うためにここにきたのだという。


　あんだけ派手に喧けん嘩か別れしたはずなのに、こんの馬ば鹿か野や郎ろうは、


「なーんできちゃったのよ」


　と、ライナがちょっとあきれたような声で言うと、それに初めて、シオンが反応する。


　ちょっと機き嫌げんが悪そうな顔でこちらを見て、


「…………」


　しかし、やはり無言。


　するとそれにレムルスは笑って、


「あははは、じゃ、とりあえずあとは、若い二人に任せて僕は退場しようかなぁ」


　なんて、まるでお見合いの席のような発言をしてきて、ライナはレムルスを見上げる。


　そして言う。


「はぁ？　おまえ、ぶっ殺すぞ」


「あははは、照れちゃって。じゃ、僕は退場しまーす」


「ちょっと、待……」


　が、まるで待たずにレムルスは天てん井じように、溶とけるように消えていってしまって。


　それをライナは見上げて、


「まじでバケモンだな」


　と、驚くように、言う。


　そのまま誰だれもいなくなった天井をしばらく見つめ、それから視線を下ろす。


　そしていま、自分がおかれている状じよう況きようを、再確認する。


　静かな、閉へい鎖さされた塔の中。


　なにがどうしてこうなったのかはわからないが、喧けん嘩か別れしたはずの友達が、危険を顧かえりみずに自分を助けにきてしまった──という、状況。


　それにライナは、横を見る。


　横に立っている、シオンの姿を見る。


　するとシオンもこちらを見てくるので、ライナはそれに、言った。


　久しぶりに再会した親友に向かって。


「いったい、なんだこれ」


　とそう、ちょっとうんざりするような声こわ音ねで、そう言った。












　第三章　『人』の代表







　場所は変わる。


　ほんの少しだけ変わる。


　だが、それは塔とうだ。


　塔の、外がい壁へき。


　その塔にラッツェルの糸を廻めぐらせて、壁かべに張り付くようにルーク・スタッカートは潜ひそんでいた。


　いや、潜んでいた、というのは正しくないかもしれない。なぜならもう、彼がここにいることは、レムルスにはバレているのだ。


　それどころか、レムルスが壁に生み出した目玉からは、塔の中で響ひびいている声まで、きちんと聞こえてくるようになっていた。


　そして聞こえてきたのは、『勇者』の話。


『悪あく魔ま』の話。


　そしてこの世界の話に、人間の弱さについての話だ。


　おまけに塔の中にはいま、シオン・アスタールまで登場してしまって。


「…………」


　ルークは、少しだけ困ったように顔をしかめる。そして袖そでに隠かくしていた、リューラ・リュートルーからもらったコインを、手の中に落とす。


　そしてそれを、見つめる。


　このコインには、『女神』を数十匹ぴき殺せるだけの力が込められているのだという。


　神を殺すことができる、『忘却神器ルール・フアジール』なのだという。


　だが、


「……いまの話からすると、リューラも奴やつの手て駒ごまなのか……」


　そう言って、ルークは手の中のコインを、くるんっと回す。


　一度、二度、三度。


　そして頭の中で、思考を巡めぐらせる。


　いまの状じよう況きようについて。


　レムルスがやろうとしていることについて。


　レムルスが、彼にやらせようとしていることについて。


　彼は一度、背後を振ふり返かえる。


　この塔は、レムルス帝てい国こくにある建物の中で最も高い建造物なので、街が、いや、国のすべてが見み渡わたせるんじゃないかと思えるほどの景色が背後には広がっている。


　そしてその背後から、力を感じる。


　それは自分の主あるじの力だ。


　自分を洗脳しようとする、『女め神がみ』の力。


　ミルク隊長の力が、すぐそばにあることを、感じる。


　その、『女神』の存在を確認し、さらにルークは顔を上げて、塔の上に、『勇者』と『悪魔』がそろってしまっているのを確認する。


「…………」


　そしてそれは、ひどく興味深い光景だった。


　レムルスがやっていることは。


　いや、やりたがっていることは、なかなかにおもしろい。


　ルークは再び、自分の手を見る。


　自分が手にしている、力を──コインを見つめる。


　そして、言う。


「……しかしレムルスは私に、なにをさせたいんですかねぇ」


　するとそれに、目の前にある目玉が返事した。


「もう、君くらい頭がよければ、わかってるんじゃないかなぁ」


　それにルークは、目玉を見つめて、言う。


「あなたは、レムルスさんですか？」


「うん。あ、ちなみに本体は、下を見てくれるといるよ」


　などと言ってくるので、ルークは見る。


　自分の、足下。


　するとレムルスは、ルークの足下から少しさがった部分に、立っていた。


　それは文字通り、塔にしがみついているのではなく、重力を無視しているかのように、塔の側面に垂直に立っていて。


　それにルークは、聞く。


「どういうトリックでしょう？」


　するとレムルスは笑う。


「あは、君は神様にトリックを聞くんだ」


「幻げん術じゆつかな？　それとも神様は重力を無視できる？」


　レムルスはそれにルークを見つめ、


「これだけの情報を一気に見せられて、君が一番気になるのは、そこ？」


　それにルークは、肩かたをすくめる。


「情報といっても、あなたが一方的にしゃべっただけですからねぇ。どの部分が真実で、どの部分があなたにとって都合のいい噓うそなのかの判別がつかない。なら、それは情報とはいえない」


「でも、全部ほんとの話だよ」


「噓つきはみんなそう言うんです」


「あはは。確かにねぇ」


　と、レムルスは笑う。


「じゃ、君は僕の言葉はほとんど信用しないんだね」


　という問いに、ルークはあっさりうなずく。


「信用に足る部分が、あなたには一つもありませんから」


「まあね」


「全部があまりに突とつ拍ぴよう子しのない話に過ぎますし」


「人間には、そう見えるかもしれない」


　と、レムルスは言う。


　それにやはり、ルークはうなずく。


「ええ、そして私は人間ですから。突とつ然ぜん神がどうこう言われても、鼻で笑ってしまいます」


「へぇ。笑うなんて感情、持ってないはずなのに？」


　という、レムルスの言葉に、ルークは目を細める。


　いまの発言の中には、珍めずらしく信用に足る情報が入っていたから。


　ルークの脳に魔ま方ほう陣じんが仕込まれてしまっていて、うまく感情を操あやつることができない、という情報を知っている人間は、この世にはいないはずなのだ。


　まず、人の脳に魔方陣を埋うめ込む実験──スタッカート計画を行った軍の関係者はこの世にいない。


　なぜなら、彼が自分の手で、皆みな殺ごろしにしたからだ。


　そして研究資料はすべて、焼やき払はらってしまった。


　だから彼の情報はもう、存在していないはずだった。


　脳に魔方陣を埋め込まれた、スタッカートを名乗る他の人間も、魔方陣を埋め込まれたことによる障害はそれぞれ違ちがうので、研究資料がなくなってしまったいま、ルークがどんな障害を持っているのか、という情報について、いまから知る術すべはないはずだった。
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　もちろん、リューラ・リュートルーのように、ずっと昔から彼のことを監かん視ししていれば別だが。


「…………」


　しかし、レムルスはその、ルークの秘密について、知っているようだった。


　おまけにさっきの話からすると、こいつはリューラが生まれる前からリューラのことを監視し、操っていたようで。だからリューラから聞いた可能性は、ある。もしくは、リューラを監視していた途と中ちゆうで、その情報を知った可能性も、ある。


　もしくは、こいつは自分のこともずっと監視していた、という可能性もある。


　その、どれが正解かはわからないがしかし、神がどうのこうのという話よりも、よほど根こん拠きよや証しよう拠こが想像しやすい情報が出てきて、彼は目を、細める。


「…………」


　それから再び、自分の手に持っているコインを意識する。


　目で見たりはしない。


　こちらがなにを、どこまで理解しているのか、相手に知られたくなかった。


　もちろん、神と名乗るようなバケモノを相手に、そんな場当たり的なポーカーフェイスがどこまで通じるかはわからないが。


　しかし、意識する。


　このコインの出所がどこなのかを、意識する。


　おそらくは、レムルスだろう。


　このタイミングで、ルークがコインを持ってここにくるように、こいつがすべて計画していたのだろう。


　それはルークが生まれる前から。


　リューラが生まれる前から。


　だが、こいつは自分に、なにをさせようとしている？


　こいつはなにを企たくらんでいる？


　ルークはレムルスを見つめて、顔をしかめそうになる。


　知ち恵え比くらべをしようにも、情報が足りなさすぎるなぁと、顔をしかめそうになる。


　もちろん心の底から困って、顔をしかめたくなったわけではない。


　レムルスが言うとおり、悲しいかな、そんな感情はないのだ。


　ただ、困った事象に遭そう遇ぐうし、それと同時に困った表情を浮うかべる、といういつも行っている繰くり返しを、癖くせでやりそうになる。


　するとレムルスが言う。


「まあでも、君が僕を信じなくても、僕が作った物語は進むよ」


　だが、ルークは無視する。


　いや、もうこいつと、会話する意味を感じなかった。


　そもそもこいつは、なにもかもを準備して、ここにいるのだ。


　すべての事こと柄がらが自分の思い通りになるように準備して、ここにいるのだ。


　つまり、会話をしようと、しまいと、すべてはこいつの思い通りになってしまうように、あらかじめ用意されていて。


　なら、こいつがもしもルークになにかを教えたいのならば、会話をしないでも勝手に話しだすはずなのだ。


　そしてこいつがこちらを利用しようと考えているのなら、会話をすればするほど、相手の術中にはまる可能性が、ある。


「…………」


　だから、ルークはもう、レムルスを見るのを、やめた。そして手の中のコインをまた、くるんっと回す。


　そしてそのコインを自分が持っている意味を考える。


　このコインは、神を殺すことができるのだという。


　神を殺せる能力が、秘められているのだという。


　だが、なぜ自分はそんな力を持って、こんなところにいる？


　いま自分がここにいること自体がすべてレムルスに用意されたシナリオの上だとして、自分はいったい、どんな役割を期待されている？


「…………」


　その答えは、簡単だった。


　殺せ、ということだ。


　神を殺せ、ということだ。


　そしてここには、いま、三匹びきの神がいる。


　レムルス。


『勇者』。


『悪あく魔ま』。


　その状況を確認して、


「……神を殺せ、神を殺せ、ねぇ」


　と、ルークは頭の中で、呟つぶやく。


　だが、殺す理由が見当たらなかった。


　もしレムルスがさっきまで話していた、世界があと十年で終わるなんていう戯たわ言ごとを仮に本当だと考えたとしても、慌あわててなにかをする必要は感じなかった。


　なにせまだ、十年もあるのだ。


　その間に取れる対策は、いくらでもある。


　だからこそ、シオン・アスタールはライナを喰くわなかったのだろう。


　殺さなかったのだろう。


　必要なことだとわかっていても、決断に踏ふみ切れなかった。


　まだ、時間があるから。


　なんとかできるかもしれない、時間があるから。


「…………」


　と、そこまで思考が進んだところで背後から、レムルスが言ってくる。まるでこちらの思考を見み透すかしているかのような言葉を放ってくる。


「十年ある。そう。まだ十年もある。ニンゲンにとっては、長い時間だよねぇ。でもその十年でなにが起きると思う？　『勇者』はその力を増大させる。『ニンゲン』をどんどん『ニンゲンαアルフア』に変へん貌ぼうさせて、力を増大させる。でも心は変わらない。すでに『勇者』は取とり憑ついていたはずの人間に、魂たましいを喰われているから、心の弱さは変わらない。そして叫さけぶんだ。親友を殺せない。仲間を殺せない。食べることもできない。俺は最低の王だ。誰だれも救えない、最低の……」


　とそこでルークは、振ふり返かえる。


　気持ちよさそうに語るレムルスを見て、


「私はなにも聞いてないのに、ずいぶんと饒じよう舌ぜつですねぇ」


　するとそれに、レムルスの球状の頭にあるいくつもの目玉が、すべて笑う。


「実は、台本があるんだよねー。だからちゃんと聞いてよ」


「あなたの三さん文もん芝しば居いには正直、興味が持てないのですが」


「ままま、聞いて聞いて。いまが、最後のチャンスなんだから。もしもローランド帝てい国こくが中央大陸まで進出したら──」


　が、それを遮さえぎって、ルークは言う。


「もう説明しなくていいですよ。『ニンゲンα』がこれ以上増えると、このコインで『勇者』を殺せなくなる。だから、いま殺せ、早く殺せ、ですか？」


　するとレムルスは満足気にうなずいて、


「うん。そう。今日を逃のがせば、シオン・アスタールはもう、誰の手にも負えなくなる」


　などと言う。


　そしてそれに、ルークは答える。


「それはそれで、いいと思いますが。シオンさんは私の主ですし」


「はは、主？　またまた、そんなふうには思ってないくせに。君はそんなふうに思うようには作られていない」


「あ、そうなんですか？　それは知りませんでした。さすが神様。なんでもご存じなんですねぇ。そしてなんでもご存じならもう、私と会話する必要もないでしょう。これ以上話しかけないでください」


　と、ルークは言う。


　そのままレムルスから視線を外し、再び塔とうの上を見上げる。


　どうせこいつは、いま伝えたい話は、勝手に話すのだ。なら、いちいちこいつの回りくどい言葉に付き合ってやる必要はない。


　するとそこで、案の定背後から、


「いやー、できれば僕を見て、会話してほしいんだけどなぁ。台本だけじゃなく、振り付けもあってさぁ」


　無視する。


「なんて冗じよう談だんはさておき、話を続けると」


　無視する。


「いま『勇者』を殺せば、また、新しい『勇者』が生まれる。そしてその『勇者』はきっと、『悪魔』を躊ちゆう躇ちよしないで、喰ってくれる。そういうふうになるように、もう仕組んであるんだ」


　無視する。


「そうしてやればきっと、シオンも救われる。なにせ、世界のためにライナを喰うか、殺すかっていう、重責から解放されるからね。自分が死ねばいいんだ。でも、彼は自分からは、死ねない。世界を救わなきゃーっていう、使命も背負ってるから、そこから逃にげることもできない。だから、君がシオン君を、救ってやってよ」


　なんて勝手なことを、言う。


　だが、そんなことできるわけがなかった。そもそも、この神を自じ称しようする化物が、本当のことを言っている証拠がまるでないのだ。


　証拠がないまま、シオンを殺すことなど、とてもできない。


　いまのままでは、レムルスの話のすべてが噓うそで、レムルスにとってシオンが邪じや魔ま、というだけの可能性もあるからだ。


　だが、ルークがそう考えるというのも、レムルスにはわかっているはずだった。なにせこいつは、ルークが生まれる前から、すべてを計画していたのだ。


　この態度からすると、ルークのことも知り尽つくしているはずなのだ。


　なのになぜ、こんな戯言をこいつは発するのか？


　こんなことを言ったところで、ルークを動かすことはできないとわかっているはずなのに、なぜこんなことを言ってくるのか？


　そこを、考える。


　いや、いま自分がおかれているすべての状況について、思考を巡めぐらせる。


　まず、レムルスはシオンを殺してくれ、と頼たのんできている。


　それは裏を返せばレムルス自身には、シオンを──もしくは『勇者』を殺すだけの力がないことを意味している。


　だからこそ、この場所にルークを配置したのだ。わざわざ神を殺せる『忘却神器ルール・フアジール』まで持たせて、彼をここに配置したのだ。


　それに、


「もしかしたら、このコインは『ニンゲン』しか使えないのか？」


　なんてことを、ルークは考える。


　その可能性は、十分にあった。


　神を殺せる力を持った道具を使えるのは、『ニンゲン』だけ。


　自分では『勇者』は殺せない。


　だが、『勇者』を殺せる道具は用意できる。


　しかしその道具は、『ニンゲン』にしか発動できない。


　そういった条件が揃そろっているのならば、ルークをここに配置しなければいけなかった理由は、わかる。


　だがそれでも、彼を選んだ理由にはならなかった。


　この『忘却神器ルール・フアジール』が『ニンゲン』にしか使えないのだとしても、別にそれは、ルークである必要はなかった。


　こんな、扱あつかい難にくい人間を選ぶ必要はなかった。


　なら、なぜ自分は選ばれた？


　偶ぐう然ぜんか？


　それとも。


「…………」


　しかし、それをレムルスに、聞いたりはしない。言いたければ勝手に自分から言うだろうし、言いたくなければ、こいつは決して言わないだろう。


　ここまで巨きよ大だいな罠わなを張はり巡らせるような奴やつが、うっかり口をすべらせる、なんてことは絶対にないはずだ。


　だから聞かない。


　ただ、思考を巡らせる。


　レムルスがなにを考えているのか、理解するために。理解した上で、そのシナリオから外れ、自分にとって有利に物事を展開するためにはどうしたらいいか、だけに集中する。


　とそこで、


「とね、シオン君を助けてあげてよーなんて、感情がない君に訴うつたえたところで、響ひびかないってわかってるけどねぇ。そして、だからこそ君を選んだんだけど……君には、人間味がないから」


　などと、レムルスが言ってくる。


　そしてその言葉に、少しだけルークは反応する。別に怒おこったとか、癇かんに障さわったとかじゃなく、それと似たような言葉をリューラに言われたことを、思い出したから。


　リューラも、ルークに対して、こう言ったのだ。


　──君は人間味がない。だから、君を選んだ。


　と。


　そしてそれに、ルークは抗こう弁べんした。


　少しは自分の中にも、感情はあるのだと。


　クラウ・クロムや、ミルク・カラードに対する好意のような感情は、自分の中にきちんと存在すると。


　しかしそれを、リューラは笑った。楽しそうに笑った。そして、人間味というのは、そういうものじゃないと、否定してからこう言った。


『僕はね、息子むすこのためだけに──妻と、世界を売ったんだ。息子を助けるためだけに、この世界のすべてをダメにしたんだ。それほど息子を愛していてね、もう、正しい判断を下せないんだよ。でも君は、違ちがうだろう？』


　と、リューラは、言った。


『クラウ・クロムや、ミルク・カラードのことも、必要なら平然と殺すだろう？』


　と、言った。


　そして、普ふ通つうの人間はそうじゃないのだという。事実を事実として受け止めずに、愛や、感情を優先するのだという。そして、弱さがでる。前に進めなくなる。


　だから、リューラはルークを選んだのだと言う。


『すでに人間の感情を持ちあわせていないのに、一いつ生しよう懸けん命めい人間の真ま似ねをして、人間に憧あこがれている君を──』


　そう、言ってきた。


　そしてそれに。


　その、リュートルーの言葉に、


「……あの、リュートルー元公こう爵しやくの言葉は、あなたの言葉でしたか」


　と、ルークは反応してしまった。


　そして、レムルスのほうを振り返った。


　しかしレムルスはそれに、肩かたをすくめて、


「いや、僕はリューラよりも君のことをよく知ってるから、見解は少し違うよ」


「へぇ。そうですか。なら、あなたは私のことをどう思ってるんでしょう？」


　と、聞いてしまう。


　聞くべきではないのに。


　こんな会話には、意味がないのに。


　自分はいったい何者か、なんて、他人に語らせることではないのに、ルークは聞いてしまった。


　するとそれに、レムルスは楽しそうに言う。


　愛いとおしそうに、言う。


　こちらを見つめ、


「それを聞いちゃうほど人間の感情に憧れている君は、十分人間臭くさいよ。いや、憧れているからこそ、誰だれもよりも人間のように行動しようとするんだけど。冷静に、沈ちん着ちやくに、だが、誰よりも愛に狂くるっている人間であろうとする」


「…………」


「そんな君だからこそ、僕は選んだんだ」


「…………」


「仲間に興味がない。家族に興味がない。恋こい人びとにも、いや、自分の命にすら興味がない。ただ、目の前にある事実だけが人生のすべてで、しかし、それを虚むなしいと感じる心だけは持っている。だから君は、選べるだろう？　どんな状じよう況きようでも、正しいと思う決断を迷いなく選べるだろう？　そしてそこにはきちんと愛がある。愛を感じられないからこそ、君は誰よりも人間らしい、愛のある行動をしようとする。だから、僕は君を決断者の一人として選んだんだ。君に決めてもらおうと思って」


　それにルークは、聞く。


「決断者の一人？　つまりそれは、私以外にも……」


「そこはノーコメント」


「はっ、やはりあなたとは会話する気になりませんね」


　と、言う。


　だがレムルスは気にする様子もなく、続ける。


「シオンを殺す。それが一番簡単な選せん択たくの一つだ。いま、ライナとルシルの能力は僕が全力で奪うばってるから、君がシオンを殺そうとしても、邪魔できない。でも君がその選択肢しを取らないというのなら、もう一つ選択肢がある。それが……」


「ライナさんを殺す、ですか？」


　それにレムルスは、うなずく。


「うん。それでも、大だい丈じよう夫ぶ。シオン君は邪魔してくるだろうけど、まあ、そのコインがあれば塔とうの中でなら君はなんとか勝てるだろう。ライナを殺せば、やはりシオンは救われる。自分で殺す必要が、なくなるからねぇ」


　なんて、言う。


　そしてそのレムルスを見つめて、ルークは聞く。コインを指に挟はさみ、前に掲かかげて、


「で、私に邪魔な『悪あく魔ま』か『勇者』を殺させて、あなたは漁ぎよ夫ふの利を得る、ですか？」


　と、言う。


　このコインを、おまえに向かって放つ、という選択肢もあるんだぞ、という脅おどしを込めて、そう言う。


　しかしそれに、レムルスはコインを見つめてあっさり、


「まあまあ、焦あせるなって。その選択肢についても、いまから言おうとしてたんだ」


「え？」


「『悪魔』じゃなく、『勇者』じゃなく、僕を殺す、という選択肢もある。たぶん、おそらく、それをすると今回もまた、１０００年で世界がリセットすると思うけど、だからなに？　って話もあるしねぇ。毎度のことだし、一人一人にとっては、十年後に事故で死んだ。運が悪かった──っていうだけの話だ」


「…………」


「僕には、１０００年のリセットがなくなったらどうなるんだろう？　『司祭』どもの世界へ出て、奴らを呪のろえたらいったいどうなるんだろう？　なんて好こう奇き心しんがあるけれど、別に、なにかが必ず進歩しなきゃいけないって法はないんだ。現状維い持じ。いいじゃないか。人は生きて、死ぬ。それで十分だって選択肢も、ある。それを選ぶ場合は、僕を殺すといい」


　などと、言う。


　だが、その言葉のどれも、まるで心に響いてこない。なにもかもがすべて、レムルスの都合のいい話に聞こえてしまって、まるで説得力を持っていないように、見える。


　だから、


「いまは誰も殺さない、という選択肢は……」


　そう言おうとした。


　だが、それを言い終わる前に、


「あるよ」


　と、レムルスは答えてしまう。


　そのまま両手を広げ、


「そしてそれが一番、僕にとっておもしろい選択肢になる。君は誰も殺さない。となると、誰も僕の邪じや魔まをしないということになる。そうなったとき、僕がやることは、用意していた一番のトリックを、発動することになる。このレムルス帝てい国こくにいた人間の命をすべて使い、さらに結界の中にいる『勇者』と、『悪魔』の力まで使って、ある魔ま法ほうを発動することになる」


　それにルークは聞く。


「それはいったい……」


　が、レムルスはまた、


「そこはノーコメント」


　などと言う。


　ルークはそのレムルスの態度に顔をしかめて、


「それは、おかしいでしょう。その魔法がいったいなんなのかを教えてもらえなければ、その選択肢は選べない」


「あれ、そうかな？　でも、普通はそういうものじゃないの？　未来は誰にもわからない。なにかを決断しても、それが成功するか失敗するかは誰にもわからない。でも、だからこそ、その決断には意味がある。夢と希望を託たくして、命いのち懸がけで決断して初めて、意味がある。失敗するかもしれないと怯おびえながら真しん剣けんに下した決断にこそ──」


　が、それをルークは遮さえぎって、


「それは、誘ゆう導どうでしょう？　あなたは私が、誰も殺さない、という選択肢を提案した途と端たん、饒じよう舌ぜつになった。ということは、その選択肢を選ばせたくないと、自みずから白状してるようなものですよ？」


　と、言う。


　だがレムルスはにやにや笑いながら、


「そうかなぁ。僕は君が賢かしこいと知ってるんだよ？　そういうふうに深読みすることは、わかってる。さらに、深読みさせるように仕向けてるんじゃないかと、自分で言いながら、自分を疑うこともわかってる。さあ、どっちだろうねぇ。僕が望んでるのは、君がなにもしないことか、それともすることか……結局君にも、わからないだろう？」


「…………」


「なぜわからないか。それは誘導してないからだ。ほんとにどの選択肢でもいいと、僕は思ってる」


　その言葉に、ルークは言う。


「それは結局、どの選択肢を選んでも結果が変わらないからじゃないんですか？」


　が、レムルスはそれに笑って、


「いやー、それはないね。結果はたぶん、違うと思うよ」


「たぶん？」


「たぶん……いや、僕にもわからないよ。ここから先のシナリオは、まるで組んでないんだ。どちらにせよ、僕はここで死ぬつもりだから」


「…………」


「そもそも、ここでいま展開してる結界や魔法も、僕程度じゃ命が吹ふっ飛とんじゃうくらい大きいものでね。だから、もうすぐ僕は死ぬ。それも次の世代へ転生するとかじゃない。『精せい霊れい』になるんだ。永遠の苦しみの中に沈しずむ。あー、怖こわい。どんだけ苦しいんだろ。永遠の苦痛って、なんだろうね。想像するだけで嫌いやになる」


「…………」


「でもだから、先のことはわからないよ。僕がわかるのは、ここまで……未来のことは、君たちに任せるよ」


　なんて、言う。


　そしてその言葉は、本当のことを言っているように響ひびいた。


　なぜそう思ったのかは、わからない。


　やはりなんの根こん拠きよもないのだ。


　なんの証しよう拠こもないのだ。


　なのに、レムルスは本気でそれを言ってるように、見えた。


　それはこいつが、命をかけていると言ったせいか、もしくは、


「もしかして、洗脳の魔法を使ってますか？」


　そう、ルークは聞いた。


　しかしそれに、レムルスは嬉うれしそうに、


「あれ、もしかして僕の言葉、心に響いちゃった？」


「…………」


「そりゃ、すごい。この状況で、君相手にそんなことが起きるだなんて思わなかった。やっぱり、この瞬しゆん間かんに命をかけてると、言葉に重みが出てくるのかなぁ」


「…………」


「ちなみに洗脳の魔法は使ってないよ──と言って、君が信じるかどうかはわからないけど」


　と、言った。


　そしてそれに、


「……いえ、信じますよ」


　と、ルークは言う。


　するとレムルスはこちらをじっと見つめ、それから言う。


「それは、ありがとう」


　などと言う。


　それから手を上げ、


「じゃ、話は終わりかな。あとは君の好きにするといい」


　そう言うなり、レムルスの姿が急に、薄うすく、霧きりのように消えていこうとする。


　その、消えようとしているレムルスに、ルークは言う。


「なぜ、最後の最後の決断を、自分でしないんですか？」


　そう、問いかける。


「あなたなら、できたでしょう？　シオンさんを殺す──もしくは、ライナ・リュートを殺す。それを私に無理矢理選ばせることもできた。それどころか、誰だれも殺さない、という選択肢を選ばせたければ、私をここに呼ばなければいい。なのに、私をわざわざここに呼んで、最後の選択は、私にしろと言う。いったいその、理由はなんなんです？　私が決断することに、なにか意味でもあるんですか？」


　そう、聞いた。


　するとそれに、レムルスがその存在を薄くしていきながらまた、笑って言った。


「いやー、僕が死んだあとにも物語の進行役が必要だろう？　そしてこの物語を進めるのは、『ニンゲン』がいいと思ったんだ。『ニンゲン』の世界の未来を選ぶのは、『ニンゲン』であるべきだって」


「で、一番人間味がない、私を選んだんですか？　それじゃまるで、喜劇でしょう」


　と、ルークが自じ嘲ちよう気味な顔を作って言う。


　そのときにはもう、レムルスの姿はない。声だけが響いている。


　その声が、楽しげに言う。


「喜劇、喜劇かぁ。よく、言われるんだよねぇ。口調が軽いから、本気に見えないって」


「誰に？」


「あは、友達がいない僕に、それを聞いちゃう？　って、冗じよう談だんはおいといても、僕がこの９９０年見た中でも、君が一番、ニンゲンの未来を決めるのに相応ふさわしい人物だと思ったんだ、って説明で、どう？」


「だめです」


「あはは、あとはぁ、なにかな。そうだな。君は、僕に似てるからかな」


「へぇ。私の腕うでは八本もありませんが」


「あはは、見た目じゃなくて」


「当然でしょう」


「でも、似てる。僕は『ニンゲン』が、好きだから。君と同じように、愛だ友情だとくだらないことで騒さわぎ回ることができる、『ニンゲン』に憧あこがれているから。だから、君を選んだんだっていう説明だったら……」


　というその言葉に、ルークは小さく、


「ああ」


　と、言った。


「そこですか」


　と、そう言った。


　するとレムルスが言う。


「うん。そこ。さて、じゃああとのことは任せるよ。選せん択たく肢しは四つ。『勇者』を殺す。『悪あく魔ま』を殺す。僕を殺す。誰も殺さない。さて、君はどれを選ぶだろう。楽しみだな」


　という言葉に、ルークは手の中にあるコインを、もう一度見つめた。


　そして、


「……選択の結果が悪くても、文句言わないでくださいね」


　と、言ってみるがしかし、


「…………」


　もう、レムルスからの返事はない。


　ルークはそれを確認し、それから、


「でも、決定者は私の他にもいるんですよねぇ。この状じよう況きようで、私以外の、誰か。さて、誰でしょう。さっきのレムルスの言葉が本当なら……人間に未来を決定させたいという言葉が本当なら、全員人間でしょうけど」


　塔とうの上を、再び見上げる。


　するといつの間にか、扉とびらが開いている。


　まるでここからすぐに入れと言ってきているかのように開け放たれていて。


　あの向こうでは、ニンゲンではない、バケモノどもが選択を待っている。


　誰を殺すのか、もしくは殺さないのか。


　ルークはそれをしばらく考えてから、


「…………」


　一気に、塔の最上階へと進んだ。












　第四章　『司祭』の思惑







　場所はさらに、変わる。


　塔とうの下。


　結界の、外側。


「…………」


　ミルク・カラードが立ち上がる。


　塔を見上げ、


「『這い神レムルス』の力が、どんどん小さくなっていってる。もう、死ぬのかしら？」


　と、呟つぶやく。


　塔の周りに張られている紫むらさき色いろの結界も、最初に張られたときに比べると、ずいぶんと弱くなっているように見える。


　この程度なら、もしかしたら破れるかもしれない。


　そう思えるほどに、結界は薄く、弱くなり始めていて。


「それとも、もう私の出番なのかな？」


　と、ミルクは言う。


「破って、入ってこいってこと？」


　そう、誰かに問いかけるように、ミルクは言った。


　だが、レムルスからの返事はない。


　ならもう、


「いこうかな」


　と、彼女は言う。


「ライナのところに、いこうかな」


　と、ミルクは言う。


　そしてライナ、という名前を言った瞬間に、胸が痛くなるのを感じる。


　鼓こ動どうが弾はずむのを感じる。


　まるで人間の、乙女おとめになってしまったような気持ちになる。


「いや、私はいま、人間の、少女なのか」


　と、彼女は言う。


　そして微笑ほほえむ。


　人間に喰くわれれば喰われるほど。


　いや、このミルクという少女に取り込まれれば取り込まれるほど、どんどん幸福感が膨ふくれあがっていくのを、感じる。


　それは人間が持っている感情が素晴らしいのか。それともこの、ミルクという少女が、感情豊かなのか。


　おそらく、そのどちらもだろう。


　胸が痛い。


　吐はきそうなほどに痛い。


　もうすぐライナに会えると思うと、泣き出してしまいそうなほどに、嬉うれしい気持ちになる。


　そしてそれと同時に、


「…………」


　塔の上で、レムルスがなにをやっているのかにも、興味がある。


　それはミルクの感情とは、違ちがう。


　自分の気持ちだ。


『女め神がみ』である、自分の気持ち。


　あの落ちこぼれの『這はい神がみ』が、命をかけてまでいったいなにをしているのか。


　数百万、数千万の人間を生いけ贄にえにして、いったい、どんな魔ま法ほうを使おうとしているのか。


「…………」


　いま、あの塔の上にはライナと、そして、シオンがいるのだという。


『悪魔』と、『勇者』だ。


　この二匹ひきを相手に、レムルス程度の神がなにか特別なことをできるとは思えないが。


「まさか、『悪魔』や『勇者』を、食べるつもりじゃないわよねぇ。どんなに大きな魔法を使っても、あなたに二人を食べられるほどの容量は、ないでしょう？　レムルス」


　と、ミルクは問いかける。


　だが、やはりレムルスからの返事はない。


　この思考の間にも、結界はさらに薄うすくなっているように、見える。


「ほんとに、もういっていいのかな？」


　と言うと、胸の中が、そうしろ、と命じてくる。


　早くライナのところにいかなきゃ。


　ライナを助けにいかなきゃ。


　ライナのそばにいなきゃ。


　ライナを守ってあげなきゃ。


　そんな感情が暴走して、飲み込まれそうになる。


　そしてそれに、彼女はなんとか耐たえて、言う。


「でも、私はレムルスがやることに、興味があるのよねぇ。彼はライナとシオンを救うと言った。どんなときだってあの二人には救いがないのに。お互たがいに魅ひかれあったあげくに、いつもすべてを台無しにするのに……レムルスは彼らを救うと言った。でも、どうやって？　あなたはいったい、なにをするつもりなの？」


　と、言う。


　だが、レムルスは答えない。


　そして、


「答えないならもう、いくよ？」


「…………」


「結界を、壊こわしていいのよね？」


「…………」


　やはり、レムルスは答えない。


　答える余よ裕ゆうがないのか、答えるつもりがないのか、それとももう、死んだのか。


　でも、どちらにせよ、


「私は十分、待った」


　と、ミルクは手を掲かかげた。そして力を集め始めた。もう、結界を破るのは簡単そうだった。結界はひどく、弱まっている。ある程度の力を持った神なら、あっさり突とつ破ぱできるだろう。


　なら、


「結界を壊……」


　が、彼女はそこで、言葉を止める。


　そのまま、塔から目をそらす。


　後ろへ。


　自分の、背後へ。


　そして、大きく目を見開く。


　彼女が見たのは、空だ。


　高い、高い、空。


　雲一つない、気味が悪いほどに真まっ青さおな空を見上げて、


「うそ……まさかレムルスが私に用意した出番って、これ？」


　なんて、言う。


　だがやはり、答えはない。


　レムルスの奴やつは、答えてこない。


　だが、それは迫せまっていた。


　遥はるか北の空から、強大な圧力が塔へと放たれて。


「あんなの私、押さえられな……」


　が、そこでまた、胸の奥がどくんっと跳はねる。


　それに彼女は自分の胸を見て、


「え、やるの？　でも、あんなのとぶつかったら、死……気にしない？　そう。そうだよね。あなたはそう。そうか……じゃあ」


　と、再び彼女は顔を上げる。


　そして、言う。


「なら、やってみようか。たぶん、私は消し飛んじゃうけど……でも、あなたは守ってあげる」


　そう、言う。


　すると胸の奥が、心配するような感情になる。


　それに、彼女は笑う。


「あはは、あなたは本当に、変な子ねぇ。ずっとあなたを利用して、操あやつってきたのに、私を心配するなんて」


「…………」


「でも、だからあなたに喰われようと思ったんだけど。あなたのことが、理解できないから」


「…………」


　とそこで、空から迫ってきている圧力が、視界に入る。


　それは真っ赤な閃せん光こうだった。


　大地のすべてを薙なぎ払はらうことができそうなほどに巨きよ大だいな、閃光。


　それは、『女神』の力では、なかった。


『勇者』や、『悪あく魔ま』のものとも違う。


　だからそれを見て、


「……ついに、『司祭』が介かい入にゆうしてきた？」


　と、彼女は言う。


　そして自分にそれが止められるとは、とても思えなかった。


　自分の力で、あれをどうにかできるとは、とても思えなかった。


　だが、止めるのだという。


　絶対に、止めるのだという。


　そう、胸の奥のミルク・カラードが強く叫さけび、命じてくるのだ。


　それはライナのため。


　愛しいライナのため。


　もう、それは完全に狂きよう気きに近い感情だった。


　自分の命など、どうでもいいのだ。


　できる、できないは関係ないのだ。


　それに。


「あ、あはは」


　彼女は、笑った。


「あはははははは」


　ミルクは笑った。


「あははははははははははははは」


『円命の女神』は、笑った。


　まるで、自分が人間みたいだと、思えたから。


　感情を持った、本物の人間みたいだと、思えたから。


　そして、跳とぶ。


　レムルスが張った結界を足場にして、宙空へと跳ぶ。


　おそらくは、あの赤い光を消しきることは、できない。彼女が命を懸かけてさえ、光を中和しきるだけの力は、自分にはない。


　しかし、


「レムルスの結界を破られなきゃ、いいんでしょう。なら……」


　と、自分の魂たましいを満たしていた力を、すべて体の外へ放出する。自分に残っている力を。ミルク・カラードに喰われずに、残っていた力を、すべて放出する。


　そしてそれを目の前で魔ま術じゆつ化しながら、叫ぶ。


「レムルス！　一いつ瞬しゆんでいいから、結界を強化しろ！　攻こう撃げきが……」


　しかしそこで、耳元で声がする。


「見てたよ。正直、君がここまでしてくれるとは思わなかった」


　それにミルクは、笑う。


「ふざけないで。計画通りのくせに」


「あはは」


「いいから早く、結界を。私があれを、止めてあげるから」


「ありがとう。じゃあこれで、お別れかな」


「たぶんね。私は死ぬ。次に会うのは……」


「いや、もう会えない。僕は転生しないから。『精せい霊れい』化するんだ」


「ああ、そうか」


「だから、ここでお別れだね。でも、もしも君が転生したら、きっと驚おどろくよ。僕が計画し、作り上げた新しい世界に」


「それ、成功するの？」


「さぁ？　それはまあ、『ニンゲン』次第かなぁ。でもとりあえず、じゃあね。これでお別れだ。君に会えたことは……あー、いい思い出は少ないな。君には毎度喰われて、うんざりだったよ」


「そう？　あんたはいつもまずかったわよ」


「『女神』は嫌きらいだ」


「なら黙だまって結界を……」


　が、レムルスが言う。


「その中で唯ゆい一いつ、君のことは好きだった。未来に興味があるところや、『ニンゲン』好きなところも似てたしね」


「…………」


「でも、これで終わりだ。じゃ、さようなら」


　と、レムルスがあっさり言う。


　そして背後の結界が、強くなるのを感じる。


　それにミルクは笑みを浮うかべ、目の前に描えがき出した魔術を。


　自分の命のすべてを、


「…………」


　赤い閃光に向かって、放った。





　　　　　◆


　　　　　◆


　　　　◆◆◆


　　　　　◆


　　　　　◆
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　そしてまた、場所は変わる。


　それは遥か北方。


　中央大陸の、北部の山さん岳がく。


　その、山の尾お根ねに、隻せき眼がんの男が一人立っている。


　特とく殊しゆな桃もも色いろの髪かみに、鋭するどい瞳ひとみ。肩かたには身みの丈たけを大きく超こえる、異常な長さの剣けんが担かつがれている。


　ガスターク帝てい国こくの王、レファル・エディアだ。


　レファルはそのまま、遥か南の空へと目を向けている。


　そして、言う。


「こんな距きよ離りから撃うって、ちゃんとなにかに当たんのかねぇ」


　それから、背後を振ふり返かえる。


　すると背後には、レファルの幼なじみの男がいる。


　やはりガスターク特有の桃色の髪に、涼すずしげな青い瞳。


　青が基調の軍服。


　このガスターク帝国軍、総参さん謀ぼう長を務めている、リーグルワーズ・ペンテストだ。


　その、リーズも目を細め、さらに日差しを避さけるように目の上を手で覆おおって遠くの空を見つめ、


「さぁ？　どうでしょうねぇ。私にはあなたがどこに向かってグロウヴィルを撃ったのかすらわからないんですが……いったい、どこに撃ったんですか？」


　というその問いに、しかし、レファルは答えをもっていなかった。


　いや、そもそも今回のグロウヴィル使用は、レファルの意志ではないのだ。突とつ然ぜん頭に声が響ひびき、神を名乗る奴らにここで剣を振るえ──今回は代だい償しようを取らないから、剣を振るえ、などと言われて振るいにきたので、レファルはいま、どこに向かって剣を振るったのか、まるでわかっていなかった。


　だから、レファルは答える。


　リーズに向かって自信満々に、一言。


「ぜんっぜん、知らん」


　するとリーズがあきれたような目でこちらを見て、言う。


「知らんって、あいかわらず無責任だなぁ。あなたはいっつもそうですよね。女の子に好き勝手しては、責任は取らん！　と、すぐに開きなおる。女の子、泣いてましたよ？」


「あ？　誰だれが泣いてたって？」


「あなたにめちゃくちゃにされた女の子たちが」


「はぁ？　俺、おまえと違ちがってすげぇ責任取る方だと思うんだけど」


「はっはっは、ご冗じよう談だんを」


「いや冗談抜きでさ。ってか、だいたい誰よ？　俺、女泣かしたことないのだけが自じ慢まんなんだけど、誰が泣いてたって？」


「え？　あー」


　とそこで、リーズが一瞬、口ごもる。


　考えるような顔になる。


　それにレファルはにやりと笑って、言う。


「ほれほれ、思いつかねぇだろ？　やっぱ俺は、おまえと違って誠実な態度を……」


　が、そこで突然、リーズがぽんっと手を打つ。思い出した、といわんばかりの顔で、


「一人泣いてる子、思い出しました」


「誰よ？」


「あの、キファ・ノールズとかいう、赤毛の……」


「ばっか、俺、あいつと寝ねてねぇっつの。おもいっきりふられたし」


「でも泣かせたでしょう？」


「泣かせたのはおまえだろうが。腹殴なぐって、牢ろう屋や入れたろ。俺、女殴る奴やつだけは嫌いなんだよ」


　と言うと、リーズはこちらを見て、


「あなたがスパイにヘラヘラしてるからいけないんでしょう。へたすりゃ暗殺されてましたよ？」


「いや、あんくらいの美人に殺されるなら、本望だろ？」


　と言うのに、リーズはこちらをまた、あきれきったような目で見てから、言った。


「これだから童どう貞ていはすぐに女に騙だまされ……」


「誰が童貞だよ！」


「さぁねぇ」


「俺はおまえよりモテるっての。王様だぞ？」


「はいはいそうですね」


「あ、てめぇ、最近の俺のモテっぷり知らねぇだろ？　こないだだって酒場のねーちゃんにモテモテだったんだぞ」


　するとそれに、リーズがこちらを見て、


「ふぅん。で、その酒場の女性たちを孕はらませて、責任取らされたってわけですか？」


　などと言う。


　それから突然、リーズは背後を、指さす。


　それにレファルも、そちらを見る。


　するとそこには、いつの間にか一人の少女が立っている。


　十歳前後の、少女。


　髪はレファルや、リーズそっくりの桃色の髪をしている。顔はどこか無表情だが、異常なまでに整っている。


　そしてその少女が、じっとこちらを見つめてきていて。


　真っ直ぐ、一直線にこちらを見つめてきていて。


　それに、レファルは言う。


「誰だ、ありゃ」


　するとリーズが答える。


「どう考えても、レファルの子でしょう？」


「あ？　なんで俺の子なんだよ？」


「あの髪ですよ？　あきらかにあなたの子でしょうが」


「はぁ？　おまえの髪もおんなじ色だろうが」


「いえ、私のはもうちょっとこう、薄うすい桃色な気がします」


「うん？　そうかぁ？　全然変わんねぇ気がするけど」


　と、レファルはリーズの髪を見る。


　すると確かに、リーズの髪はほんの少しだけその少女の髪よりも色が薄いように、見えた。


　どちらかというと、自分の髪色に、似ている。


　それからその、少女を見る。


　少女はやはり、こちらを見ている。


　リーズがそれに、


「ほら、レファルのことを見てますよ、パパ」


「だ～から、なんで俺がパパなんだよ。俺、全然心当たりないんだけど」


「童貞ですしね」


「だからおまえ、殺すぞ？」


　なんて軽かる口くちをたたきながらも、しかし、レファルは全身を緊きん張ちようさせる。


　隣となりでリーズも、戦せん闘とう態勢に入ろうとしているのが、わかる。


　当然だろう。


　あきらかにいま、目の前にいるこの少女は、普ふ通つうの人間じゃないのだから。


　ちなみにいま、レファルとリーズの周囲は、ガスターク帝国軍で溢あふれ返っているはずだった。


　王が高台から敵国へ向かって、グロウヴィルを使う。いつもなら、グロウヴィルを使えば、王は体の一部を生いけ贄にえに捧ささげることになり、一時的に無防備になる。


　だからグロウヴィルを使う場合は、軍の精せい鋭えいたちがまず取り囲み、さらに一いつ般ぱん兵がその周囲を護まもるように囲む──というのが、手順化されている。


　おまけにここは、かなり標高の高い山の上で、子供が一人でこられるような場所とはとても思えなかった。


　だが、少女はそこにいる。


　真っ直ぐレファルを見つめ続けている。


　そしてそれに、レファルは小声で言った。


「ありゃ、人間かね」


　するとリーズは、答えた。


「違うでしょうね」


「だよなぁ」


「でも今回、ここからグロウヴィルを振るえって命じてきた相手も、人間じゃなかったんでしょう？」


　というリーズの言葉に、レファルはうなずく。


「まあ、なぁ。突然頭の中に声が降ってきたからな。ここで、グロウヴィルを振るえ。今回は生け贄はいらないーって」


「で、どこも持っていかれてない？」


「たぶん」


「たぶんじゃ困るんですけどね」


　と、少し心配するように、リーズがこちらを見てくる。


　それにレファルは、大だい丈じよう夫ぶとばかりに、うなずいて、


「ああ、心配すんな。今回は力が発動する手順がいつもとまるで違ったから──体は持ってかれてない」


「ふむ。ならいいんですが」


　と、リーズは言う。


　それから再び、少女を見つめる。


　少女は一言も発さない。


　ただ、こちらを見つめたままで。


　それにレファルは、聞いた。


「あー、ガキんちょ。ちょっといいか？」


「…………」


「おまえ、人間か？」


　と、聞いた。


　するとそれに、少女が答えた。


　あっさり、


「違う」


「あ、やっぱり？　なら、誰だよ。あれか。ここでグロウヴィルを使えって、俺に命じた奴らの一人か？」


　と、聞く。


　ちなみに、レファルに剣けんを振れ、と突然命じてきたのは、『司祭』という名の、異世界の神だった。


　それはガスタークに古くから伝わる、お伽とぎ話ばなしの中に出てくる神の名前だ。


　理ことわりの外『エレル』から現れる、不気味な姿をした神の名前。


　そしてそいつらが、ガスタークの人間に剣を与あたえたのだ。


　呪のろわれた剣。


『再生の剣グロウヴイル』という名の、世界を再生するための剣を与えたのだ。


　そして『司祭』はその剣で、『狂くるった女神』を、『異次元の悪あく魔ま』を、『堕おちた黒い勇者』を殺せと命じるのだという。


　大地を腐くさらせるバケモノどもを殺して、世界を救えと、そう命じるのだという──


　なんていう、ガスタークを創った始祖の話をもう、レファルは子供のころからずっと父親に寝ね物もの語がたりとして聞かされ続けてきたのだが。


「いざ、目の前に現れられると、戸と惑まどうよな」


　と、笑う。


　そして少女を見つめて、言う。


「でも、親父おやじの話じゃ、『司祭』は異い形ぎようの姿のはずなんだが、おまえはずいぶんかわいいなぁ」


　するとそれに、少女が答える。


「私は、『司祭』じゃないから」


「あ？　そうなのか？　だが『司祭』って言葉を知ってるってことは、その仲間だろ？」


「そうね」


「なら、誰だれだ？」


　そう聞くと、少女が笑う。それは子供のものとは思えない、妖よう艶えんな表情で、


「あなたと、交まじわる者よ、レファル・エディア」


　などと、言う。


　そしてそれに、


「…………」


　リーズが、こちらを見てくる。


　その顔には、もう、本当にわかりやすいくらいにくだらないセリフが書いてあるように見える。


　だからレファルは、リーズに向かって、


「おまえ、いま考えてること発言すんなよ」


　と言うと、リーズはうなずいて、


「この、ロリ……」


「発言すんなっつってんだろが」


　と、レファルはうんざりしたように、言う。それから再び、少女を見る。自分たちの前に初めて現れた、異形のバケモノを見る。


　いや、この少女が本当にバケモノなのかどうかは、わからないのだが。


　とそこでその、『交わる者』という言葉に、さらに彼は思い出す。


　父親がしてくれたお伽話を思い出す。


　それは話の最後の部分に出てくる、少女のこと。


　家族を、仲間を、すべてを殺して剣に吸収してしまった『始まりの彼』と呼ばれたガスタークの始祖のもとに現れた、少女のこと。


　その少女は、こう言った。


　レファル・エディアと呼ばれた、レファルと同どう姓せい同名の少年に、こう言った。





　──おまえを完成させるモノだ。


　──さあ、わたしと交わろう。


　──そして産むのだ。


　──私と産むのだ。


　──悪魔を殺せる者を。


　──女神どもを蹂じゆう躙りんする者を。


　──勇者に絶望を与える者を。





　その、お伽話を思い出し、それからレファルは言う。


「おまえ、あの話の中の、気味の悪い女か」


「…………」


「だがあいにく、俺はガキには欲よく情じようしねぇんだよなぁ。まさか、おまえを抱だけとか言い出さねぇよな？」


　と、彼は言った。


　しかしそれに、少女は微笑ほほえんで、


「抱け？　欲情しない？　なにを言ってるの。あなたはすでに、何度も私と交わってるじゃない」


「あ？　そりゃ、いったい……」


　が、少女はさらに笑って、言う。


「あなたが剣を振るうたび、あなたが世界を薙なぎ払はらうたび、私はあなたと交わる。あなたの肉片を喰くらい、そのかわりに力を与えるの。魔ま法ほうを砕くだく力。『ニンゲン』どもが作った、魔法に対する『対抗呪カウンタースペル』を」


　なんてことを言ってきて、それにレファルは目を、細める。


　剣に喰われてしまって片方だけになってしまっている、隻せき眼がんの瞳ひとみを細め、


「おまえ、まさか」


　すると少女が、答える。


　両手を広げ、


「私の名は、グロウヴィル。そしてさあ、もう一度交わりましょう。やはりあなたの肉を喰わずに力を使っても、あの塔とうは壊こわせなかった。でも、あの魔ま術じゆつを完成させるわけにはいかない。『女神』や『這はい神がみ』や『ニンゲン』ごときに、好きにさせるわけにはいかない。だから」


　と、少女は一歩、前に進む。


「だから、あなたの肉をちょうだい。今度はちゃんと、あの結界を斬きり裂さいてみせるから」


　と、前に進む。


　そして、少女はにこりと笑う。


　美しい顔でにこりと笑う。


　その笑みは、やはり人間のものには見えない。


　十歳の少女のものでもない。


　それにリーズが、レファルを守るかのように一歩、前に出て、


「そう簡単に、我らの王の体を奪うばってもらっては困るん……」


　が、それを遮さえぎって、レファルは聞く。


「ここで、俺は剣を振るう必要があるのか？」


　するとリーズがこちらを見て、


「レファル！」


　と──止めるように、言ってくる。


　だが、彼は無視して、聞く。


「理由を言えよ。その内容次第で、おまえの言うことを聞いてやっても、いい」


　すると少女はこちらを見て、笑う。


「理由もなにも、あなたがその剣を持ってる理由は、ここで剣を振るうためだけなのよ？」


「どういうことだ？」


「この先にそびえ立つ塔に、勇者と、悪魔と、女神が揃そろってる。そしてその全員がまた、『司祭』たちの意に添そわない動きをしようとしている。だから、あなたはそれを壊すの」


「…………」
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「その剣で、バケモノどもを斬り裂くの。さあ、契けい約やくを交かわしましょう。力を与えてあげる。あなたに、すべてをねじ伏ふせることができる力を与えてあげる」


「…………」


「あなたは私の、愛いとしい勇者だから。『司祭』が望んだ、『新しい勇者カウンター・スペル』だから。さあ、その力を使って。あなたの実力を私に見せて」


「…………」


「あなたの魂たましいを、私に見せて」


　と、少女は言う。


　それから両手を広げる。


　その、瞬しゆん間かん。


　レファルが持っている漆しつ黒こくの剣が、どくんっと脈打ったような気がした。


　自分の体と繫つながったような気がした。


　剣と、自分の体が交わり、一体化したような、そんな気がした。


　そして頭の中に声がする。


　それは神の声だ。


　いや、神だと思っていた、なにかの声だ。


　女の声。


　少女の声。


　その、声が頭の中に降ってくる。





《契約者よ……そなたの呼び声に、再び応こたえよう》





　少女は笑う。


　妖あやしく笑う。





《応えよう。応えよう。さあ、代だい償しようを差し出せ。さすれば力を、解放せん》





　呪いが体の中に、入ってくるのがわかる。剣けんを通じて、黒い呪いが自分の中を蹂躙していくのがわかる。


　それにやはり横でリーズが、


「おい、まさかほんとに剣を振ふるつもりか？」


　と、言ってくる。


「こんな、なんのために力を使うのかもわからないような場所で、無む駄だに生いけ贄にえを渡わたすつもりか？」


　と、言ってくる。


　それにレファルはリーズを見て、言う。


「いや、そりゃ違ちがうだろ、リーズ。俺はこのためにこの剣を振るってんだ」


「…………」


「人間の世界にいる、バケモノどもを皆みな殺ごろしにするために……剣を振るってる。で、その剣が言ってんだ。この先に、バケモノがいるって。なら、振る必要があるだろ？」


「だけど」


　が、レファルはその、リーズを制す。


「俺は剣を使う。おまえは口出しするな」


　と、言う。


　そして、レファルは目の前にいる、少女を見つめる。まるで快楽を感じているかのような、うっとりとした笑みを浮うかべる少女を見つめ、言う。


「俺の体の、どこを持っていってもいいぞ。その代わり、いままでで一番大きな力を、俺に寄こせ」


　すると少女はにこりと笑って、


「いいわ」


　と、言う。


　それにリーズが、


「ちょっ、レファル！」


　また、制止してくるが、もうそれも、あまり聞こえなくなってしまっている。


　なぜなら契約が完かん了りようするから。


　剣との契約が完了するから。


　少女が笑う。


　笑う。


　笑う。


　そして、言う。





《……契約は完了した。力を解放する》





　刹せつ那な、手にしていた剣に、強大な力が生まれたのが、わかる。


　この世に存在してはいけないと自分で思えるほどに、強大な力が生まれたのを、感じる。


　だが、この力はやはり、この世界の生き物を相手にするための力ではなかったのだ。


　それは『女神』を殺すための力。


『勇者』を殺すための力。


『悪あく魔ま』を殺すための力。


　バケモノどもを、殺す力。


　その、力を手に入れて、レファルは剣を強く握にぎる。


　すると声がする。





《さあ、力を放て。南にある、塔を破は壊かいしろ》





　そう命じられて、レファルはうなずく。


　そして剣を高く振りかぶる。


　するとまた、リーズが、


「やめろ、レファル！」


　などと、言う。


　あらかじめ口裏を合わせていた、妙みように白々しい演技をする。


　そしてそれに、思わずレファルは苦笑しそうになる。リーズの必死の表情に、苦笑しそうになる。


　だが、笑わない。


　なぜならついに、このときがきたのだから。


　実際に自分たちのところに、自分たちを操あやつる異形の神が直接、接せつ触しよくしてきたのだから。


　頼たのんでもいないのに自分たちを勝手に『女神』たちを殺す『新しい勇者』などと祭り上げ、呪のろわれた剣を押しつけてきた鬱うつ陶とうしい神が、接触してきたから。


　そして、接触してきたからにはすぐに、姿も現すと思っていた。


　目の前に、姿を現すと思っていた。


　そして姿を現したときにどうするか、それについてもう、何度も、何度も、リーズや、リルとは話し合っていたのだ。


　自分たちにこんな、呪われた運命を押しつけてきた神に。


　自分たちを偉えらそうに弄もてあそぶ神とやらに、どういう対応をするか、それはもう、ずっと前から決まっていたのだ。


　だからレファルは、剣を大きく振り上げ、


「じゃあ、神様に言われた通り、さっそくバケモノ退治をしようかね」


　と、そのまま彼は、その剣を──


「薙なぎ払はらえ、グロウヴィルっ！」


　呪われた剣を、塔に向かって、ではなく。


　たたき潰つぶすように少女に向かって、振り下ろした。












　第五章　『悪魔と勇者』の再会







　そして再び、場所は戻もどる。


　そこは塔とうの中。


　妙に静まり返った、塔の中。


　そこで、


「…………」


　突とつ然ぜん、喧けん嘩か別わかれしたはずの友達と二人きりにされてしまい、ライナはちょっと、気まずい気分になっていた。


　ライナは横にいる、シオンを見て、


「えー……あー……で、どうするよ」


　と、言ってみる。


　するとそれに、シオンが嫌いやそうにこちらを見てから、


「…………」


　やはり、無言で。


　それにライナは言う。


「無視すんなって」


「…………」


「おーい」


「…………」


「おまえ、俺の声聞こえて……」


　が、シオンはそれに、言う。


「……もう、おまえと話すつもりはない」


「喋しやべってんじゃん」


「じゃあもう喋らない」


「ガキかよ」


　と、ライナは笑って、言う。


　しかしまた、シオンは目をそらしてしまう。そしてさっきまでレムルスがいたはずの、天てん井じようを見上げる。


　その天井をライナも見上げ、それから今度は、シオンが斬きり裂さいたはずの、床ゆかへと目を下ろす。


　しかしその床は、いつの間にか紫むらさき色いろの膜まくのようなものによって、塞ふさがれてしまっている。


　それを見て、


「ああ、さっそく入り口、塞がれたな。シオンおまえ、もっかいあの黒い剣けんで、この結界って斬れる？」


「…………」


　が、シオンはやはり、無視してくる。


　その、ひどく愛想の悪い友達にライナは肩かたをすくめてから、足でその、紫色の結界を、踏ふんでみる。するとその結界の感かん触しよくは、堅かたかった。少なくともいま、『瞳ひとみ』が使えなくなってしまっている自分では、これを破壊することはできないだろう。


　魔ま法ほうでは壁かべに当たる前に消えてしまう、ということも確認済みだし。


　つまりいま、閉じ込められている、ということだ。


　状じよう況きようは変わっていない。


　それに、


「ま、確かにゆっくり喋ってる時間は、ないっぽいけどねぇ。ここ、あのレムルスとかいう奴やつが張った罠わなだらけだし……さて、どうやってここから出る？」


　と、言う。


　だが、やはり無視でシオンは、手を上げる。


「剣よ」


　と、呟つぶやく。


　そしてシオンの手の周囲にまた、数本の剣が生まれる。


　いま、魔法の構成を読み取る『瞳』は封ふう印いんされてしまっていて、その剣がいったいどういった能力を持っているのかは読み取れなかったが、しかし、それがあきらかに人間の力で発動したものじゃないことは、見ただけでわかる。


　なにせシオンは、まるで『精せい霊れい』に対して干かん渉しようしなかったのだ。


　魔ま方ほう陣じんも描えがかず、呪じゆ文もんの詠えい唱しようもなかった。


　まるでそれは、自分の内側から呪のろいを吐はき出したかのように、あっさりと現れて。


　そして、シオンは言う。


「この塔の、すべてを斬り裂け」


　剣が、宙空を躍おどり始める。


　二本は天井へ。


　二本は壁へ。


　二本は床へ放たれ、それを斬り裂こうとして──


　しかし、壁に当たる前にあっさり、消えてしまう。まるでなにもできずに、消えてしまう。


　そしてそれに、シオンは顔をしかめ、


「くっ」


　と、うめく。


　その、うめいたシオンをライナは横で半眼で見て、言う。


「だせぇ」


「…………」


「な～んかもう、斬り裂け──とか、すげぇかっこよく言った分だけ、よりだせぇ」


「…………」


「ってか、だいたい、なんできたのよ。この状況でおまえ、俺助けにきちゃだめだろ？」


「…………」


「それともあれか？　俺らがいなくなって、そろそろ寂さびしくなっちゃっ……」


　が、そこで、


「ああくそ、うるさいな、おまえはっ！」


　と、シオンがこちらをにらんで、怒ど鳴なる。


　そしてそれに。


　その、怒鳴ったシオンに。


　初めて感情をあらわにしてみせた親友に向かってライナは、思いっきり笑って、言った。


「よ、久しぶり、シオン」


　なるべく。


　なるべく昔と変わらないような、気の抜ぬけた声がでるように意識して、ライナは言った。


　するとそれにシオンが、さらに顔をしかめる。まるで泣き出しそうな、それでいて、こちらを怒おこっているような顔で、


「……おまえと、話すつもりはない」


　などと、また言う。


　だが、別にそんなことは関係なかった。だって、こいつがどう思っていようが、どうでもいいのだ。


　だからライナは笑ってシオンを見つめ、言った。


「あらそう？　でも残念ながら、俺はおまえと話したいよ」


「…………」


「それにずっと会いたいと思ってた。フェリスだってそうだ。あれから二人で、もう、おまえの話ばっかりしてたんだ」


「…………」


「ローランド出て、新しい街やら、国やらにいくたびに、あいつ例によって新しいだんご屋見つけてきてさぁ」


「…………」


「で、俺に無理矢理喰くわして、言うんだ。これはうまいな。これはまあまあだな。このだんごの味はなんだ、店主を呼べぇ～！　とか、もう、あいつどこいっても相変わらずでさぁ」


　そう言って、ライナはあははと、独ひとり笑う。それからフェリスの顔を思い出し、そして目の前の、シオンを見つめて、言った。


「でも最後にいつも、言うんだよ。うまいだんごを見つけたときほど、言うんだ。よし、このだんごは今度、シオンの馬ば鹿かにも喰わせてやろうって」


「…………」


「シオンの奴は、気に入るかな？　ってさ。んで、俺らは毎日、そんなこと考えてたんだけど、どうせおまえも同じだったんだろ？」


「…………」


「寂しいって言って、泣いてたんだろ？　白状しろよ。笑ってやっからさ。で、そのあと、救ってやる。だから」


　と、ライナは言う。


　そして手を差し出して、言う。


「俺の手を、取れよ。おまえがどんな闇やみの底でのたうち回ってんのか知らねぇけど、俺が引き上げてやる」


　そう、言う。


　ローランドで最後に別れたとき、シオンに届かなかった言葉を、言う。


　それも、シオンを救うための力を、まるで持っていないくせに、彼は手を差し出す。


　そして、言う。


「ほれ、つかめよ。そしたら仲直りして、またおまえのそばで助けてやっから」


　するとその手をシオンは見つめ、それから顔を上げて、


「馬鹿が。人ひと質じちに取られて、助けが必要なのは……」


　が、遮さえぎってライナは言う。


「違ちがうね。助けられたいのは、おまえだ。だから、俺のところにきたんだろ？」


「…………」


「俺に興味がないなら。ほんとに助けがいらないなら、なんでここにきた？」


「…………」


「助けがいるのは、おまえだ」


「…………」


「素直に言えよ。こそこそ独りで泣いてねぇで、助けてくれって言えよ。そしたら俺らは、すぐにおまえを助けて……」


　しかしそれに、


「勝手なことを、言うな！　おまえになにができる？」


　シオンがそう、言った。


　ライナをにらんで。


　まるで憎にくむような目で、こちらをにらんで、


「助ける？　そばにいる？　ふざけるんじゃない。なにも知らないくせに。俺がやろうとしていることを、なにも知らな……」


　だが、シオンが言葉を言い終える前に、


「知らねぇよ！」


　と、ライナは怒鳴った。そのままシオンを見つめて、言う。


「知るわけねぇだろが。おまえなんも言わねぇんだから、知るわけねぇだろうが！」


「…………」


「それともなんだ？　おまえ、俺に相談したか？」


「…………」


「俺を超ちよう能のう力りよく者とでも思ってんのか？　ふざけてんのは、おまえだろ。なにに悩なやんでんのか、なにに困ってんのか、言わなきゃわかるわけねぇだろうが！」


　と、怒鳴った。


　するとシオンがそれにまた、


「……おまえには関係ない」


　などと言う。


　ライナはそのシオンを、あきれたように見つめて応こたえる。


「関係ねぇこと、ねぇだろ。レムルスが言ってることがほんとかどうかは知らねぇけど、おまえは俺を……」


「あいつの言葉は、全部噓うそだ」


「っておまえが言うってことは、ほんとなのか」


「違う」


「おまえ、俺を喰わなきゃ、世界が救えないのか」


「違う」


「もしくは、殺す必要がある。でも、俺を好きだから……友達だから、できなかった」


「違う！」


「もう、何人もおまえは犠ぎ牲せいにしてるのに。王になるまでに、何人も殺してるのに……俺のことを犠牲にすることが……」


「違うっ！　俺はおまえを喰う。そして前に進むんだ！」


　そう、シオンは言った。


　そして手を前に出す。


「剣よ！」


　と、叫さけぶ。


　すると一本の剣が浮うかぶ。


　おそらくそれは、『勇者』の力だ。


　シオンに取とり憑ついている、『勇者』の力。


　その剣をライナは見つめ、言う。


「その剣で、俺を喰うのか？」


「…………」


「それとも、殺すか？」


「…………」


「でもどうせ、おまえはできないんだろ？」


「…………」


「もう、それはローランドで確認済みだ。おまえはあのとき、俺を殺せなかった。喰うこともできなかった」


「…………」


「やろうと思えば、とっくにできてたはずなんだ。だけどおまえは、できなかった。おまえには友達を殺すことはできない。おまえは俺を……」


　とそこで、シオンは手を上げる。


　剣に命じるよう、手を上げて、


「いや、できる。俺はおまえを喰らう」


　だが、ライナはそれに笑って、


「無理だね。おまえはそれができるほど、強くない」


「……俺は」


「いや、別におまえに喰われんのは、いいよ。殺されるのも、いい。おまえは一度、俺を救ってくれたからな。そうされても、いい。でもきっと、おまえはできない。俺が知ってるシオン・アスタールは……」


「……俺は」


「俺の親友は、そんな奴やつじゃないんだ」


　と、ライナは言った。


　確信を持って、そう言った。


　そしてそれが間ま違ちがっていても、いいと思った。


　シオンに殺されるのなら、いいと思った。


　言葉の通りだ。


　こいつには一度、救われてるのだ。


　自分になんか、生きる価値などないと思っていたのに、こいつが無理矢理手を差し出してきて、引き上げられてしまった。


　だがいま、シオンのその手は、震ふるえている。


　顔を歪ゆがめ、なにかと葛かつ藤とうするように。


　自分の中にある、なにかと葛藤するように、震えている。


　そして、シオンの手の前に浮いている剣が──消えてしまう。


　まるで力を失うかのように、宙空に霧む散さんするように消えてしまう。


　ライナはそれを見上げ、それから憔しよう悴すいしきったような顔をしているシオンを見つめて、言った。


「ほら、できない。でもそんな、葛藤する必要なんかねぇよ。友達を殺せないなんて、当たり前のことだろ？」


　するとシオンが顔を上げ、こちらをにらんで言う。


「おまえにいったい、なにがわかる」


　だがそれに、ライナはあっさり答える。


「なんにも。なんにもわかんねぇよ。ってか、少なくとも俺はきっと、そこは葛藤しないからさ。もし俺がおまえの立場なら──世界と仲間を天てん秤びんにかけて、世界を取ろうとできるほど、強くないから」


　と、言う。


　そしてその瞬しゆん間かん、シオンの顔が歪む。


　それは、ライナを殺そうとしたことを。喰くおうとしたことを責められたと思ったのか、シオンの顔が歪む。


　だがライナは気にせず、続ける。シオンに向かって。親友に向かって、


「でもだからこそ俺は、おまえをすげぇと思う。尊敬してる。いっつも独りでなにもかもを抱かかえ込んで。大勢の命を守ろうとして。宣言したとおりに、ローランドの王にまでなっちまって」


「…………」


「俺はさ、逃にげ回ってたじゃん？　誰だれも傷つけたくない。誰にも傷つけられたくない。逃げたってどうせ、誰も救えねぇのにさ。自分すら救えねぇのにさ」


「…………」


「キファがあんなに泣いてたのに。トニーやタイルや、ファルが、あんなに無残に死んだのに、結局、俺はそれと本気で向き合わずに、おまえを独りにした。全部をおまえに任せて、最後までおまえが苦しんでるのに気づかないで……」


「…………」


「で、なんにもしてねぇのに、おまえはすげぇよって、言ったんだ。ローランドを変えたおまえはすげぇよって。さすが英えい雄ゆう王だって、さ。ちょっと考えりゃ、そんな完かん璧ぺきな奴いるはずないってわかりそうなもんなのに……おまえはそんなに苦しんでたのに……それに気づかず、俺は……俺は友達ヅラして……」


　そこで、言ってて自分が情けなくなって、泣きそうになる。


　シオンがこんなにも苦しんで、身動きが取れなくなっていたのに、いったい自分はあのとき、なにをしていたんだろうと、泣きそうになる。


　そしてそれをごまかすように、笑う。


　ライナは、ははっと笑って、言う。


「最低だろ？　全然こんなの仲間じゃねぇよな。もしなんだったら、殴なぐっていいぞ？」


　と、言う。


　するとそれに、シオンがこちらを見て、言う。


「……別に、おまえはなにも悪くない」


「んなことねぇだろ」


「そもそもおまえには関係のない……」


　が、それを遮って、ライナは言う。


「じゃ、今日から関係させろよ。あんときやれなかった分、頑がん張ばるからさ。おまえが抱えてる責任を、俺に半分寄こせ」


「…………」


「俺がおまえが抱えてる重荷を半分、背負ってやっから」


　と、ライナは言う。


　それにシオンが答える。


「頼たのんでない」


「そう？　でも知らねぇよ」


「おまえに俺は救えない」


「ふぅん。で？」


「もう……もう俺に、関わるな。おまえにできることなんて……」


　と、言いかけたところで、ライナは拳こぶしを振ふり上げた。


　そしてシオンの顔を、殴ろうとした。


　するとそれに、シオンが反応する。いや、反応する程度の速さに、したのだ。


　もしも全力で殴ったら、シオンはよけることができないから。


　いや、そもそもシオンはそれほど体術が得意ではないのだ。それどころか魔ま法ほうでだって、ライナよりも遥はるかに劣おとる。ちょっと本気で戦えば、シオンを殺すことなど、たやすいはずだった。


　そしてそんな奴が。


「…………」


　自分よりも魔法も、戦せん闘とうも不得意の弱い奴が、独りでローランドを変えるのを、自分はなにもせず見ていたのだ。


　たった独りで戦っているのを、あいつは強いから大だい丈じよう夫ぶとか言って、笑って見ていたのだ。


　そしてその結末が、これだ。


　シオンは追おい詰つめられて、泣きそうな顔になって。


「……ったく」


　と、ライナは独り、小さくうめく。


　それから拳をシオンへと向ける。


　シオンがその、ライナの拳をつかむ。ぎゅっと、強くつかむ。


　そしてそのつかまれた手を、ライナはつかみ返して、笑う。


「ほれ、つかまえた。おまえが俺の手を取らないなら、俺からつかんでやる」


　するとそれに、シオンがこちらをにらんで、


「いったい、なんの真ま似ねだ」


「なんの真似って、だから、今度は俺が、おまえを救うって言ってんだよ」


「おまえにはできない」


「知るかよ」


「おまえに助けて欲しいなどと、頼んで……」


「頼んでねぇのは、お互たがい様さまだろ。誰が友達になってくれって頼んだ？　誰が助けてくれって、頼んだ？　おまえが勝手に俺の所にきて、手を取れって、一いつ緒しよにいくぞって言ったんだろうが！　おまえが勝手に俺を、救ったんだろうがっ！」


　そこで、ライナはさらに、シオンの腕うでをつかむ。


　強くつかむ。


　そして、言う。


「ほら、取ってやるよ。友達になってやる。その代わりもう離はなせないと思えよ。おまえが選んだんだ。俺を連れていくって……誰も泣かない、傷つかない、そんな世界に俺を連れていくって、おまえが言ったんだ！　なら、言った分の責任取れよ！」


　と、怒ど鳴なる。


　それにシオンはこちらを見て、それから逃げるように腕を引く。


　ライナの手を、なんとか振りほどこうとする。


　だが、その動きも遅おそい。シオンの動きでは、ライナの手を、振り払はらうことはできない。


　だから、シオンはこちらをにらんで、言う。


「……離せよ」


「やだね」


「離せ」


「やだ。おまえと同じことをしてやる。絶望して逃げたがってる俺に、無理矢理手をさしのべてきたおまえと、同じことをしてやる。苦しいのか？　なら、一緒に苦しもうぜ。辛つらいのか？　なら、一緒に叫さけぼう。でも手は離さない」


「離せ」


「やだっつってん……」


「離せよ！」


　シオンは、もう片方の腕を上げてくる。殴ってくるつもりのようだった。


　それをライナは見て、それから、


「遅おせぇよ！」


　ライナも、もう片方の拳を上げる。そして思いっきり、シオンの顔を殴る。


　シオンの頰ほおの感かん触しよくを拳に感じる。


「ぐぁっ」
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　と、苦痛の声をあげる。


　だが、シオンは止まらない。


　もう一度、拳を振り上げてくる。


　それにライナは、


「だから、んな攻こう撃げきあたんねぇよっ！」


　と、もう一度殴る。


　シオンは頭を強く打たれて、のけぞる。膝ひざが、がくんっと落ちそうになり、しかしもう一度。


「くそっ」


　シオンは、殴りかかってくる。


　それをライナはよけ、それから思いっきり、拳を突つき出す。


　今度のはもう、相手が気絶してしまうんじゃないかと心配になるほど、手加減なく、殴る。


「……っ」


　シオンが、声にならない悲鳴をあげ、そのまま、倒たおれようとする。


　だがそれでも、ライナは手を離さない。その場にくずおれるシオンの、手を離さない。


　その、ライナの手に支えられたような格好でシオンは、


「……はぁ、はぁ」


　ぐったりと、肩かたで息いきをしている。


　それにライナは、言う。


「……ああ～、悪わりぃ。いまのはちょっと、痛かったか？」


　するとシオンが、顔を上げる。するとシオンの頰が少し腫はれ、唇くちびるの端はしに、血が滲にじんでしまっている。


　そしてその血が、


「…………」


　シオンが流す血が、赤く、なかった。


　人が流す血の色を、していなかった。


　金色の、気味の悪い液体が口に滲んでいて。


　それをライナは、見て、


「……なんだよ、その血」


　と、言う。


　人のものではない血を見て、


「おまえもついに、バケモノになったか。はは、仲間だな」


　と、笑う。


　するとそれに、シオンは自分の口を手でぬぐってから、疲つかれたようにこちらを見上げて、言った。


「……なぁライナ」


「あ？」


「……おまえと話すの、疲れんだけど」


　などと、言ってきて。


　ライナは、また笑う。


「それ、いっつもおまえに対して、俺思ってたんだぜ？」


「ほんとに？」


「ほんとに。ってかおまえとフェリスは、ほっといて欲しいときに限って、ずっとつきまとってくるからさぁ」


　と言うと、それにシオンが、泣きそうな顔で笑って、


「……は、はは……そうか。思ってたより、鬱うつ陶とうしいもんだな」


「いまごろ気づいたのかよ」


「ああ……悪かった」


「悪くねぇけどな」


「……悪かった」


　と、シオンは、言う。


　それからもう一度、離せとばかりに手を、引いてくる。


　もちろん、離さないが。


　シオンはその腕を、うんざりしたように見てから、言う。


「離してくんない？」


「ん～、おまえが俺の話を無視しないって約束したら、いいよ」


「ああ、する。するから、離せ」


　それに、ライナは手を離す。


　するとシオンはつかまれていた手を、少しだけ痛そうになでると、


「ああ……どっと疲れた」


　なんて、言う。


　それからこちらを見て、


「あと言っとくけど俺、男と手をつなぐ趣しゆ味み、ないんだけど？」


　なんて言ってくる。


　それにライナは笑い、


「俺もねぇよ」


「じゃあつなぐなよ」


「おまえが悪ぃんだろ」


「俺が？」


　と、シオンは言う。それから少し黙だまり、そして、


「……そうだな」


　と、呟つぶやく。


　そしてライナはそれにうなずいて、


「勝手に悩なやんで、相談もなしでいなくなりやがって」


「…………」


「どんだけ心配したと思ってんだよ。あと、あれな。おまえの苦く悩のうに全然気づいてやれなかったーっていう、自己嫌けん悪おな。そういうの俺に、感じさせんじゃねぇよ。昼ひる寝ねするたび思い出して、寝ね付き悪くなんだろうが」


「…………」


「だから、ちゃんと言えっつの。助けて欲しいときは、ちゃんと口に出して、言えよ」


　という言葉に、シオンはあきれたようにこちらを見て、言う。


「それ、そのままおまえに返したいんだけど」


　そしてそれに、ライナは大きくうなずいて、


「ああ。そうだな。俺もそういう奴やつだった。でもいまは違ちがう。助けて欲しいときは、助けてーって、言うよ。おまえがいないのが寂さびしい。みんなと一緒にいたい。俺は化物だけど……妙みような『瞳め』を持った化物に生まれたけど……俺も人間だって……人間の仲間だって言われたいって、ちゃんと言うよ」


　と、シオンを見つめて、言う


　自分の気持ちを、真っ直ぐに言う。


　それにシオンが、困ったようにこちらを見る。


　その顔に向かってライナは笑い、


「どうよ？　俺のこの、大人っぷり。おまえにゃできねぇだろ」


「…………」


「もうさぁ、ローランド出てからいろんなことあってさぁ、昔の俺じゃないんだよねぇ」


「…………」


「だって、父親とか出てきてさ、こんな化物な俺に、愛してるとか言うんだぜ？　母親なんて、俺生かすためだけに、命を捨てたらしいぜ？」


「…………」


「おまけに俺は、もう、何十万人もの人間の命を奪うばってさ……なのに……そんな化物なのに、それでも、人間って呼ばれたいんだってさ。化物じゃないって、誰だれかに言って欲しいんだってさ。なんだよそれな。ずっと気取って、俺なんかもういいんだー、みたいに言ってたのに、結局、生きてたいのかよって話だよな」


「…………」


「きっと、殺された奴らの家族とかはすぐにでも俺に死んで欲しいって願ってるだろうけどさ、でも、死ねないんだ。だって、俺に生きてて欲しいと思ってくれる奴らがいるから。必要としてくれる奴らが、いるから」


「…………」


「おまえが俺を……必要としてるから」


　と、ライナは言った。


　そして、シオンを見る。


　するとシオンは真しん剣けんな表情でこちらを見つめて、


「……そうか」


　と、言う。


　それにライナは笑って、


「そうだ」


　と、うなずく。


　そしてそのまま彼は、もう一度手を伸のばし、


「んじゃもっかい、言うよ。俺の手を取れ。そしたら今度は一いつ緒しよに、前に進んでやるから」


「…………」


「おまえがいなきゃ、俺も、フェリスも寂しいんだよ。世界が大変？　おお、いいよ。じゃ、一緒にやろうぜ。なんか聞いたこともないようなでかい話がいっぱいあるみたいだけど、ま、なんとかなんだろ。なにせあのローランドだって、おまえ一人であそこまで変わったんだ。なら、俺らみんなでやれば、きっと世界だって、運命だって、全部変わる。だから」


「…………」


「だから、一緒にやろうぜ？」


　と、言った。


　そして手を、前に差し出した。


　それはシオンが、ずっと昔に自分にしてくれたみたいに。フェリスが、逃にげっぱなしの自分に、してくれたみたいに。


　キファが、ミルクが、愛されてないと叫さけびまわる馬ば鹿かな俺に、してくれたみたいに、シオンに手を、差し出す。


「…………」


　シオンはそれを、見下ろす。


　ライナの手を、見下ろす。


　そして、


「……そんな簡単なら、いいんだけどな」


　なんて言う。


「おまえのその手をつかめば、すべてがうまくいくなら」


「…………」


「そうなるなら、すぐにでもそうしたいんだが」


　そこで顔を上げて、シオンは言う。


　申し訳なさそうに、言う。


「俺はおまえを喰くうか、殺さないといけない」


　それにライナは、答える。


「できねぇこと、言うなよ」


「いや、やるよ」


「無理だね」


「できる。俺はこの世界を……」


　しかしそこで、ライナはシオンの言葉を遮さえぎって、言った。


「ってか、もうその葛かつ藤とう、終わりにしよう。おまえはできない。友達は殺せない。でも、それは弱さじゃないよ。優しいことは、弱さじゃない。強さだ」


「…………」


「あと、もう一つ。どうしても俺を殺すのが必要なことだとして。俺を喰う必要があるとして。でもそれができないって自分を責めるの、やめろよ。その責任は、俺が負ってやっから」


　それにシオンはこちらを見て、


「……おまえが？　いったい、どうやって？」


　と、言う。


　そしてそれに、ライナは両手を広げ、にやりと笑って答える。


「俺、喰われたくないから、喰われてやらねぇ。世界が消えるかも？　知らねぇよ。俺がいなくなったら泣く奴がいんだよ。そいつ泣かせて、なにが世界だ」


「…………」


「おまえだって、そうだぞ。おまえが犠ぎ牲せいになったら、俺もフェリスも、泣くんだよ。だから、もうやめろよ。苦しそうな顔するくらいなら、全部一回、やめちまえ。世界を救う勇者？　んなもん、いらねぇっての。それこそ誰も頼たのんでねぇんだよ。だから、俺がいま決めてやる。おまえが葛藤してること全部を、いま俺が決めてやる」


「…………」


「俺は、犠牲になってやらない。で、おまえも泣きそうなほど辛つらいなら、全部やめる。やめて、で、それでも前に進もうと思ったら、そんときまた考えようぜ。世界救いてーとか、ガキみたいなことしたくなったら、そんときは自分たちのやり方でやろう。神とか関係ねぇよ。俺たちが全部決める。そのせいで世界が消えたら……全力尽つくして、それでもだめだったら」


　そこでライナは、肩かたをすくめて、


「ま、しょうがねぇよ。俺らは頑がん張ばった」


　と、言った。


　あっさりそう、言った。


　そしてそれに、シオンは目を大きく見開く。こちらを見つめ、それから、胸を押さえ、


「……くそ、おまえといると……」


　と、呟く。


「おまえらといるといつも……心が、弱くなるな……」


　そんなことを、呟く。


　そしてそれに、ライナはシオンを見つめて、言う。


「だぁから、弱いほうが、強いっつってんだろ」


「…………」


「犠牲にならないで、世界を救う強さを……」


「無理だよ。そんなのは、絵空事だ」


「ああ、そうかもな。でも俺は……」


「黙れよ。あんまり、誘ゆう惑わくしないでくれよ」


「いやこれ、誘惑なんかじゃ……」


　が、シオンはそれを遮って、


「おまえが言ってるのは全部、甘い幻げん想そうだ！」


　と、シオンが叫んだ。


　まるで吐はき出すようにそう、シオンは叫んだ。


　そしてそんなシオンに、ライナは言った。


「ああ、そうかもな……でもその幻想を、おまえが俺に信じさせたんだ」


「…………」


「おまえが手を出して、俺に夢を見せたんだ。おまえがやるって言ったんだよ！　逃げ回ってた俺を無理矢理つかまえて、おまえが言ったんだ。誰も泣かない国を作るって。『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者も差別されないような世界を作るって。で、俺はおまえならそれができると信じた。だから……」


「…………」


「だからこんなところで負けないで、また偉えらそうな顔で世界を変えるって、言えよ！　俺についてこいって、言え！　おまえは……おまえは、世界を救う、英えい雄ゆう王なんだろうがっ！」


　と、ライナは怒ど鳴なった。


　そしてそれに。


「…………」


　その、言葉に、シオンの表情が、少しだけ変わる。なにかを考えるかのように。なにかに戸と惑まどうかのように。


　そしてまた、


「……俺は」


　と、呟つぶやく。


　シオンは胸を押さえて、


「……俺は……」


　そう、呟く。


　そしてそれに、ライナは思う。


　もう一押しだと。


　あと少しで、シオンが戻もどってくると、思う。


　シオンがいま、なにに葛藤して、なにと戦っているのか、本当のところはわからない。レムルスが言っていた話がどこまで本当なのかもわからないし、レムルスが話していないこともきっと、なにかあるだろう。


　だが、ここでシオンを口く説どき落とさなければ、ならないのだ。手をつかんで、引きずり上げなければならないのだ。


　自分たちのほうへ。


　遠い場所から再び、自分たちのところへ戻ってくるように、ここで引き上げる必要があるのだ。


　なぜなら、シオンが辛そうな顔をしているから。泣きそうな顔をしているから。


　なにが正しいとか、間ま違ちがっているとかは、関係ない。


　救わなければならないと思う理由は、それだけで十分だった。


「…………」


　とそこで、ライナは目を、シオンから外して天てん井じようのほうへと向ける。おそらくはいまのこの光景を見ているであろう、レムルスのほうへと、意識を向ける。


　レムルスがここで、二人を会わせることによってなにをしたかったのかは、わからない。だが、レムルスはこう言っていた。あの、軽けい薄はくな口調でぺちゃくちゃ喋しやべる神は、こう言っていた。


　──シオンを救う方法を、教えてやる。


　と。


　だが、その方法は話さずに、消えてしまった。ただ二人を会わせるだけで、消えてしまった。


　でも別に、レムルスからシオンを救う方法なんて、聞く必要はないのだ。


　よくわからない自じ称しよう神の言うことなんか、聞く必要はないのだ。


　だって、シオンは仲間なんだから。


　ずっと一いつ緒しよにいた、仲間なんだから。


　なら、自分のやり方で、手をつかめばいい。しっかり、つかめばいい。


「…………」


　そしてここで一気にシオンの心をとらえ。


　会話ができる状態まで持っていき。


　さらにその上でレムルスが用意しているなんらかの計略から抜ぬけ出して。


　おまけにこの強力な結界が張られている塔とうからも逃げ出す必要がある──


　と、今からやらなきゃいけないことを一気に頭に廻めぐらせて、ライナは思わず、


「……ああくそ、なんだよそれ。難易度たけぇなぁ」


　うめくように小さく、そう呟く。


　たぶん、欲よく張ばると全部失う。


　シオンはそう簡単に、戻ってこないだろう。いま、少しくらい会話の上で仲良くしたところで、こいつの考えはそう簡単には変わらないはずだ。


　いや、その程度で簡単に変わってくれるのなら、そもそもこいつは泣いたりしないはずなのだ。


　じゃあ、レムルスの計略を出し抜くほうは簡単なのか？　っていうと、そっちもかなり厳きびしい。


　とりあえずはここまで、レムルスは本当に完かん璧ぺきに動いている。自分の話したいこと以外は話さず、すべてレムルスが想定したとおりに状じよう況きようが動いている。


　なにより、レムルスがなにをしたいのか、という、一番大切な核かくの部分がわかっていないのが、厳しい。相手を出し抜こうにも、相手がしたいことがわからなければ、対応のしようがない。


　そして最後に、じゃあ、塔から逃げちゃおうぜ、という話についても、ライナは能力を封ふうじられ、シオンの剣けんは結界にはまるで効きかないようで、もう、完全に八はつ方ぽう塞ふさがりだった。


　だからいま、できることは、シオンを取り戻すことだけだと、自分に言い聞かせる。


　それ以外に意識を奪うばわれればきっと、すべてを取りこぼしてしまうと、言い聞かせる。


　まずはシオンときちんと向き合って、話す。


　その後どうするかは、それから考えよう、と、決める。


「…………」


　そしてライナはシオンを見つめ、言葉を続けようとする。


　なんとか、自分のほうを見てくれるように。


　暗くら闇やみや絶望、責任や使命みたいなものじゃなく、なにかもっと、くだらないことに。くだらないけど大事なことに目を向けてくれるように。


　たとえばそれは、だんごや。


　昼ひる寝ねや。


　馬ば鹿か話ばなしで仲間と笑ったり、家族や恋こい人びとが幸せそうにしてたり。


　世界がどうこうとかじゃなくて、目の前がほんの少し明るければ、それにだって意味があるってことを。


　化物に生まれた俺が……おまえや、おまえらが笑ってるのを見るだけで、生きてる意味があるって思えたことを、伝える必要があると、そう思って。


「……なぁ、シオン」


　とそう、口を開いた。


　しかしそこで突とつ然ぜん、目の前に銀色の筋が躍おどったのに、気づいた。


　その筋は、気を抜いていれば絶対に気づかないくらいに細い、細い、糸だった。


　だがライナはそれに、気づくことができた。


　なぜならレムルスに対して、警けい戒かいしていたから。いつでもすぐに動けるように、意識を集中していたから──絶対に見えないはずの糸に気づくことができた。


　そしてその糸がなんなのか、ライナは知っていた。以前に、見たことがあった。


　シオンの、配下が使っている武器。


　確かルーク・スタッカートとかいう名前の、異常に頭が切れる奴やつの、武器だった。


　その糸が、ふわりとシオンの首のまわりを囲もうとする。それはまるで優しく包むように、まったくなんの害もなさそうに、シオンの首を囲む。


　そして、


「シオン！」


　ライナは、叫さけぶ。


　そのまま一歩前に出て、シオンの髪かみをつかむ。


「なっ」


　と、驚おどろいた顔でシオンがこちらを見たときには、糸が急速に収縮を始めている。


　ルークが、強く糸を引いたのだ。すると糸が縮み、シオンの首をはねようとする──


　その、直前に、


「ああくそ、間に合え！」


　ライナは、シオンを床ゆかに、思い切り倒たおす。糸の輪から頭が抜けるように、シオンを倒す。


　するとなんとか糸から、シオンを救うことができた。


　シオンはなにが起きたかわからず、


「いったい、これは……」


　なんてことを言っているが、もうライナはそちらを見ない。


　ただ、糸の出所へと目を向けて、


「くそ、なんであいつがここに……」


　が、言葉はそこまで。


　背後で気配がする。


　かすかな気配がする。


　それに、


「ちぃっ、糸の出所は、罠フエイクかよ！」


　ライナは振ふり向むく。振り向いたさきには、ルークがいる。


　まだ若そうな見た目なのに、真っ白くなってしまっている髪に、閉じているのか開いているのかわからない、糸目。


　ルークは左手でナイフを持っている。そのナイフが、一直線にライナの首に突つき立とうとする。


　動きは、速くない。


　ライナに対応できない速さじゃない。


　いやそもそも、こいつはそれほど、強くないのだ。魔ま法ほうの展開速度だって、ライナや、魔法騎き士し団のような、特別に鍛きたえられた戦せん闘とう兵と比べてしまえば、おそまつといってもいいほどに遅おそい。


　なのに、ルークのそのナイフは、絶ぜつ妙みようによけにくい角度で迫せまってきていて。


　糸の出所へ目を向けたあとに振り返ると、ちょうどよけられないような角度で迫ってきていて。


「だぁもう！　だからこいつと戦うのは、嫌いやなんだ！」


　と、ライナは、体勢が崩くずれてしまうのを覚かく悟ごして、上半身を反そらす。それで一いつ瞬しゆん、首にナイフが届くのが、遅おくれる。そこを狙ねらって、ルークのナイフを持った腕うでをつかむ。


　するとそれにルークが、困ったような顔を作って、


「あら、困った。止められちゃいましたか。やっぱりあなたは強いなぁ」


　などと、言う。


　そして攻こう撃げきは、それで終わり。


　ルークの動きは、止まる。


　だがそれに、


「…………」


　ライナは、騙だまされない。


　こいつは、このルーク・スタッカートという男はこんな、真まっ直すぐナイフで突いてくる、なんていう、粗あらい攻撃をしてきたりは、しないのだ。


　だからライナは、目をこらす。目の前に現れた糸目の男が、なにか妙みような動きをしていないか、目をこらす。


　すると一瞬だけ、ほんの一瞬だけ、ルークの右手が動いたのが、見える。


　右手が、なにかをする。


　なにをしたのかは、わからない。


　また、死角だ。


　ちょうどライナが見えない場所で、ルークはなにかをした。


　そしてそのなにかは、いま、ライナが見ている範はん囲いじゃない、どこかへ向けたもので、


「ああああくそ、後ろか!?」


　ライナは、振り向く。


　敵を目の前にして、敵から目をそらすなんてのは自殺行こう為いだとわかっているが、しかし、ライナは振り向く。


　見るのはシオンのほうだ。


　こいつは糸で、シオンを狙ってきた。


　なら、こいつの目標は──


「シオンか！」


　と、振り返る。


　振り返ったさきには、一枚のコインが飛んでいる。


　ごく普ふ通つうの、コイン。


　どこの国のものかはわからないが、見た目はごく普通の、コイン。


　それがシオンのほうへと飛んでいく。


　ゆっくり、ゆっくり、くるくる回転しながら飛んでいく。


　おそらくルークは、あのコインを投げたのだろう。そしてそれにいったい、どんな意味があるのかはわからない。あのコインも、意識をそちらへ向けさせるための罠フエイクなのか、それとも、なにかとんでもない効力を持った、『忘却欠片ルール・フラグメ』なのか？


　罠ならきっと、それに反応した瞬しゆん間かん、終わる。ルークはその隙すきを、見み逃のがさない。ナイフがきっと、首に突き立てられるだろう。


　しかしあのコインが『忘却欠片ルール・フラグメ』なら、あれを防がないと、今度はシオンが──


「あああ、くそがぁああ」


　ライナは、ルークの腕を放す。そして振り返りざまに蹴けりを放つ。コインに向かって。シオンへと飛んでいくコインを、蹴り飛ばすように、かかとを回す。


　コインがかかとにあたる。


　カチンっという音が鳴り、壁かべのほうへと飛んでいく。


　そしてその、刹せつ那な、


「命をかけて、友達を守った。いやぁ、死ぬ理由としてはとても素晴らしいですね」


　背後でルークの声が聞こえる。


　そして首に、ナイフがあたったのが、わかる。肉を裂さき、首の中へとナイフが入ろうとしてくるのが、わかる。


「……あ」


　ライナが言えたのは、それだけ。


　それ以上の反応は、無理だった。


　死ぬ。


　頭の中にそんな言葉が浮うかび、しかし、


「ライナ！」


　シオンがすぐ横まできて、拳こぶしをライナの背後へと突き出している。


　どんっと背後で音がする。ナイフが首に刺ささらないで、離はなれるのがわかる。


　と同時に、ライナは振り返る。


　背後の敵を見る。


　するとルークはシオンに殴なぐられて、後ろに少し下がっている。


　低く、低く、体勢を整えている。


　そのルークを見下ろして、シオンが言う。


「いったい、なんの真ま似ねだルーク」


　それにルークは目を上げ、


「なにって、必要なことを、必要なときにするだけですよ、シオンさん」


　と、右手をぐいっと引く。


　瞬間、いつの間にか部屋中に敷しき詰つめられていた糸が、一いつ斉せいに収縮を始めようとする。


　だが、それにはもう、ライナは対応できている。ルークがいまの攻こう防ぼうだけで終わるとは思っていなかったのだ。


　だからすでに体勢を立て直し、光の魔ま方ほう陣じんを描えがき始めていて。


　そして、言う。


　ルークには反応できない速さで、


「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光くう……」


　魔法を、放とうとする。


　だがそれに、


「待て！」


　シオンが、ライナの手を撥はね上げる。どういうつもりなのか、こいつはルークのことまで、守ろうとして。


　こんな状じよう況きようで。


　こんな、とんでもなく強い奴が殺しにきているような状況で、相手を守ろうとして、ライナはそれに、


「ああ!?」


　思わずそう、声をあげた。


　そしてシオンのほうを、見る。


　だがその一瞬の隙が、命取りだった。


「いま、楽にしてあげましょう」


　そう言って、ルークが手を引く。


　すると糸が舞まい上がる。


　その糸はシオンを殺すように、設置されている。


　首が、胴どうが、足が、斬きり裂かれるように糸が跳ね上がって。


「やめろ！」


　ライナは叫さけぶ。


　だが、間に合わない。


　手を伸のばしてシオンの胸に触ふれるが、しかし、糸を止めることが、できない。


「やめてくれ！」


　ライナは叫ぶ。


　だが、糸はそのまま収縮を始める。


　ライナはそれに、懇こん願がんするようにルークのほうへやめろと叫ぼうとして、しかし、


「……はぁっ!?」


　ルークのほうを見て思わず、そう叫んでしまった。


　なぜならルークの背後に、また、別の男がいたから。


　おまけにそいつのことも知っている。


　燃えるように赤い髪かみに、鋼はがねのような体。


　ローランド帝てい国こくの、軍服。


　クラウ・クロムという名の、シオンの部下がそこにはいて、


「おら！」


　と、思いっきり、ルークへと蹴りを放つ。


　そしてさすがのルークもその展開は予想してなかったようで、クラウのほうを見て、


「え、なんで……」


　と言いかけたところで、


「うわっ」


　ルークは蹴り飛ばされて、吹ふっ飛ぶ。


　吹っ飛ぶと同時に糸も引こうとするが、しかし、その動きもクラウには見えているようで、糸の途と中ちゆうを踏ふんでしまう。


　それにルークは、


「ああ、もう」


　と、珍めずらしく少しだけ困ったような声をあげて、糸を離す。そのまま床ゆかに着地し、顔を上げる。


　そして、言う。


　少しだけあきれたような顔で、


「……よりにもよって、私以外の決定者は、あなたですか」


　するとクラウがルークのほうを見て、それから塔とうの中を見回してから、


「なんだ、こりゃ。まず状況を説明しろ。いったいどうなってる？　ここはなんだ？」


　それにルークは立ち上がって、言う。クラウを見つめ、


「ええと、ちょっとクラウ、脳みそ筋肉のあなたは邪じや魔まなので、一度帰ってもら……」


　が、その言葉の途中でクラウが、懐ふところからナイフを取り出す。その動きは、かなり速い。おそらくライナでも対応しきれないほどに、速い。


　そしてそのままそのナイフを、投げようとする。


　それにルークが顔をしかめ、


「くそ」


　と、反応しようとする。
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　だがクラウは、ナイフをルークのほうへは、投げない。


　投げた先は、床だった。


　少し離れた先にある、床。


　そちらには一枚のコインが、落ちているはずだった。


　そのコインに、ナイフがあたる。


　するとコインが飛ぶ。


　ルークから離れるように、少し遠くに、弾かれてしまう。


　そしてそれに、クラウは笑って、


「お～まえ、甘あめぇよ。俺に蹴られたとき、俺に反応するより先にあのコイン見たろ。俺相手にそんなバレバレな反応するなんて、腕うで落ちたんじゃねぇか？」


　なんて言って、それにルークは少しだけ困ったようにコインのほうへと目を向け、それから再びクラウを見て、


「バレバレって、なにがバレてるんですか？」


　と、聞く。


　するとクラウは肩かたをすくめ、


「さあ？　でも基本、俺はおまえがやりたいことは邪魔する主義だ」


「やな主義ですね」


「おまえはやな奴やつだけどな」


「あはは……しかし、昔もこんなことがありましたね。ローランドが革命される、少し前。私がシオンさんを殺そうとして、あなたが守った」


「…………」


「で、あのときもあなたがシオンさんを守る理由は、なかった」


　という言葉に、クラウは言う。


「あぁ？　あんときは理由あったろうが」


「あれ、そうでしたっけ？」


「あった。うん。あったな」


「ちなみに、どんな理由でした？」


　その問いに、クラウは自信満々に、


「俺はおもしろそうなほうが、好きなんだよ。で、シオンは生かしたほうがおもしろかった。な？　ちゃんとした理由だろ？」


　なんて、言い出して。


　そしてそれに、ルークは困ったように笑う。


「……おもしろそうって、もう……そういうのが私、一番嫌きらいなんですよねぇ。状況がわかってないのに、その直感はたいてい的確で……頭使うのが、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなる」


「はっ、その口ぶりじゃまるでおまえが頭いいみたいじゃねぇか」


「あはは。確かにそう響ひびきますね。クラウよりいいのは間ま違ちがいないですけど」


「はっ、殺すぞ？」


「ふふふ、あなたにはできませんよ」


　と、ルークは笑う。笑いながらやはりコインと、クラウ、そしてライナの距きよ離りを測るように見ている。


　その、シオンの部下二人を見つめて、


「なんかおまえの部下、すげぇ奴ばっかだなぁ」


　とライナが言うと、シオンは笑みを浮かべ、


「だろ？　その部下に、いま殺されそうだったけどな」


「ふむ。どうせおまえ、俺がいない間に悪いことばっかしてたんだろ？」


「あー、どうかな。徹てつ夜やで仕事とか？」


「そりゃ殺されるわ」


「はは」


　と、笑いながら、しかし、シオンはこちらを見ない。ルークのほうにだけ、意識を向けている。


　当然だ。


　ルークはそれほど、まずい相手だった。すべての言葉と動きに罠わなを仕し掛かけてくるような、敵としては一番厄やつ介かいなタイプだった。


　そしてその、厄介な相手と、


「…………」


　それから、おそらくローランドで最も強い、赤髪の魔ま法ほう兵──その両方に気を配りながら、ライナは言う。


「あー、とりあえず一度、落ち着……」


　が、それを遮さえぎって、


「いったい、これはどういうことだ。おまえらがなぜ、ここにいる？」


　と、シオンが聞いてしまう。


　ライナはそれに、


「…………」


　いま、俺が喋しやべってる途中だったろ？　と言いたくなるが、まあ、とりあえず聞きたいことは一いつ緒しよなので、我が慢まんする。


　するとそれに、クラウが答える。やはりルークに警けい戒かいしたまま、


「そりゃこっちのセリフだろうが、シオン。うちの王様が一人で、勝手に消えた。軍は大混乱だ。だから全軍をあげて捜そう索さくを……ってああもう、ンなのはどうでもいんだ。おまえこそいったい、ここでなにやってる!?」


　と、怒ど鳴なる。


　さらにライナのほうを見て、


「だいたい、な～んでその猫ねこ背ぜがいる？　そいつは敵国の首領だろうが」


　なんて、言ってくる。


　それにシオンは、


「…………」


　しかし、答えなかった。


　そしてそんなローランド内の内輪もめを無視して、ライナは目を動かす。


　こいつらがいったい、どこから入ってきたのかを確認する。


　こいつらが入ってこれたということは、おそらく、入り口があるはずなのだ。


　入ってくるには、入り口がなければいけないはずなのだ。


　そして入ってこれたのなら、出ることも……外に出ることもできるはず……


「…………」


　と、目を動かしかけて、しかし、すぐにその、入り口を見つけてしまう。


　出口を見つけてしまう。


　それは、扉とびらだった。


　塔に唯ゆい一いつ存在していた、扉。


　外に繫つながっているその、扉が、いつの間にか大きく開け放たれていて。


「って開いてんのかよっ」


　と、思わず小さく突つっ込こむ。


　そしてそのライナの視線に、ルークが気づいたのが、わかる。


　おまけにそのルークの反応に、クラウも気づいて。


　そして三人同時に、


『…………っ』


　動きかけて、止まる。


　お互たがいがお互いを牽けん制せいしあい、動けなくなってしまう。


　それにライナは、


「ああ、もう！　なんだよこれ！」


　うめくように言う。


　続いてルークが言う。


「というか、クラウ。まさか状じよう況きようもわからず、決定者になったんですか？」


「あ？　その決定者ってのは、なんだ？」


「これだ……」


　と、あきれたように言うルークを、ライナは見る。


　決定者。


　それがいったい、なにを意味しているのかは、わからない。だが、おそらくはこれも全部、レムルスの筋書きの上だろう。じゃなきゃこんなに都合よく、ローランドの未来を左右しそうな奴らがこの塔の中に揃そろうはずがない。


　レムルスが、こうなるように仕向けたのだ。


　それにライナは聞く。


「……おいルーク。おまえ、レムルスに会ったのか？」


　するとルークがこちらを見て、


「ええ、会いました」


「で、なに言われた」


「…………」


　しかしそれに、ルークはなにかを考えるように一度黙だまり込み、それから、


「ああ、なるほど、これはまずいな。この配置……やはりレムルスに一いつ杯ぱい食わされたか」


　と、顔をしかめる。そのまま一気に、ルークはクラウのほうへと動く。


　当然ライナも、クラウも、それに反応する。ルークを止めにかかろうとする。


　だがそれに、ルークが言う。


「シオンさんを殺すのは、やめました。だから邪じや魔ましないように」


　と言うのにライナは、


「そんなん……」


　続いてクラウが、


「信じられるかよ！」


　と言って、ルークを止めようとする。


　だが、ルークは気にせず、クラウが踏ふんでいる糸を拾おうとする。完全に無防備なまま、クラウの足下へと手を伸のばそうとする。


　そしてそれにクラウは拳こぶしを振ふり下ろしながら、言う。


「って、そりゃ無防備すぎんだろ」


　が、やはりルークは無視で、


「クラウ、殺す相手を変える。ライナ・リュートを殺しましょう」


「あ？」


「時間がない。いいから、私の言うことを聞いて」


　と、いう言葉に、クラウがなぜかルークへの攻こう撃げきの手を、止める。


　ルークの言葉はシオンを攻撃するための引フっエかイけクの可能性もあるのに、クラウはなぜかルークの言葉をあっさり信じて、手を止める。


　そして、こちらを見てくる。


　するとルークが笑い、


「はは、また正解。ここまでくるとあなたの直感は、怖こわいですね、クラウ」


　なんて、言う。


　それにライナはルークへ攻撃しようとしていた体を慌あわてて止め、


「うおうお、いきなりなんだよ、それ。まっずい、一気に状況が悪化した」


　と、うめく。


　この二人を相手に、一人で戦う方法は、まるで思いつかなかった。一対一でも、運の要素がなければ勝てないような相手なのだ。


　だからライナはそのまま、横にいたシオンの髪かみをつかみ、


「くそ、おいシオン、逃にげるぞ」


「なっ、ちょ、ライナ」


　が、シオンには発言させない。


　なぜなら、逃げなければならないのは、自分だから。こいつらは、シオンの部下なのだ。そして、シオンを救うために、攻撃してこようとしている。


　この、レムルスに管理されて、よくわからないことだらけの塔とうの中で、初めてまともな、人間らしい展開が目の前で起きようとしている。


　そしてそれは、ライナにとってはひどく不利な展開で。


「シオン、とりあえず外へ出るぞ！」


　と、引っ張ろうとする。


　だが、シオンは動いてくれない。


　こちらを見て、


「俺は、いかない。逃げるなら一人で……」


「だめだ！　俺はおまえを連れていく。絶対にもう、おまえとは離はなれなっ……」


　が、そこでルークが、糸を拾う。その糸は、すでに部屋中に展開されてしまっている。


　そして、


「いえ、あなたにはあの世へ、一人でいってもらいます」


　などと、言う。


　糸が跳はねる。


　ぐるぐるとライナの周囲を囲み、一気に収縮して。


「ライナ！」


　と、シオンが叫さけぶ。そしてこちらにこようとする。


　きたら、糸の嵐あらしに巻き込まれて、死んでしまう可能性がある。だからライナはシオンに言った。こちらにこようとするシオンに向かって、


「くるなっ！」


　と、叫んだ。


　それでもシオンがこちらへ走ろうとする。


　だが、それを見み越こしていたかのように、シオンの背後にクラウが迫せまっていて。


　それにライナは、言う。


「シオンを止めろ、クラウ！」


　そう、頼たのむ。


　するとクラウの手が、シオンの肩かたにかかる。


「離せ！」


　シオンは叫ぶ。


　だが、クラウは離さない。


　その間にも糸は収縮して、ライナの首と、右足をとらえる。


　そしてそのまま切断──


「できないんでしょ、どうせ」


　と、ルークが言う。


　それと同時に、ライナの背後からまた、声がする。


「おーおー、なんだよこれ、なーにいじめられちゃってんのよ、ライナ」


　なんて男の声がして、そしてルークが放っていた糸が、切れる。


　何者かに、切断される。


　切断したのはたぶん、その声の主ぬしだ。


　そしてライナはその声も、知っていた。


　それはかつてローランド帝てい国こくの、『隠いん成せい師し』という組織にいたときに、知り合った奴やつの声。


　いまは『蒼あおの公ひ主め』とかいう、これまたライナの兄弟弟で子しがやってる傭よう兵へい組織にいる奴の声。


「ゾーラか！」


　と、ライナがそちらを見ると、そこにはやはり、ゾーラがいた。


　ゾーラ・ロム。


　茶色い髪に、負けん気の強そうな青い瞳ひとみ。


　身に纏まとっているのは、胸のところに朱雀すざくが飛びたつ紋もん様ようが模かたどられた紅色の戦せん闘とう服。おそらくは、『蒼あおの公ひ主め』の戦闘服だ。


　さらに背後から、


「やぁやぁ、か弱い捕とらわれのライナ姫ひめ。うちの女ひ王めからの命令で、救出にきましたよ～」


　なんて声がかかる。


　そしてその声も、知っている。


　ライナがそちらに向くと、ゾーラと同じ戦闘服を着た、目を閉じたままの、金きん髪ぱつの男がいる。


　ペリア・ペルーラだ。


　かつて、ジェルメ・クレイスロール訓練学校において、ライナと、そしてピア・ヴァーリエの三人で学んだ、兄弟弟子がそこにはいて。


　そしてそのまま、まるでライナを守ろうとするかのようにペリアは一歩前に出て、言う。


「あ、うちのライナを惑まどわす、『勇者』がいる」


　するとゾーラが言う。


「狂くるった勇者だろ？　ったく、ライナには前から友達選べって言ってんのに、全然聞かねぇんだよなぁ。だから」


「殺します？」


「ああ～、そりゃいいけど、ルシル・エリスがいたら、やべぇぞ。俺前にあいつに殺されかけたし……」


「う～ん、一応『忘却神器ルール・フアジール』は持ってきてますが……一個なんですよねぇ。『勇者』に、『悪魔ルシル』に、レムルスか……さて」


　なんて勝手に話す二人に、ライナは、


「ちょ、おまえらいきなりきて、なに言い出してん……」


　が、ゾーラとペリアが同時に、


「うるさい」


「黙っててください」


　と、いきなり殴なぐってくる。


「うおっ」


　とっさにライナはそれを、両手を上げて防ごうとするが、しかし、その手をくぐりぬけるように両方ライナの顔面にあたって、


「ぐわ、うえっ……って、痛いてぇよ！」


　するとゾーラが言う。


「そりゃ、痛くしたからな」


　続いてペリアが、


「そうそう。だいたい、ライナがすぐに僕らの仲間になってればこんなことにならないのに」


　と、ちょっと怒おこったように言ってきて。


　そしてそれに、こちらを見ていたクラウが、言った。


「なんだ、あいつら」


　それにルークが、答える。


「さあ？　でもたぶん、彼らも決定者でしょう」


「だぁからその、決定者って、なんだよ」


「……クラウとライナ・リュートは、シオンさんを守る側。で、あの二人はライナ・リュートを守る側。こんだけ揃そろえられたら、とてもじゃないけど、私では誰だれも殺せない。なにも決定できない。つまり、結局全部、レムルスさんの掌てのひらのうえ……自分がやりたいようにやるためだけに、シナリオを組んでいた、っていうことで、いいんですかねぇ？」


　と、ルークは天てん井じようのほうを見る。


　それにクラウが、


「おまえ、誰に言ってんの？」


　という問いかけに、ルークは肩をすくめ、答える。


「神に」


「ああ？　なんだそりゃ？」


　とそこで、シオンが言う。


「おまえ、レムルスに会ったのか？」


　するとルークはシオンのほうを見て、言う。


「陛へい下かがライナさんを助けにきたりしなければ、会わなくてすんだんですけどねぇ。あの、茶色い髪の彼じゃないですが、一国の主あるじたる者、少しはお友達を選んでもらえませんかね？」


　なんて、言う。


　そしてそれにシオンが顔をしかめたところで突とつ然ぜん、それは始まった。





《はいはーい、じゃ、役者が全員揃そろったところで、クライマックスを始めちゃおうかな～》





　空から、神の声が降ってきた。


　それに、その場にいた者、全員が天井を見上げる。


　するとその、見上げたさきにレムルスが現れている。天井に立つように、八本の腕うでと、無数の瞳を持った化物が現れていて、


「……なんだぁ、ありゃ」


　クラウが、言う。


　続いてゾーラが、


「ペリア。『忘却神器ルール・フアジール』を用意しろ」


　と、言って、しかしそれにペリアが表情を曇くもらせて、


「あれが本体なら、撃うってもいいんですけど……僕の目にはレムルスの姿が映うつってないんですよねぇ。ゾーラの目には、天井になにかいるように見えるんですか？」


　なんて、言う。


　それにライナは、ペリアのほうを見る。するとペリアはやはり、目を閉じたままだった。いや、彼は目を開ける必要がないのだ。


　なぜならかつてのローランド帝国で行われていた、『全結界』という能力を開発するための人体実験によって、視覚と、聴ちよう覚かくと、触しよつ覚かくを失っているから。


　そしてその代わりに、通常では知覚できないほど広い範はん囲いの出来事を感じることができる、特とく殊しゆな魔ま方ほう陣じんを脳に埋うめ込まれている。


　その、ペリアが、天井にはレムルスがいないという。


　つまり、あれは幻げん覚かくということだ。


　その、幻覚のレムルスが、





《いやー、いるよ。ここにいるよ。神は凡ぼん人じんの目には見えないのかなぁ》





　などと言って、笑う。


　笑う。


　笑う。


　それにルークが言う。


「クラウ」


「ん？」


「シオンさんを守って、逃にげる準備を……」


　が、そこで、ドンっという音を立てて、ライナの背後にある扉とびらが閉まる音がする。


　そしてそれにレムルスが、





《この劇は、見終わるまで出られないよー。トイレにいきたい人は、もう少しだから我が慢まんするように》





　なんて、言う。


　それにゾーラが少しだけ顔をしかめ、


「あいつが本体じゃないなら、早く本体を見つけろよ」


「ん～、それが、やってるんですけど、塔とうの中には僕ら以外に反応がないんですよ」


「なんだよ、相変わらずおまえ、無能だな。ピアにチクってやろ」


「ええ？　ってもう、ゾーラも手伝ってくださいよ」


「んぁ～、じゃあもう、壁かべに撃つか。穴開けて逃げよう」


「あ、それはいいですね」


　などと言い合っていて。


　さらにルークが、


「レムルスは、無視しましょう。クラウ。ここから先の展開は、私たちで決める。私たち、人間が……」


「ってか、だからありゃ、なんだよ。まずそれを……」


「説明している暇ひまはありません。だから、聞かせてください」


「あ？」


「シオンさんとライナ・リュート、どちらかを殺さなきゃいけないとして、どっちを殺したらおもしろいと思いますか？　私はあなたの直感に従います。なにせ、あなたのほうが私より運がいいですからね」


　するとそれに、クラウはシオンと、ライナを見て、


「ま、そりゃライナだろ」


「うわ、即そく答とうだなぁ」


「ライナを守ってる奴やつらは強そうだし、殺すとなったら、そりゃおもしれぇことになんじゃねぇの？」


　などとクラウは言い、それにルークは困ったように笑って、


「その、まーるで選せん択たくの理由になってないところが、いいなぁ。効率的じゃなさすぎて、私じゃ絶対選べない」


「おまえ、馬ば鹿かにしてんだろ」


「いや、本気でそう思ってます。そしてそこが、レムルスの予想を超こえる気がするので、やりましょう。ライナを殺します。私が囮おとりになるので、私の命は気にせず、クラウはライナ・リュートを殺してください」


　と、ルークが飛びだす。


「おい、まじでやんのかよ！」


　と、クラウが怒ど鳴なる。


　そのときにはもう、ペリアが反応している。やはり目を閉じたまま、


「ゾーラ、右斜ななめ上、真左、左下から、糸がくる」


「おーけー」


　と、ナイフを構える。するとそのナイフの刀身が緑色に光り始めて、


「ちょっとでも俺らに勝てると思ってんなら、おまえら後こう悔かい……」


「正面の赤あか髪がみが魔ま法ほうを展開……じゃない、完成した。うわ、速いなぁ」


「ああ？　そっちはおまえが止めろよ、ペリア。俺は白髪しらがを殺やっから」


「あ、そう？　じゃあゾーラのこと見ないよ」


「はぁ？　いらねぇよ。俺様を誰だと思ってんだよ」


「馬鹿？」


「あとで殺す」


「あはは」


　と、二人が飛び出す。


　そしてそれを、ライナはなにもできないで見つめる。いや、ここでなにが起きているのかが、まるでわからなくて。


　レムルスがなにをしたかったのかが、まるでわからなくて、動けない。


　だから、シオンを見る。


　クラウと、ルークの後ろにいる、シオンを見る。


　レムルスの目的は、シオンのはずなのだ。なにせ、ライナを人ひと質じちにとってまで、ここに呼び寄せたのだから。


　しかしシオンも、こちらを見ていた。


　心配しているかのような顔で、こちらを見て、それから天井を見上げる。


　するとそこで、レムルスが言う。





《いやー、すごいね。神様が現れてるのに、だーれも僕の言葉を聞かない。みんながみんな、自分が考える、正しいと思うことをしてる》





　そこで、ゾーラの持っている、あきらかに特殊な力がありそうなナイフが、ルークの糸を次々斬きり裂さく。


　さらにペリアが『光燐くうり』の魔ま方ほう陣じんを描えがき、それをシオンへと向けようとして、


「ちぃっ、狙ねらいはシオンか」


　クラウは、魔法を、放つ。すでに描いていた、ペリアと同じ魔法を、


「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光燐くうり！」


　やはりペリアが描いていた、『光燐くうり』の魔方陣へぶつけるように、放つ。


　それにペリアは、


「これはふぇーいく。で、君の命は終わりだ、赤髪」


　クラウとの距きよ離りを一気に詰つめ、懐ふところからナイフを取り出す。それを跳はね上げる。


「うおっ」


　クラウは反応する。ペリアが放ってきたナイフの刃はを、右手でつかむ。


　それにペリアは笑って、


「毒です」


　しかしクラウも笑い、


「義手だよ、ば～か」


「おっと」


「で、おまえは終わりだ。義手の呪じゆ詛そを解放……」


「燃えろ」


　ペリアが、呟つぶやく。


　するとクラウの手に止められていたナイフが、真っ赤に輝かがやいて。


「おーおーやべぇ。やべぇから、それ、おまえが喰くらえよ」


　ナイフを、ぐいっとペリアに押しつけようとする。


　その、押した力を利用して、ペリアが後方へと飛ぶ。ライナの、すぐそばまで戻もどってきて、


「力、つっよいなぁ。おまけに『ベノリノの牙きば』を取られちゃった。ピアに怒おこられるかな」


　なんて、言って。


　そしてそれを、ライナは見る。


　ルークと、ゾーラを。


　クラウと、ペリアを。


　そしてそれをにやにや見下ろしている、レムルスを。


　するとレムルスがこちらの視線に気づき、笑う。





《じゃ、みんな忙いそがしそうだけど、話を続けるよ～。話し終わるまでは誰だれにも死んでほしくないけど、まあ、死んだらしょうがないね。じゃあ、いきます》





　などと、言う。





《まず、ここにいる人間には全員、共通点があります。それはなんでしょう？　って、聞いても反応がなさそうだから、すぐ教えちゃうけど。実は、全員がローランド帝てい国こく出身なんだよねぇ》





　と、レムルスは言う。





《でも、これっておかしいと思わない？　こーんなに優ゆう秀しゆうな人間ばっかり、ローランドにたくさん生まれるのは、おかしいと思わない？　もしかしたら誰かが、手助けをしたのかな？　『ニンゲン』に運命を決めて欲しいと考えている優しい神様が、手助けしたのかな？》





　という言葉で、まずルークが、動きを止めた。一歩大きく後ろに下がる。


　それにゾーラが、


「お？　ついにあきらめたか？」


　なんて言うが、しかしルークは手を上げ、


「ああ、まいりましたね。ちょっと休戦しましょう。あまりに力が拮きつ抗こうしている。これじゃレムルスの……」


　が、それを遮さえぎって、レムルスが言った。





《僕の思うつぼ？　でも、僕シナリオから出られなくても自分を責める必要ないよ、ルーク。僕は君らより長く計画を立ててたし、なにより、君ら全員を、生まれる前から見てたんだから》





　という言葉で、クラウとペリアが、戦うのをやめる。


　そしてレムルスを見上げ、


「生まれる前から？」


　と、クラウが言う。


　続いてペリアが、


「いったい、それはどういう……」


　するとレムルスは、続けた。





《いや、別にたいしたことしたわけじゃないけどね。ただ、ローランドに、優秀な人間が生まれやすい環かん境きようを、作ったんだ。人体実験があたりまえの世界。弱い人間はすぐに殺されてしまうような世界。貴族たちをそそのかして私兵団を作らせて、競わせるような世界。弱い人間は生き残れない世界──って、ペリア君、いまちょっと怒ったろ？　僕の目や、体を、こんなにしたのはおまえかーって。もしくはクラウが怒ったかな？　母親を殺したのはおまえかって。それともルーク？　ゾーラ？　まあ、みんな怒るといいよ。神に対する怒いかりは、どれだけあってもいいからね。なにせ今後の世界を担になうのは、君らだから……》





　なんて、言う。


　そしてそれに、ライナはレムルスを見上げて、


「おまえは……」


　が、それに手を上げて、レムルスが遮る。





《あ、ライナはいまは発言しないでくれるかな？　いまから始めるのは、君が主役の物語じゃないから》





　そしてレムルスがこちらを見て、言う。





《というか君はそもそも、この世界の主役になるべきじゃない。だって、人じゃないんだから。それはシオン君も同じだけどね。ここは人間の世界だ。だから、君らバケモノ二人は、黙だまってろよ》





　などと、言う。


　そしてそれにライナは思わず、黙ってしまう。バケモノと呼ばれ、黙ってしまう。


　するとゾーラがこちらを見て、それからレムルスを見上げ、


「てめぇが一番、見た目バケモノじゃねぇか」


　なんて言う。


　するとレムルスは、笑う。





《あは、確かにねぇ。でも僕はすぐ消えるから、そこは勘かん弁べんしてよ。それにまあ、いま大事なのは、そこじゃない。ここに集まった強い人間たちに。人類の命運を託たくしても大だい丈じよう夫ぶなくらい、頭のいい子たちに、僕からのプレゼントについての説明しなきゃいけないからね》





　というその、言葉に、ルークが聞く。


「……プレゼント？　いったいそれは、なんです？」


　するとレムルスが、笑う。


　笑って、答える。





《プレゼントは、二つ。まずは『勇者』と『悪あく魔ま』の命と力を、自由にする、権利》





　それに、


「なっ」


　と、ライナは声をあげる。


　しかしそこで、





《発言するなって言ったろ？　悪魔》





　レムルスが指を、パチンっと鳴らす。


　瞬しゆん間かん、ライナの体がなにか、目に見えない力によって後ろへ大きく飛ばされる。そのまま首を絞しめられ、壁かべに押しつけられて、


「うあっ」


　動けなくなってしまう。


　それにペリアがこちらを助けにこようとするが、レムルスは気にせず続ける。





《そしてもう一つは、この世界に一年間だけ、すべての神からの介かい入にゆうを防ぐ、結界を張ってあげる》





　と、言う。


　そのままもう一度、ぱちんっと指を鳴らす。


　すると今度は、シオンが吹ふっ飛とぶ。ライナと同じように、ライナがいる場所と反対側の壁に押しつけられ、動けなくなって。


「シオン！」


　と、ライナは叫さけぶ。


　シオンはそれに、レムルスを見上げ、


「貴様、いったいなにをするつもりだ!?」


　と、怒ど鳴なる。


　だがそれにレムルスはシオンを見下ろし、





《君こそこの世界で、なにをするつもりだったんだい？　人間じゃないのに世界を変える？　世界を救う？　でもそれは、誰にとって都合のいい世界にするつもりだい？　勇者か？　悪魔か？　それとも君を作った、司祭か？》





　そこでもう二回、レムルスは指を鳴らす。


　するとシオンの頰ほおが、切れる。


　二か所、切れる。


　そしてその傷口から、金色の血が流れ出てしまい。


　それを、クラウが見る。


　ルークも見る。


　そして最後にレムルスが見て、笑う。





《はてさて、君は本当に、誰かに操あやつられていないという確証を持って生きられてるのかなぁ？　危険を顧かえりみずに、きちゃいけないのに悪魔を助けにきたりして。おまけにそんな、金色の血を流しちゃって》





「…………」





《ま、その判断も全部、人間に任せるから、いいんだけどさ。とりあえず僕がここでやるのは、僕と、『悪魔』と、『勇者』と、そしてこのレムルス帝てい国こくにいた、すべての『ニンゲン』の力を使って、一年間だけ神がこの世界に介入してこれなくなるような、結界を作る。人間たちはその間になんとか、『司祭』を殺す方法を見つけてよ。この世界が終わらない方法を、見つけてよ。この世界の仕組みに、穴を開ける方法を、見つけてよ》





　なんて、言って。


　それにクラウが横にいるルークに、


「おい、なんかよくわかんねぇけど、やべぇ展開なのか？」


　と、聞く。


　そしてそれにルークが首をかしげ、レムルスを見上げ、


「……さて、どうかな。ほんとにあいつは、私たちを決定者にするつもりじゃ……」


　とそこで、ゾーラが言う。


「おいペリア、あいつを黙らせろ。ほっとくとあいつ、ライナを殺しそうだぞ」


　するとペリアが、


「言われなくても、やりますよ。ただあれ、実体に見えないんだよなぁ」


　と、懐ふところから一枚のコインを取り出す。


　ルークが持っていたのと同じような見た目の、コインを取り出す。


　そしてそれをレムルスは見て、





《わわ、きたきた。神を殺せる道具だ。ちなみに僕、実体だよ。もう死にかけだから、存在が薄うすいんだよねぇ。ほとんど精せい霊れい化しちゃってて、『全結界』には映うつらないかもしれないけれど……》





　それから今度はルークのほうを見て、言う。





《ちなみにルーク・スタッカート。『忘却神器ルール・フアジール』は、お互たがいがお互いを干かん渉しようすると、効果が消えるって、知ってたかな？》





　なんて、言って。


　そしてそれに、ルークはあきれたような顔になる。そのまま床ゆかに落ちている、コインへ目を向ける。


　ペリアと、ゾーラはそれに、気づかない。ルークの視線に、気づかない。ルークが、コインを持っていたということを、知らないから。


　ライナはそれに、ルークを止めろ、と、ペリアたちに教えようとするが、声がでない。いつの間にか声も、レムルスに押さえられてしまっていて。


　ルークが言った。


「とても不ふ愉ゆ快かいだなぁ。このコインも含ふくめて、結局私の行動も、全部あなたに操られたってことですか？」





《はは》





「で、もし私が彼らを止めたら、シオンさんは死ぬんですよね？」





《いやいやさてさて、それはやってみてのお楽しみ。そしてやるかどうかも、決定者の君が……人間が決めるといい。ここらへんからもう、僕は君たちに全部を任せちゃおうと思ってるから》





　などと言って。


　そこでルークは、クラウのほうを見る。


　そして、言う。


「シオンさん、死ぬかも」


　それにクラウもルークを見て、


「ふむ」


「いいですかね？」


「知らねぇよ。バケモノやら世界やらと、途と中ちゆうからの参加じゃ状じよう況きようがまるで見えねぇし。でも、おまえは自分の選せん択たくが正しいと思うのか？」


「たぶん……いや、どうかな」


「ま、じゃあ、おまえに任すよ。状況が見えないままじゃ俺は判断できない」


「う～ん」


「でも、なるべくおもしろくなるほうにしてくれ」


　なんて、クラウは言って。


　そしてそれに、


「……おもしろくなるほう、ね。もしくは、僕ら人間に、選択権がまだ、残るほう、か。まあ、とりあえず」


　と、指を少し、動かす。


　すると糸が舞まう。


　床に落ちていたコインに巻き付く。


　ペリアがコインを投げるのを確認して、ルークは強く、糸を引く。


　するとペリアが投げたコインに向かって、ルークが跳はね上げたコインが飛び、そして、当たる。


　瞬間、二枚のコインが、突とつ然ぜん消えてしまって。


「…………えっ」


　ペリアがそれに、驚おどろいたような顔になり、ルークを見る。


　だが、もう遅おそい。


　レムルスが笑って、ルークと、クラウと、そしてシオンがいるほうを指さし、





《理性が前にくる人間たちと》





　続いてゾーラ、ペリア、ライナがいるほうを指さし、





《感情で動く、人間たちを選んだ。みんなそれぞれ優ゆう秀しゆうで、さて、いったいどちらが世界を変えてくれるのかなぁ。僕は見れないけれど。ここから先は、見れないけれど。でも、願わくば……君たちがこの退たい屈くつな世界に、穴を開けてくれることを祈いのりながら──僕は消えよう》





　そこで、レムルスが両手を開く。


　するとレムルスの体の中心が突とつ如じよ輝かがやき始め、それが周囲に広がる。


　その光は、魔ま方ほう陣じんになっているようだった。


　レムルスを中心に広がり、どんどん広がり、さらに塔とうを中心に、弾はじけるように遠くまで光が放たれて。


　そしてそこにいる人間たちは全員、その光に巻き込まれてしまう。


　人間だけじゃない。


　悪あく魔まも。


　勇者も。


　その、レムルスが作った巨きよ大だいな光の魔方陣に巻き込まれて。


「…………」


　そして意識が、消えていくのがわかる。


　急速に思考が奪うばわれていくのが、わかる。


　その魔方陣はライナの中の力も利用しているようで、あまりに大きな力を吸い取られてしまって、意識がどんどん薄れていくのが、わかる。


　そしてそれにライナは必死に抗あらがいながら、叫さけんだ。


　大きく、叫んだ。


「シオン！」


　と、仲間の名前を。
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　親友の名前を、叫ぶ。


　だがもう、シオンの姿は、見えない。


　すべてが光に包まれてしまって。


　なにもかもが光に包まれてしまって。


「くそ」


　あんなに近くまできたのに。


　やっと、手が届きそうなところまで近づけたのに、また、シオンを見失ってしまって。


「くそ、なんで」


　ライナは、必死に意識を保とうとしながら、叫ぶ。


「俺は……」


　シオンに届くように。


「俺は、あきらめないからな！」


　また、見失ってしまったシオンに、届くように、


「俺は絶対、おまえを……」





　が、そこで意識は、消えてしまう。


　レムルスが生み出した光の魔方陣に飲み込まれて。


　ライナの意識は、遠くに飲み込まれてしまった。












　ＥＰＩＬＯＧＵＥ　しかしここは、『人』の世界──







　今日は空が青い。


　相変わらず空が青い。


　だがその青さは、いつもの青さで。


「…………」


　ルーク・スタッカートはその、空を見上げる。


　いま、自分がいる場所は、レムルス帝てい国こくの中心部のはずだった。


　その、中心にそびえる、王が棲すむ、塔とうの中に自分はいたはずなのだが、しかし。


　いま、その塔は存在しない。


　いや、街すらなくなってしまっている。


　ここに棲んでいた、レムルスの呪のろいに侵おかされて体から紫むらさき色いろの腕うでを生やしてた人間も、消えてしまった。


　いまあるのは、真っ平らな地平が広がるだけの大地だけで。


　そしてそこに、ルークは立っている。


「…………」


　それから彼はその、空から目線を、大地へと下ろす。


　するとそこにはクラウと、そして意識を失って倒たおれている、シオンがいる。


　そして少し離はなれたところに、やはり意識を失って倒れているライナと、その前に、ペリア、ゾーラと呼ばれていた、ライナの仲間が立っていて。


　たぶん、おそらく、いまの状況は、塔の中ではなくなった、というだけで、まるで変わっていない。


　しかしそれにルークは、


「レムルスは、本気だったのか」


　そう言って、薄うすく笑った。


　そしてレムルスの言葉を、思い出す。


　最後に言っていた言葉を、思い出す。


　レムルスが送ると言っていたプレゼントの内容を、思い出す。


　一つは神と名乗る何者かたちが、この世界に介かい入にゆうしてこれなくなるような、結界を張ってくれることだと言った。


　そしてその結界は、実際に張られたのか、いまはまだ確かめようがなかった。


　少なくとも、レムルスは消えたようだが、しかし、確かめようのないことは、いまは考える必要もない。


　だからもう一つの贈おくり物もののことを、考える。


「…………」


　と、そのままルークは、倒れているシオンを見下ろして、思い出す。


　もう一つの、贈り物の話を。


　レムルスはこう言った。


　──『勇者』と『悪魔』の命と力を、自由にする権利。


　とそう、言っていた。


　実際にシオンはいま、無防備だった。


　生かすも、殺すも、自由。


　もしくはローランドに連れて帰り、研究所で、シオンの体についてその体を切り開いて、研究してみることもできるかもしれない。


　中に『勇者』などというバケモノが入っているのなら、それについて、研究してみるのもおもしろいかもしれない。


　そうすれば少しは、この世界についての謎なぞも、解明できるかもしれない。


　もちろん、その研究には、同時に『悪魔』のほうの研究もすべきだとは思うが、しかし、


「…………」


　と、それからルークは、ペリアとゾーラに守られているライナのほうを見て、


「あっちのほうは、話し合いになりそうですねぇ」


　なんて、言う。


　すると横にいたクラウがまた、聞いてくる。


「だからこりゃ、いったいどうなってんだよ？」


　そしてそれにルークは目を細めて、呟つぶやく。


「ああ……その情報を人間に撒まくのも、私の仕事ですか。ライナさんに語ってるように見えて、あれは私に向けての……ほんとにあなたは……」


　と、空を見上げ、なくなってしまった塔を見上げて、


「全部人間に選せん択たくさせるつもりなんですねぇ」


　と、ルークは言う。


　神を名乗るバケモノからの返事はもうないが。


　それから彼は、クラウのほうを見て、


「とりあえず詳くわしい事情は、軍に戻もどってから説明します。ミラーさんや、フロワード中将、他の、人間たちにも情報を共有してもらう必要がありますし……」


「そうか」


「ええ」


「で、あいつらはどうする？」


　と、クラウはペリアとゾーラのほうを指さす。


　すると向こうもこちらを、見ている。


　ライナを守るように後ろに下げ、こちらを見つめて、ゾーラとかいう名の男が、


「それで、どうするよ？」


　と、少しだけ声を大きくして、言ってくる。


　それにルークはまた、隣となりにいるクラウに聞く。


「ですって。どうします？」


「ああ～、俺はやれっけど、なんのためにやる？」


「ライナ・リュートを手に入れるため」


「そりゃ必要なのか？」


「あると、いいんですけどねぇ。でも戦って、彼らに勝てますかね？」


「無傷じゃ無理かもな」


「ちなみに私、自分の命をさらせなくなりました。軍に情報を伝えなければいけないので。なので70％の力くらいで、負けそうになったら、シオンさんを連れて逃にげます」


「ああ、じゃあ、けっこう厳きびしいかな。ローランド軍の本隊も、そこそこ離れてるしなぁ」


　と、クラウは敵の力をはかるように見ながら、言う。


　そしてそれにルークはうなずいて、口を開く。ペリアと、ゾーラに向けて、


「えー、ちょっと、休戦しませんか？　あなたがたに話したいことが……」


「俺らはねぇよ！」


　と、返される。


　さらにペリアと呼ばれた、穏おだやかそうに話す男が、


「あー、でも、あなたがたローランド帝国軍が、『蒼あおの公ひ主め』の軍門に降くだるというのなら、少しくらいは話を聞いてあげても……」


　が、そこで、


「それこそねぇな！」


　と、クラウが言った。


　そしてそれに、ルークはクラウを見て、


「軍門に降るフリして、彼らを殺してもよかったんですけど」


　と言うと、クラウは肩かたをすくめ、


「そりゃ向こうも一いつ緒しよだろ。話し合うフリしてありゃ、攻こう撃げきしてくるつもりだ」


「まあねぇ」


「終わりだな。戦力が拮きつ抗こうしてる。おまけにお互たがい、守るものがある。勝負にはなんねぇよ」


　と、クラウが地面に倒れている、シオンの服をつかんで持ち上げ、肩にのせる。


　するとペリアたちも、ライナを引きずって、この場を離り脱だつするつもりのようで。


　それをルークは見つめ、それから隣のクラウに言う。


「じゃ、私たちもそろそろ戻りますか、人間の世界に」


「だからそれ、なんだよ」


「いえ、もしかしたら初めてこの世界は、私たち人間のものになったのかもしれないと、そう思いまして」


「全然わかんねぇ」


「はは」


　と、ルークは笑い、そしてまた、


「まあ、それもあとで説明……」


　そこまで言いかけて、言葉を止める。


　目線を少し、ずらしたところに、一人の少女が倒れているのが見えて、彼は、


「……ミルク隊長！」


　と、走り出す。


　ミルクは自分の中に、『女め神がみ』を飼っていたはずで、それなら当然、さっきのレムルスの魔ま法ほうの影えい響きようを、受けるはずなのだ。


　そしてそのことをなぜ、自分が気づかなかったのかが、不思議だった。


　いや、この塔のすぐそばに、ミルクがいる、ということも自分は知っていたはずなのに、なぜ、そのことが一いつ瞬しゆんも頭によぎらなかったのかが、不思議だった。


　そしてそれに、


「レムルスめ……やはり私に洗脳の魔法をかけてたんじゃ……」


　と、そこまで言ったところで、ルークはミルクが倒れている場所に、たどりつく。


　そして彼女の、口へと手を持っていく。


　するとミルクは息をしていて、彼は、


「隊長！」


　と、名前を呼びかける。


　肩をゆする。


　するとミルクがそれに、反応する。まぶたを薄く開き、こちらを見上げ、


「あ……ルーク」


　と、無む邪じや気きに笑って。


　嬉うれしそうに笑って。


「そんな心配げな顔して、どうしたの？」


　などと、言ってきて。


　最近では絶対に言わないような、少したどたどしい、子供のような口調でそう言って。


　それに彼は、聞いた。


「……女神は……？」


　するとそれに、ミルクは一瞬、わからない、というような顔になる。


　そしてそれから、


「……ああ、女神……女神か。思い出した。さっき塔から突とつ然ぜん、光が放たれて──それで、動けなくなっちゃったみたい」


　と、ミルクが言う。


「動けなく、なった？」


「うん。いるにはいるんだけど、急にその、力が弱くなっちゃって……」


　などと、言って。


　そしてそれに。


　その、言葉にやっと、レムルスがこの世界で、なにをしたのかが、わかった。





　──神からの介かい入にゆうを一年間だけ防ぐ結界。





　それが、本当に行われたことだというのが、わかった。


　そして世界はやっと、


「……人間に託たくされた、か」


　するとそれに、


「え？」


　と、ミルクが言う。


　それにルークは、微笑ほほえむ。


　彼女の頭をなでて、


「いいえ、なんでもありません、隊長。こちらの話です」


　と、言う。


　こちらの、人間たちの話だと、そう、心で呟く。


　そしてミルクを見つめ、ミルクの中の『女神』を殺して、彼女を解放する方法を、考える。


　それを笑いながら見ている『司祭』を殺して、その世界を奪うばいとる方法を考える。


　一年も時間があるのだ。


　世界の状じよう況きようを知ったうえで、まだ一年も時間がある。


　そしてそれだけあれば。


　それだけあれば、自分たち人間は──


「…………」


　と、そこまで考えて彼は薄く笑い、しかし、それ以上はもう、なにも言わなかった。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　それから数日間、ライナ・リュートは目を覚まさなかった。


　あまりに大きな力を奪われて、それが修復するまでの間、彼は動くことができなかった。


　ただ、闇やみの中を漂ただよい、漂い、いくつかの夢を見た。


　それはローランドで、シオンと一緒に仕事をしていたときの夢。


　子供のころに両親に挟はさまれて、お伽とぎ話ばなしが描かれた絵本を読んでもらったときの夢。


　フェリスと二人でだんごを作って、シオンに無理矢理喰くわせたときの夢。


　キファやトニー、ファル、タイル、シオンと、酒場にいったときの、夢。


　どの夢も、明るいものばかりだった。


　みんな笑っていて。


　なにがそんなに楽しいのかなと、不思議になるほど笑っていて。


　でもそれを、自分は醒さめた目で見ている。


　もしくは、寂さびしいような目で、見ている。


　だってこの、すべてがもう、戻もどらないものだと、わかっているから。


　これは全部夢で、二度と取り戻せないものだと知っているから。


　だから彼は。


　ライナは、





「…………」





　夢を見るのをやめて、目を、開いた。


　するとそこは、見たこともない、だだっ広い部屋だった。


　まるで玉ぎよく座ざの間のような、大広間。


　その広間の真ん中に、ベッドがぽつんと置かれていて、どういうわけかそこにライナは寝ねかされていて。


「って、なんだこれ……」


　と、言いかけたところで、


「ライナ！」


　という、女の声がした。


　そしてその声が誰だれのものかは、すぐにわかった。


　相棒の声だ。


　一緒にローランドを出てくれた、相棒の声。


「…………」


　彼は声のほうを、見る。


　するとそこにはやはり、そいつがいて。


　綺き麗れいな金色の長い髪かみに、澄すんだ、青い瞳ひとみを持った、女が──その瞳に、涙なみだをいっぱいにためていて。


「……フェリス」


　と、ライナは言った。


　するとそれに、フェリスが目を、大きく見開き。


　しかしそこでまた、


「目が、覚めたの!?」


　別の女の声がする。


　それはキファの声だった。


　キファは後ろから声をあげて、背中から抱だきついてきてしまって。


「おわっ」


　と、彼は驚おどろく。


　そして最後にもう一人、


「んもー、ライナってばー[image: ]」


　なんて、今度は少年の声がして、ライナはそちらを見る。すると横から、ヴォイスが嬉しそうに抱きついてこようとしていて、それにライナはとりあえず手しゆ刀とうを放つ。


「ってかなんでおまえが抱きつくんだよ」


「きゃーん[image: ]」


　と、ヴォイスは頭に手刀を受けて、ベッドの横でうずくまる。


　そしてそんな光景を、この広間の、主あるじが見下ろしてきている。


　ベッドと対面するように置かれた玉座の上から、ライナの兄弟弟で子しの中でも、圧あつ倒とう的てきな強さを誇ほこっていた水色の髪を持った女が──ピア・ヴァーリエが、あきれるような顔で見下ろしてきていて。


「なーんか……なーんかモテモテすぎない？　ライナのくせに」


　なんて、言う。


　それにライナは顔を上げ、そしてその、ピアの両りよう脇わきに、ペリアと、ゾーラがいるのを、見て。


　あの塔とうで、自分を助けてくれた二人がいるのを見て、


「……おまえらが、俺を」


　と、呟つぶやく。


　そしてそこで急に、自分がおかれている状況を、理解し始める。


　ペリアとゾーラ、二人の姿に、いまいち寝ぼけていた意識がしっかりし始める。


　自分がなにを手に入れて、なにを失ったかに、気づき。


「…………」


　ライナは、聞いた。


　ペリアと、ゾーラに。


「し、シオンは……」


　しかしそれに、二人は答えない。


　その代わりに、ピアが言う。少しだけ憐あわれむような目でこちらを見下ろして、


「いまも、ローランドに」


　と、彼女は言う。


　その言葉に、ライナは顔を歪ゆがめる。


　それからフェリスのほうを、見る。


　こちらを見つめている、相棒のほうを見る。


　そして、


「……お、俺は、失敗……」


　が、それをフェリスが遮さえぎる。少しだけ、大きな声で、


「おまえは失敗してない！」


「でも俺は」


「おまえは悪くない！」


「でも、すぐ、近くにいたんだ。シオンが……あいつ、すげぇ辛つらそうで」


　しかしそれを遮って、フェリスが言う。こちらを見つめ、目に涙をためて、


「なら、またやればいいだろう。話は聞いてる。おまえは頑がん張ばった」


「だけど」


「いいから！」


　と、フェリスがこちらに近づき、黙だまるように口を押さえてくる。そしてそのまま、ライナの頰ほおを撫なでて、


「……おまえが戻って、よかった」


　フェリスがそう、言った。


　途と切ぎれそうな声でそう、言った。


　そして彼女の瞳から、涙が溢あふれ出して。


「…………」


　ライナはそれを見て、また、顔を歪める。自分も、泣きそうになってしまって。こんな大勢の前で、泣きそうになってしまって。


　フェリスが、聞いてくる。涙を流しながら、震ふるえる声で、聞いてくる。


「で、シオンはなんて？」


　それを見上げ、ライナは言う。


「……助けは、いらないって」


「ふぅん。そうか」


「ああ」


「なら、嫌いやがらせに助けにいこう」


「ああ」


「……ウィニットのだんごも、しばらく食べてないしな」


「ああ」


「なあライナ」


「ん？」


「泣くな馬ば鹿か。またチャンスはある」


　と、フェリスが言ってきて。


　そしてそれにライナは。


　彼は、顔を涙でぐちゃぐちゃにしながら、


「…………」


　涙で、嗚お咽えつが漏もれてしまいそうになるのを我が慢まんしながら、


「……ああ、そうだな」


　とそう、小さく呟いた。
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　あとがき







　ついに『大伝説の勇者の伝説』も、一部が完結したのと同じ、11巻になりましたー！


　そして物語も、やっとここまでやってきました！


　やっぱあれかな。


　伝勇伝は、11巻周期の物語なのかな、と、まるで図はかっているかのように、この物語までやってきました！


　この巻で、おもいっきりたくさん伏ふく線せんが回収されて、さらに、すでに読んでくれたみんなも、やっとこの話にきたかー！　と、思ってくれたと思うのですが、いかがでしょうか？


　僕はいつも、書き上がったあと＆ゲラを著者校正を読むときは、すでに書き上げたばかりの自分の原げん稿こうをあまり楽しんで読むことができないのですが（書いたばっかり過ぎて全部知ってるから、というのがあるんだけど。あと、寝ねてないとか（笑）。もちろん時間がたつと読めるようになるのですがー）。


　でも今巻は！　読み直しのときも、おおおおお、この話かぁあああと、毎度なぜかちょっと胸を熱くしながら読めました。


　そしてそれがみんなに、伝わるといいな。


　というか、ここまでずっと付き合ってくれているみんなが、この巻はよかった！　と思ってくれるようなものになっているといいな、と、願っています。


　それくらい大切な巻になっております！





　でもってー、ここから物語は、全体のプロットの中でも、ついに最終ターンに入っていくのですが！　みなさん、ライナやシオンたちの物語に、最後までお付き合いのほど、よろしくお願いします！





　ほいでほいで、本をぺらっとめくったところにある著者近きん況きようでも書いたけれど、この巻って、スーパー記念の巻なんです。


　さて、なに記念でしょうか！


　答えは！　『伝説の勇者の伝説１』が出てから、この『大伝説の勇者の伝説11』で！





　丸十周年だぁあああああああああああああああ！





　すげぇええええ、こんな長く続けさせてもらえるなんて、正直思わなかった！


　本当にみんなのおかげです。初期のころのあとがきにはいつも書いていたけど。そしてネット上の僕のサイト『鏡かがみ貴たか也やの健康生活』でも何度も書いちゃってたけど、またいつもの話。


　みんながこのシリーズを支えてくれてるからこそ、続けられてます。だからこのシリーズは、僕じゃなく、みんなで作っていると本気で思ってます。


　なので、一いつ緒しよに作ってくれて、ほんとにありがとう！


　そしてもう十年！


　新規の読者の方も、昔からの方も。


　ここまできちゃったらもう、みんなで最後までいこうぜー！





　と、十周年記念の話を書き終わったところでー、今回のあとがきは終わります！　と書きたいところですが、あとがきスペース、今回はめっちゃあるんでした！


　というか、担当さんにこう言われたのでした。


担当「あはは★　今回あとがきスペース１枚なんですけど、増やしますか★」


僕「んーと」


担当「増やしますよね。鏡さん、いつもあとがき長く書きますもんね★」


僕「えーと」


担当「なので、増やしまーす★　でも増やすとあとがきスペース最低17枚になりまーす★」


僕「はぁ!?」


担当「あはは★　じゃ、17枚で、よろしくお願いしまーす★」


　というわけで、17枚あるぜ死ぬぜ！


　ちなみにみなさん、いまの会話で、担当さんの語ご尾びの部分に★がついているのに、お気づきでしょうか？


　そうです。


　新しい担当さんがつきました。


　少し前まで伝勇伝の担当をやってくれていたオークリーが外はずれ、さらに、


「鏡貴也統とう括かつ担当だ☆」


　と、いつも言い張っていたキャサリンも外れ──


　このたび、富士見書しよ房ぼうのニュー美少女と噂うわさされている、山やまちゃむさんが、担当さんに就任されました。


　山ちゃむさんは、キャサリン直下の弟子だったので、〆しめ切きりをせっついてくる感じもそっくりです。


　口くち癖ぐせは、


山ちゃむ「キャサリンに言いつけますよ★」


僕「え────」


　と叫さけんだ瞬しゆん間かん、携けい帯たいにメール。





タイトル


　鏡さんへ


本文


　伝勇伝の原稿、早くあげてください☆　ＢＹキャサリン





　ほ、ほんとに言いつけてやがる！（笑）


　と、そんなこんなでみなさん、これからしばらく僕の担当さんは、伝勇伝、いつ天、両方とも山ちゃむになるので、よろしくお願いしまーす。


　さらに、いつ天ツイッターという、ネット上でぽつぽつ僕の仕事状じよう況きようみたいなのを呟つぶやいていたツイッターでのつぶやきも、キャサリンから山ちゃむに移行されたのですが、移行するときの会話。





山ちゃむ「あはは★　全然使い方がわからないですー★」


　基本、山ちゃむは笑ってます。


僕「なんかキャサリンも最初同じこと言ってたなぁ」


山ちゃむ「あとキャサリンみたいに上手にしゃべれないと思うんですよねー★　あはは★　キャサリン人気あったから、大だい丈じよう夫ぶかなぁ★　あは★　心配です★　あはは★」


僕「そのわりにはすげぇ笑ってない？」


山ちゃむ「クセなんですー★　笑う門かどには福きたる★」


僕「それいい言葉だけど、自分で言うかねー」


山ちゃむ「あはは★」


僕「まあでも、キャサリンじゃないんだから、普ふ通つうに自分の言葉でしゃべればいいんじゃないかな？」


山ちゃむ「そうですかねー★」


僕「ってか、山ちゃむはどんなしゃべり方になるんですか？」


山ちゃむ「えーと、たぶん、キャサリンよりはだいぶ、ゆとりな感じのしゃべり方になるかと★」


僕「だからそれ、自分で言うかー？」


山ちゃむ「あはは★」





　と、山ちゃむさんは福を呼ぶべく笑ってくれておりますが、この大伝11が、山ちゃむさんと一緒に作った最初の本でして。


　一発目から！


　最初の本から！


　思いっきり〆切ぶっちぎったぜぇえええええええええ、ごめええええええん！


　さらに、イラストのとよたのサオティが、こんなふうに言ってました。





サ「今年は冬コミ出ないんだー」


僕「どして？」


サ「おせち作りたいからさ！」


僕「あ、冬コミって年末だもんねー」


サ「そうそう。今年はゆっくり過ごそうと思って。夏コミはカガミンと出たいなー」


僕「あ、そだねー」


サ「でも冬は休みまーす。おせち作りまーす」





　と、サオティは楽しそうに言っていたのですが。


　が！


　僕が〆切をとんでもなくぶっちぎりすぎて、山ちゃむから電話。


山ちゃむ「このままだと、とよたさんの年末がなくなります★」


僕「ごごごご、ごめん！」


山ちゃむ「はやくはやく★」


僕「ごごごご、ごめん！」


山ちゃむ「はやくしてくださーい★」


僕「あ、あがった─────!!」


　と、原稿を送信。


　すると十時間後くらいに、サオティからメール。





サ「めっちゃおもしろかったよカガミン！　ライナ、テライケメソ！」


僕「お、おせちは？」


サ「おせちはあきらめたけど、おもしろかったから許す！」


僕「ぐわー、おせちごめ────ん！」


サ「なんとかするぜっ！　でも来年ご飯おごってよ！」


僕「さ、サオティがめっちゃイケメソだよ！　ってか、ほんとありがとー！」





　と、やはり、丸十年作品でも、みなさんに助けられて生きております。


　一発目の仕事から、山ちゃむが徹てつ夜やで仕事しまくる姿も見てしまいました。頼たのもしいです。


　さらに、他にもたくさんの方に助けてもらって、この本は出ております。


　ありがとうございます（涙なみだ）。





　と、お礼を書いたところで──





　まだ、半分くらいページが残ってるんだけど、どうしよう！


　あれか。


　もういっそ、たまには小説の内容について、書いちゃうか。


　えっとでも、それをするにはネタバレが必要なので、ここからは、今巻を読んでない方は読まないでくださいー。


　いまからネタバレを書くので、今巻を読んでいない方は、読まないようにお願いします！


　それでは改ページします。


　次のページからネタバレ始めるので、よろしくお願いします。





　　　　◆












　今回はー、あれでした。


　ルークとクラウが出てきましたね。この二人の関係は、僕はけっこう書いているとき楽しくて、『堕おちた黒い勇者の伝説』シリーズ中では、二人の幼少時からの出会いから、現在の関係にいたるまで──みたいなのを、ローランドの革命したシオンの話に絡からめてけっこうがっちり描えがいているのですが──まだまだ設定がたくさんあるんですよねぇ。それがどこかで書けたらいいなぁと思うのですが、なかなか手が回りません。


　ちなみに『堕ち伝』は、ほづみりやさんが漫まん画がにしてくれて、ガンガンＯＮＬＩＮＥ様でも出版されているので、小説に手が回らないよーという場合は、そちらもどうぞ！


　あ！　あと、６月に『堕ちた黒い勇者の伝説』最新刊が発売されまっす！　コミックスの４巻と同月発売です！　ついにシオンや、ルーク、クラウ、ミラー、カルネたちと、ローランドの貴族たちの、全面戦争が始まる巻になっております！


　さーらーに、コミックス版『伝説の勇者の伝説９』も同月発売なうえに、ついに最終巻！　あの一部の、ライナとシオンの別離のシーンが漫画で出ちゃうよ！　６月は伝勇伝祭りだね！


　よろしくお願いします。


　と、宣伝を交まじえつつ、他にもねー。


　ライナの修しゆ行ぎよう時代。


　ピア、ペリアとの話や──


　ライナが『隠いん成せい師し』という組織に所属させられて、『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』と呼ばれたり、ゾーラと出会ったころの話が、『とりあえず伝説の勇者の伝説』シリーズの書き下ろし部分にいっぱいあるのだけど（こちらも、まだ読んでない方は、ぜひ！）


　そのへんも、ほんとはまだ書きたい話があるんだよねぇ。





　フロワードの過去話も書きたいし（堕ち伝には、ミラーやカルネ、リューラやルシルの生おい立ちの話はあるのに、フロワードは出てこないもんね）。


　ってか、伝勇伝はほぼ全キャラ生い立ちから目的まで追っていて、全員が違ちがう思想や感情で動いてるのが、書いていて楽しいです。


　というか、それをみんなが受け入れてくれてるのが嬉うれしいです。


　ありがとうございます！


　そしてその、すべてのキャラクターに生い立ちや思想があって初めて、今回のサブタイトルをつけることができました、いったいこのサブタイトルが誰だれのことだったのか？　なんてのを想像してみてもらえると、嬉しいです。





　なんて、珍めずらしく内容について書いてしまったところでぇええええええ、いま何ページだ!?　と、調べた結果、まだ三分の一ある！　しかしもう、書くことないよー！





　というわけで、近きん況きよういきます。


　実はこのあとがきは新年一発目に書いてます。


　まあ、あれだもんね。この本、二月発売だしね！　そんなこんなで新年といえば、抱ほう負ふ。なので、抱負を書いてみようと思います。





抱負１


　健康的な生活する！


（新年一発目から、朝五時就しゆう寝しん生活でもろくも破れる！）





抱負２


　〆しめ切きりを守る！


（このあとがきの〆切が今日です。今日書き上げれば、まだ守れてる！　でも、『いつか天てん魔まを斬きる魔女ヘクセン』書き下ろし漫画原作の第一〆切も今日なのだけど、今日はあがらなぁああああああい）





　と、なっております。


　すでにすべての抱負が破られております。なんてことでしょう！


　よし。うん。


　一月はなかったことにして、二月のこの本が発売されたくらいにもう一度抱負を立て直そう。そうしよう。


　みなさんの抱負の状じよう況きようは、いかがでしょうか？





　ちなみに昨日、作家バンドの新年一発目の練習があり、顔を出したのですが、そこでみんなでこんなことを話しました。


「今年はスケジュール表つけて、それどおりに生活しようと思ってさー」


「ま～たできないこと言い出したよー」


「で、そこに毎日、有酸素運動と、筋トレと、決まった枚数の原げん稿こうと、楽器の練習十五分と、英語の勉強って書いた」


「あー、書くね、書くね。で、やってるの？」


「もちろん明日あしたからやるよ」


「あ、ちょうど俺も明日からだった」


「奇き遇ぐうだね、僕も明日からだよ」


「俺も明日だ」


「俺は明日からダイエット！」


「あ、俺も」


　ってね。うん。ええと、いつも思うけど、明日って忙いそがしいよねー（えー）


　なんて冗じよう談だんはともかく、カレンダー見ると〆切で真っ赤なので、新年くらいはきっちりやっていこうと思います。


　でもって、今年もたくさん本が出る予定なのですが、みんなで抱負が達成できてるか、答えあわせしてこーねー！


　というわけで、宣伝。


　去年、担当山ちゃむにいただいた、鏡貴也刊行スケジュール表によると、直近ではこうなってます。







　四月　いつか天魔の黒ウサギ


　六月　堕ちた黒い勇者の伝説


　七月　紅月光の生徒会室


　九月　スケジュールが埋うまってたけど、まだ秘密。







　と、今年は伝勇伝、いつ天、きっちり交こう互ごに出ていく感じなのですが、なんか、すげぇ隔かく月げつ＆連続刊行になってないかー!?


　なんて例年通りのことを叫さけびつつ、そろそろページが埋まってきたので、終わろうと思います。いやー、なんかちょっとしたショートショートばりにあとがきを書いた気がする！　書き上げるのに四回も休きゆう憩けいが必要だったよ！（笑）


　というか、自分のことを書くのって苦手で、小説のほうがまだしも得意だったりするので、意外と時間がかかってしまいました。


山ちゃむ「あれぇ、十五枚くらい楽勝だよーって、鏡さん言ってませんでしたっけ★」


　やる前はいつも、楽勝って思うんだよねー～。


山ちゃむ「じゃあ連続刊行も楽勝ですね★」


　やる前はね！


山ちゃむ「やれるやれる、鏡さんはやれる子だってキャサリンも言ってましたし★」


　ん～、まあでも、明日の僕が頑がん張ばる話だからね！


山ちゃむ「そうそう★　今年も明日の鏡さんは忙しいですね★」


　ねー。


　明日の僕は忙しそうだねー。


　ってそれ俺だぁああああああああああああああ！





　とそんなこんなでみんな、今年もよろしくお願いします！


　それでは次は、四月にー！





　鏡貴也のツイッター　http://twitter.com/kagamitakaya/


　鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」http://www.kagamitakaya.com/




鏡　貴也
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